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「ク ラ ウ ドソー シ ン グ」 に見 る翻 訳 業 界 の現 在(い ま)と 今 後 の展 開

    古谷 祐一

GMOス ピー ド翻訳株式会社

翻 訳 業 界 にお け る 「クラ ウ ドソー シ ン グ」とは?

 群 集(Crowd)と 業 務 委 託(Sourcing)を 組 み 合 わせ

た造 語 で 、特 定 の人 々 に業 務 を ア ウ トソー シ ン グす る

と対 比 され る。 ク ラ ウ ドソー シ ン グ は狭 義 で は不 特 定

多 数 の 人 間 に 業務 を委 託す る とい う新 しい雇 用 形 態 を

指 し、広 義 で は 、 必ず しも雇 用 関係 を 必 要 とせ ず 、不

特 定 多数 の 人 間 に よ り共 同 で進 め られ る プ ロジ ェ ク ト

全 般 を指 す 場 合 も あ り、 そ の 場 合 は 、 「Wikipedia」 や

「Facebookの 多 言 語 プ ロセ ス 」 が 代 表 例 と して 挙 げ ら

れ る。

 狭 義 の ク ラ ウ ドソー シ ン グで は 、 当該 ビ ジネ ス モ デ

ル で 急 成 長 を果 た した 企 業 が 数 社 存 在 して い る。 翻 訳

産 業 の枠 組 み を超 えて 説 明 す るの で あ れ ば 、2014年9

月18日 に株 式 会 社 リア ル ワー ル ド、2014年12月12

日に株 式 会 社 ク ラ ウ ドワー ク スが 相 次 い で 上 場 を果 た

して い る。ク ラ ウ ドソー シン グの 市 場 規模 は2018年 に

は1,800億 円 に な る といわ れ てお り、 日本 の翻 訳 市場

に迫 る勢 い だ。

 ク ラ ウ ドソー シ ン グ は 、デ ザ イ ン 、Web作 成 、 ライ

テ ィン グ 、翻 訳 、 動画 作 成 とい っ た あ り とあ らゆ る仕

事 を 、 クラ ウ ド(大 衆)に ア ウ トソー ス し、発 注 側 と

受 注側 を イ ンタ ー ネ ッ ト上 で結 び付 け 、 手数 料 を とる

ビ ジネ ス モ デ ル で あ る。 特 筆 す べ き 点 と して は そ の サ

ー ビス の 領 域 に 「翻 訳 」とい うカ テ ゴ リー が存 在 して お

り、 翻 訳 を 依 頼 した い ク ライ ア ン トと翻 訳 作 業者 の マ

ッチ ン グが 既 に 行 われ て い る。 海 外 で は 、 「Elance」や

「oDesk」が 有名 だ が 、実 は こ の2社 は2013年12月18

日に合 併 し、 約30億 円 の資 金 調 達 に成 功 して い る。1

年 間 に フ リー ラ ンス に 支 払 わ れ た 報 酬 は900億 円 を 超

えて お り、 新 た な 市 場 が確 実 に 形 成 され た とい っ て も

過言ではない。

 クラウ ドソーシングが将来性のあるビジネスモデル

であることは間違いないが、多種多様な業態を取 り扱

っているだけに、各サービスの品質 レベルを強化する

には限界があり、品質が作業者に依存 しているという

マッチングビジネスの弱点を克服 していくことが今後

の課題になるだろう。

翻 訳 に特 化 した ク ラ ウ ドソー シ ング

 翻 訳 に特 化 した ク ラ ウ ドソー シ ン グ と して 代 表 的 な

サ ー ビス と して 日本 国 内 で あれ ば 、「Gengo」や 「Conyac」、

海 外 で あ れ ば 、 「One Hour Translation(米 国)」 や

「Translated(イ タ リア)」 、 「Transfluent(フ ィ ン ラ

ン ド)」な どの プ レイ ヤ ー が 新 た な 市 場 を 開 拓 して い る。

最 初 の ケ ー ス ス タ デ ィ と し て 紹 介 し た い の が 、

「Transfluent」 だ 。同 社 は、ア メ リカ 大 統 領 選 挙 で バ ラ

ク ・オ バ マ 氏 の公 式Twitterの ス ペ イ ン語 翻 訳 を手 が

け た 事 で 、そ の名 が世 の 中 に知 れ 渡 っ た。 「翻 訳者 」 と

定 義 す るか ど うか の 議 論 は 別 と して 、 登 録 翻 訳 者 数 は

5万 人 を超 えて お り、80力 国 の 言 語 に対 応 して い る。

ソー シ ャル メデ ィア 、 ウェ ブ 、ア プ リ、EC事 業 者 向 け

に 人 力 翻 訳 をAPIで 提 供 して お り、Facebook、 Twitter、

WordPress、 ウェイ ボ ー 、 Magento、 Zendesk、 Unityと

い った サ ー ビス と連 携 して い る。 ソー シ ャル メデ ィア

の 投 稿 や 商品 説 明 、ユ ー ザ ー レ ビュー な どの翻 訳 は 、

リア ル タ イ ム性 が 求 め られ るが 、 同社 の サー ビス で は

当該 コ ン テ ン ツが ほ ぼ リア ル タイ ム(短 い文 章 な ら数

分 程 度)で 翻 訳 され る。

 こ うい っ た 人力 翻 訳APIはTransfluentだ け が 突 出

し て い る わ け で は な く 、 事 例 は 山 の よ うに あ る。
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「GengQ」と 「Translated」 は 、 YouTubeとAPI連 携 し、

字 幕 翻 訳 を リアル タイ ム に依 頼 で き るサ ー ビス を2年

前 か ら開 始 してい る し、「Conyac」 はバ リュー プ レス と

提 携 し英 文 プ レス リ リー ス の作 成 と海 外300メ デ ィア

へ 配 信 可 能 な サ ー ビ ス を開 始 して い る。 日本 経 済 新 聞

で は 、全 世 界 の ク ラ ウ ドソー シ ン グの 市場 規 模 は13

年 に約2,000億 円 、18年 に は1兆 円 超 に 拡 大 す る と予

測 を 出 して い る。 伸 び 行 く新 規 市 場 の 中 で 、 彼 らは 今

後 どの よ うな 展 開 を して い くの で あ ろ うか。 今 後 の成

長 に 期待 した い。
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. 。讐構紙鷺 門

アジア太平洋機械翻訳協会

AAMT機 械 翻 訳 フ ェア(MTフ ェア)2016創 立25周 年 基 調 講 演 会

「AAMT設 立 まで の こ と」

登壇者 長尾 真 IAMT、 AAMT初 代会長

報告者;目 次 由美子

機械翻訳課題調査委員会

AAMTは1991年 に 「日本 機 械 翻 訳 協 会 」 と して 設 立

され 、1992年 に は事 業 拡 大 を 目指 して 「ア ジア 太 平 洋

機 械 翻 訳 協 会 」 と名 称 を変 更 した 。 機 械 翻 訳 に関 す る

研 究 開発 か ら製 造 、販 売 な らび に利 用 ・活 用 に至 る ま

で幅 広 く機 械 翻 訳 の普 及 啓 蒙 を推 進 す る団 体 と して 、

四 半世 紀 に わ た っ て活 躍 して き た。 機 械 翻 訳 国 際 連 盟

(IAMT:International Association for Machine

Translation)お よび ア ジア 太 平 洋機 械 翻 訳 協 会

(AAMT:Asia-Pacific Association for Machine

Translation)の 初 代 会 長 で あ る長 尾 氏 に よ り、 創 立25

周 年 を記 念 す る講 演 が 行 われ た。

。ン
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MT(Machine Translation)研 究 開 発 の 始 ま り

1945年 頃 に は コ ン ピ ュー タ を使 用 したMTが 発 案 され 、

1950年 代 に ア メ リカ とイ ギ リス を中 心 に 研 究 が 始 め

られ た そ うだ。1957年 に は ソ ビエ ト連 邦 に よ って 史 上

初 の 人 工衛 星 「ス プ ー トニ ク」 が 打 ち 上 げ られ 、 これ

に 衝 撃 を受 け た ア メ リカ は ソ連 の 技 術 文 献 を調 査 す る

必 要性 を認 識 した との こ と。 露 英 翻 訳 者 が 希 少 で あ る

こ とや コ ン ピュ ー タの 普 及 な ど も手伝 って 、相 当な 投

資 を伴 う開 発 が 推 進 され た そ うだ 。 ア メ リカで のMT

研 究 に 刺 激 を受 けた 和 田弘 氏 が 、 電 気 試 験 所 か らの 派

遣 先 で あっ た マ サ チ ュー セ ッ ツ工 科 大 学 か ら帰 国 した

後 、1956年 に 日本 でMT研 究 を始 め たそ うだ。1958

年 に完 成 させ たMTシ ス テ ム 「や ま と」 で 単文 を翻 訳

させ 、1959年 にパ リで開 催 され た第1回 情 報処 理 国 際

会 議 に て発 表 した との こ と。

日米MTセ ミナー

1960年 に設立された情報処理学会では、和田座長の下

にMT研 究会が発足されたとのこと。計算言語学研究

会は、現在も自然言語処理研究会 として継続 されてい

るそうだ。1964年 には第1回MT日 米セミナーが東京

で開催され、カリフォルニア州立大学ロサンゼルス校

やテキサス大学を含む約10カ 所のMT研 究グループに

所属する著名な研究者がアメリカから、そして長尾氏

自身 も参加 したとのこと。翌1965年 には同セミナーの

4



第2回 がニュー ヨークにて開催され、同氏はアメリカ

国内のMT研 究機関の数カ所を訪問する機会に恵まれ

たそ うだ。露英のMTデ モを見る機会もあったが、当

時のコンピュータにはメモ リもなく、辞書はディスク

に書き込まれていたそ うだ。 目米セミナーはその後も

数回開催 され、日本のMT研 究に大きな刺激 を与えた

とのことだった。

1956年 頃からは約5年 にわた り多額の資金を伴 うMT

研究が推進 されたが、実用には至らなかったことなど

もあり表立って研究を継続することは難 しく、自然言

語処理研究の範疇 としてMT研 究が推進 されていたそ

うだ。

計 算 言 語 学 国 際 会 議:Coling

1965年 のMT日 米 セ ミナ ー 開 催 時 に は 、 IFIP WCC

(lnternational Federation for Information Processing

World Computer Congress)と 第1回Coling(lnternational

Conference on Computational Linguistics、 計 算 言 語 学 国

際 会 議)も 開 催 さ れ 、ICCL(lnternational Committee on

Computational Linguistics、 計 算 言 語 学 国 際 委 員 会)が

Colingの 主 催 団 体 と して 結 成 さ れ 、 隔 年 開 催 が 決 定 さ

れ た 。 和 田 氏 は 日本 か ら のICCLメ ン バ ー とな り 、 長

尾 氏 も 第3回 か ら参 加 し た との こ と 。Colingは1980

年 に は 日本 で 初 め て 東 京 で 開 催 さ れ 、 京 都 を 経 て 、 本

年12月 に 大 阪 で の 開 催 が 予 定 され て い る 。

電子協のMT調 査研究会

1958年 には、現在の電子情報技術産業協会(JEITA)

の前身である電子工業振興協会(JEIDA)が 設立され、

1970年 代に入って発足されたMT調 査研究会の座長は

長尾氏が務めたとのこと。大学の研究者や当時の有力

なコンピュータメーカーが構成員として参加 し、MT

の世界の状況の調査や研究開発に関する議論を行 うな

ど、大学のMT研 究 と企業の開発との橋渡 しの役 目を

2000年 代に入っても継続 していたそ うだ。

Muシ ステ ム 開発 とMTサ ミ ッ ト

1982年 か ら4年 間 行 わ れ たMuシ ス テ ム は 、ア メ リカ

か らの 強 い 要 望 を受 け て 、 国 と して 取 り組 ん だ 日米

MTシ ス テ ム の研 究 開 発 だ っ た そ うだ。 当該 の 研 究 開

発 に は コ ン ピュー タ メ ー カ ー のみ で な く翻 訳会 社 を含

む 多 く の企 業 が 参 加 し、 日本 のMT技 術 の レベ ル ア ッ

プ に も貢 献 した との こ と。1987年 に は 、JE[DAを 経 由

して通 産 省 か らの 全 面的 な 支援 を受 け 、世 界 のMT研

究 者 を集 め た 国 際 会 議 と して第1回MTサ ミッ トを 箱

根 で 開 催 し、 研 究 開 発 の 成 果 を世 界 に 向 け て公 表 した

そ うだ。

IAMTの 設 立

1987年 のMTサ ミ ッ トの成 功 を継 続 す るべ く、1989

年 に は 第2回 が ミュ ンヘ ンで 開 催 され 、 国 際 的 なMT

の 組織 の形 成 が 決 定 され 、1991年 に ワ シ ン トンDCで

開 催 され た 第3回 に てIAMTが 組 織 され た との こ と。

IAMTの 下 に はAAMTを 含 む3つ の 地 域 組 織 が 設 け ら

れ 、ヨー ロ ッパ のEAMT、 南 北 ア メ リカ のAMTAと 共

に 、 ロー テ ー シ ョン でMTサ ミッ トを主催 す る こ とに

な っ た。

AAMT

l991年 に は 日本機 械 翻 訳 協 会 が 設 立 され て い た が 、

IAMTの 設 立 に 伴 って 、1992年 に ア ジア 太 平洋 機 械 翻

訳 協会(AAMT)と して 拡 大 し、 日本 を中 心 と して そ

の他 の ア ジ ア諸 国 に も呼 び か けた そ うだ。AAMTの25

年 に 亘 る発 展 に お い て は 歴 代 の 会 長(田 中穂 積 氏 、辻

井潤 一 氏 、 井佐 原 均 氏 、 中岩 浩 巳氏)に よ る尽 力 と、

事務 局 の荻 野孝 野 氏 の 協 力 に よ る もの との こ と。2017

年 秋 に は名 古屋 で 開催 され るMTサ ミ ッ トの準 備 を 開

始 して い る こ と も紹 介 され た 。

5



MT研 究開発の今後

MTシ ステムの質の向上や、多言語に対応するための

拡張が指摘された。テキス ト翻訳における分野ごとの

専門用語やコーパスの大規模な蓄積が必要であること、

音声翻訳については多言語の音声データベースの整備

が必要であることが示された。

翻訳専門家の知識の活用

翻訳専門家のノウハ ウをコンピュータに取 り込む こと

の重要さも、人工知能的手法による蓄積 ・管理 ・拡張

などを検討する必要性も指摘された。また、スマホの

ような簡便な装置で各種MTを 運用 させることの重要

性にも言及 された。そ して、30年 後には世界の言語障

壁を十分低くできることを目指す と力強く語 られた上

で、努力重ねれば真に実現できると思 うとして、講演

を締めくくられた。

※ この記事は一般社団法人 日本翻訳連盟発行 『JTFジ

ャーナル』との同時取材です。
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i;

     拡大する翻訳ニーズ と翻訳業界における機械翻訳への期待

一般社団法人 日本翻訳連盟

  会長 束 郁男

 今回AAMT25周 年の総会、イベン ト開催にあた り、お

祝い申し上げます。

 また、これまで機械翻訳の開発 ・技術進展に尽力 さ

れて来 られた方々に敬意を表 します とともに、日頃

JTFの 活動に多大なるご協力をいただき、改めて御礼

申し上げます。

 日本 企 業 に よ る事 業 ・コ ンテ ン ツの 海 外 展 開 の 拡 大

に と もな うア ウ トバ ウ ン ドニ ー ズや 訪 日観 光 客 の 増 加

に代 表 され る イ ンバ ウ ン ドニ ー ズの 増 加 に とも な い 、

翻 訳 ニ ー ズ は増 加 傾 向 にあ りま す。 そ の 中で 、 お 客 様

の翻 訳 に 対 す る要 求 は 、 クオ リテ ィ、 ス ピー ド、 コ ス

ト面 にお いて 、 よ り多 岐 に わ た って きて い ます 。

 これ らの ニ ー ズ に対 応 す るた め に 、 従 来 型 の 人 間 翻

訳 に加 えて 、ICTを 活 用 した クラ ウ ド翻 訳 サ ー ビス 、

機 械 翻 訳 な どの新 しい 翻 訳 手 法 が 考 案 され 、 そ れ らが

拡 大 しつ つ あ ります 。

 翻 訳 業 界 と して 、 クオ リテ ィ ・ス ピー ドの 向上 、合

理 的 で ス マ ー トなサ ー ビス が 要 求 され る 中、 機 械 翻 訳

にお け る現 状 ・課 題 、 そ して 今 後 の 期 待 につ い て 考 察

して い き ます 。

● 日本 翻 訳 連 盟(JTF)の 紹 介

 は じめ に、 一 般 社 団 法 人 日本 翻 訳 連 盟(JTF:Japan

Translation Federation)の 概 要 に つ い て 、 ご紹 介 さ

せ て いた だ き ます 。

 JTFは 翻 訳 に 関 わ る企 業 、 団 体 、個 人 の 会 員 で構 成

され る産 業 翻 訳 の 業 界 団 体 で す。1981年 に任 意 団 体 と

して 設 立 され 、1990年 の 社 団 法 人 化 以 来26年 、 翻 訳

事 業 に 関 す る調 査 ・研 究 の 実施 、研 修 会 ・講 演 会 の 開

催 な どの 人 材 育 成 や 翻 訳 関 連 の 国 際 会 議 な どへ の 参 加

を通 して 、 翻 訳 事 業 の 振 興 と 日本 の 経 済 社 会 の 発展 に

寄 与 す る こ と を 目的 に 掲 げ 活 動 して い ます。2016年3

月31日 現 在 の会 員 数 は507(法 人193、 個 人313、 賛

助1)と な っ て い ます 。

● 翻 訳 市 場 の 現 状

 総務 省 統 計 局 の 統 計 デ ー タに よ る と、訪 日外 国人 数

は2013年 以 降 増 加 傾 向 に あ り、特 に2015年 は 前 年 比

約1.5倍 と急 激 に増 加 して い ま す(図 表1)。 また 、技

術 輸 出額 も2011年(平 成23年)を 境 に右 肩 上 が りに

増 加 して い る こ とか ら(図 表2)、 翻訳 に対 す る ニー ズ

は増 加 傾 向 に あ る と考 え ます 。

 翻 訳 ニー ズ の 内容 と して は 、訪 日観 光客 の増 加 に と

もな うメ ニ ュー 、 リー フ レ ッ ト、 ウェ ブペ ー ジ な どの

多 言語 化 に代 表 され る イ ンバ ウン ドニー ズ 、お よび 企

業 活動 で発 生す る コン テ ン ツ の グ ロー バ ル 展 開 に よ る

ア ウ トバ ウン ドニ ー ズ が 挙 げ られ ます 。

図表1訪 日外 国 人 数(2003～2015)

(万人}

00G

脚

㎝

覗)o 、

300

0W

800           6ア3   6U

EOO

→◎G

200

a

 zaaa  zcw

i■■■

            1,311

曲 幽illI

L・ ヂ 」

門藻

2005  2006  3001  3006  3009  2010  2011  2012  2013  201J  1015

   統計データ出所:総 務省統計局

7



図 表2技 術 輸 出 額(2005～2014)
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● 翻 訳 産 業 ・市 場 の変 遷

 市 場 の ニ ー ズ 、ITの 進 展 に よ り翻 訳 対 象 の ドキ ュ メ

ン ト ・媒 体 、 翻 訳 の 作 業環 境 も変 遷 して いま す 。TAUS

(Translation Automation User Society)の ウェ ブサ

イ トか らの 引 用 に な りま す が 、 時 系 列 に翻 訳 産 業 の 変

遷 を説 明 します 。

 1980年 代 に は 、紙 媒 体 の ドキ ュ メ ン トを 、用 語 集 を

参 照 して翻 訳 して いま した 。

 1990年 代 に は 、電 子 フ ァイ ル を 、翻 訳 支 援 ツ ール

(CAT:Computer Aided Translation)・TM(Translation

Memory)を 活 用 して翻 訳 す る方 法 が広 ま りま した。

 2000年 代 に は 、翻 訳 対 象 とな る コ ン テ ンツ の グ ロー

バル 展 開 が進 み 、CMS(Contents Management System)、

TMS(Translation Management System)、 CATお よ び ワ

ー ク フ ロー シ ス テ ム等 の活 用 に よ り
、翻 訳 プ ロセ ス 管

理 の仕 組 み が 導入 され ま した。

2010年 代 に は 、TM、 CMS、 TMSに 加 えMTを 統 合 して

活 用 す る こ とに よ り、組 織 や 特 定 グ ル ー プ で 共有 す る

コ ンテ ン ツの 翻訳 お よ び言 語 資 産 の 再利 用 が 実現 され

て きま した。

 ITと イ ン ター ネ ッ トの 発 達 に伴 って 翻 訳 手 法 、翻 訳

対 象 コ ンテ ンツ が 変化 して い ま す。 ま た 、 よ りグ ロー

バ ル な 社 会 に な るに つれ 、 翻訳 の 言 語 ペ ア も増加 して

きた こ とが わ か ります 。

 さ らに 今 後 、2020年 代 に は ビ ッ グデ ー タ とカ ス タマ

イ ズ され たMTを 、ど こで も誰 で も活 用 で き る よ うな 時

代 が 到 来 す る と予 想 され て い ま す。

 紙 媒 体 の 手 書 き翻 訳 か ら タイ プ ライ ター 、 ワー ドプ

ロセッサー ・PCな どでのデータ保存 ・編集が可能 とな

り、その後翻訳支援ツールの活用、そしてMTの 活用と、

今後翻訳業界にとって大きな変化の時期を迎えること

になるかもしれません。

図表3翻 訳産業の変遷
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●機械翻訳の活用状況

 次に、翻訳業界内の機械翻訳の活用例を紹介します。

 情報の公開範囲とコーパス量をマ トリックスにして

見ると(図 表4)、 ① コーパス量の蓄積が進み、公開範

囲が限定されていない文書については統計べ一ス機械

翻訳(SMT)が 活用 されている、②コーパス量の蓄積が

少なく、公開範囲が限定されている文書については、

ルールベース機械翻訳(RBMT)が 活用されている、こ

とがわか ります。

 ただし、例えば、UI(User Interface)な ど画面ご

との訳し分け(単 語べ一スでは前後の背景がわからな

い)な どには今後の技術的な課題があるとも認識 して

います。

図表4機 械翻訳の活用状況
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●活 用 事 例 の紹 介

 機 械 翻 訳 の 活用 事 例 と して 、情 報 が一 般 に公 開 され

て い る特 許 公 報 で は コー パ ス も蓄 積 され 、SMTが 広 く

活 用 され て い ます(図 表5)。

 マ ニ ュ アル の場 合 、 ボ リュー ムの 多 さ と頻 繁 な ア ッ

プデ ー トに対 応 す るた め、 コ ンテ ン ツ管 理 シ ステ ム と

連 携 して 、SMTが 活 用 され る例 が あ りま す(図 表6)。

 一 方 、 公 開 範 囲 が 限 定 され て い る社 内 資 料 な どの 文

書 の 翻 訳 につ いて は 、 そ の 翻 訳 ニ ー ズが 「早 く ・内 容

が 理 解 で きれ ば よい 」 とい うこ と、 ま た コー パ ス の 量

も少 な い とい うこ と もあ り、RBMTを 活 用 して い る ケー

スが あ ります(図 表7)。

 効 果 と して 納 期 の 短 縮 な ど作 業 の 効 率 化 が 図 れ る一

方 、活 用 す るケ ー ス に も よ りま す が 、MTの 前 後 で プ レ

エ デ ィ ッ トや ポ ス トエ デ ィ ッ トな どの 人 的 作 業 の 工 程

も必 要 とな ります。 そ の た め 、 品質 基 準 の設 定や 作 業

ガ イ ドライ ンの 策 定 な どの課 題 に つ い て も検 討 が 必 要

で す。

図表5活 用事例の紹介:特 許公報
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図表7活 用事例の紹介:社 内資料
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●JTFの 取 り組 み

 JTFと して は 、今 後 もAAMTと 協 力 して翻 訳 業 界 向 け

にセ ミナ ー を実 施 したい と考 え て い ます。

 JTF会 員 の 間 で機 械 翻 訳 へ の 興 味 を 引 き起 こ し、印

象 的 なイ ベ ン トとな った2015年 度 第3回JTF関 西 セ ミ

ナ ー 「機 械 翻 訳 と向 き合 うと きが 来 た 一MTを も っ と

身 近 に 、現 実 的 に考 え る 一」 に代 表 され る よ うに 、 数

年 前 よ りAAMTとJTF間 の 人的 交流 、セ ミナ ー の 開催 協

力 も進 ん で お り、JTFが 毎 年 開 催 して い る 「JTF翻 訳 祭 」

で は、AAMTの 企 画 に よ るセ ッシ ョン を開 催 した り、相

互 の 団 体 の 監 事 担 当者 を 選 出 した りす るな どの 人的 交

流 を含 めて 、 今 後 さ らな る連 携 を図 っ て い きた い と考

えて い ま す。

 また 、2017年 の 秋 に 名 古 屋 で の 開催 が 予 定 され て い

るMT Summitに お い て もJTFが 何 らか の形 で協 力 で き

れ ば と考 え て い ま す。

B本 語

図 表6活 用 事 例 の紹 介:マ ニ ュ アル
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● 機械 翻 訳 へ の 期 待 と課 題

 機 械 翻 訳 は 今 後 、 イ ンバ ウ ン ドだ け で は な くア ウ ト

バ ウ ン ドに お け る翻 訳 に も積 極 的 に 活 用 され る こ とが

見 込 ま れ ま す。 これ らに 対応 す るた め に は 、 コー パ ス

の な お 一層 の 蓄 積 に加 え 、MTエ ン ジ ンの チ ュー ニ ン グ

と トレー ニ ン グ技術 の進 化 、 翻 訳 精度 や 処理 速 度 の 向

上 な どの 改 善 余 地 に 期待 が 寄 せ られ て い ます 。

 翻 訳 業 界 と して は 、 多様 化 す る ク ライ ア ン トの ニー

ズ に 合 わせ て 、 人 手 翻訳 、CAT、MT、 MT十PE(機 械 翻

訳+ポ ス トエ デ ィ ッ ト)な どの 様 々な 手 法 を 柔 軟 に 活

用 して 、コス ト・ス ピー ド・発 注 の しや す さ とい っ た 、
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お客様のニーズを満たすことができるよう努力してい

く必要があります。

● 最 後 に

 今 後 、 翻 訳 ニ ー ズ が よ り拡 大 して い く 中、 翻 訳 業 界

と して 市 場 、 ク ライ ア ン トの 要 求 に 応 え られ る キ ャパ

シテ ィ を確 保 して い くた め に も 、AAMTとJTFが さ らに

連 携 して い く こ と に よ り、 企 業 ・社 会 ・経 済 の グ ロー

バ ル 化 に貢 献 で き るの で は な い か と考 え ます 。

 本 年11月29日(火)東 京 ・市 ヶ谷 の アル カデ ィ ア

市 ヶ谷 に て第26回 翻 訳 祭 が 開催 され ま す。当 日はAAMT

ご協 力 のセ ミナー も予 定 され て お ります の で 、是 非

JTFの イベ ン トに も ご参 加 い た だ けれ ば幸 い に存 じま

す。

 最 後 に 、AAMT総 会 で の講 演 に 続 き、AAMTジ ャー ナル

へ の 寄稿 の機 会 ま で い た だ きま した 関係 各位 の 皆様 方

に御 礼 申 し上 げ ま す。
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一

                翻訳品質とTAUS DQF

             西野 竜太郎

合同会社 グローバ リゼー シ ョンデザイ ン研究所/TAUS Representative

1.翻 訳 の 「品質」 とは

 翻訳業界において翻訳の 「品質」が何を指すかは、

立場によって異なる。長年の実績を持つ翻訳者であれ

ば、自分の経験を基にして良 し悪 しを判断するかもし

れない。最終読者の場合は読みやすさを重視するかも

しれない。発注 したクライアン トは、社内の品質要件

に適合 しているかどうかで判断するかもしれない。受

注 した翻訳会社であれば、誤訳や用語集違反などのエ

ラーの少なさを指標にするかもしれない し、「この料金

でこれだけできていれば質は十分」と考えるかもしれ

ない。どの立場からの評価方法も一理あるように思え

るが、これだけ異なっていると何か しら合意を形成す

るのは難 しそ うだ。

 こういった状況の中、Fieldsら 翻訳業界の関係者は

経営学者Garvinの 論を参考に して、翻訳の 「品質」

を分類 した田。これによると、翻訳の品質は以下の5

つのアプローチに分けられ る。

A. 超 越 的(transcendental): も と も と哲 学 の

  言 葉 。 良 い 文 章 に 多 く触 れ る とい っ た経 験 を

  通 して 培 わ れ た 力 で 、 品 質 の 良 し悪 しを 直 観

  的 に 判 断

B. プ ロ ダ ク トベ ー ス(product-based): 製 品

  や サ ー ビス の 品 質 は 原 材 料や 特 質 に よっ て 測

  定 が 可 能 。 計 測 可 能 な数 値 を 用 い る た め 、 製

  品 や サ ー ビス ど うしの 比 較 が で き る

C. ユ ー ザ ーべ 一 ス(user・based): 製 品 や サ ー

  ビス の 品質 は 、 ユ ー ザ ー の ニ ー ズ 、 要 望 、 好

D.

E.

み を 満 た して い る度 合 い に よ って 決 まる

生 産 ベ ー ス(production・based): あ らか じ

め 定 めた 要 件 や 仕 様 を どの程 度 満 た して い る

か で 品質 が決 ま る

価 値 ベ ー ス(value・based): 費 用 と便 益 で

品 質 を測 定 。 便 益 が 費 用 に比 べ て よ り大 き い

な ら、 製 品 や サ ー ビ ス に よ り価 値 が あ り、 品

質 も高 い

 これ らを用 い る と、異 な る立 場 を うま く分 類 で き る。

まず 、 自分 の経 験 で 判 断 をす る翻 訳 者 は 「A.超 越 的 」

の ア プ ロー チ を用 い て い る。 読 み や す さを重 視 す る最

終 読 者 は 「C.ユ ー ザ ー ベ ー ス 」、社 内 の 品質 要 件 で 判

断 した ク ライ ア ン トは 「D.生 産 ベ ー ス」 の 考 え方 に

基 い て い る。 ま た、 翻 訳 会 社 が誤 訳 な どの エ ラー の 少

な さ(数 字)で 評 価 す る場 合 は 「B.プ ロダ ク トベ ー ス」、

料 金(費 用)と の兼 ね 合 い で 品質 を判 断 す る場 合 は 「E.

価 値 ベ ー ス」 の アプ ロー チ で あ る と言 え よ う。 ちな み

にGarvinは 、これ ま で 主 張 され た 「品質 」の定 義 は 、

こ の5つ の どれ か に 入 る と述 べ て い る[zl。

2.品 質5分 類 の関係

 しか し、この5分 類はお互いの関係がか らみ合って

いて見えにくい。例えばBの プロダク トベースでは直

接対象の品質を測定 しているのに対 し、Eの 価値べ一

スでは、そ ういった測定結果を費用 という視点で相対

化 している。そこで5分 類の関係を整理 し、次の図に

まとめた。
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 図の左端に 「評価対象の翻訳成果物」がある。これ

に向かって 「超越的」アプローチか ら実線が伸びてい

る。これは言語専門家による主観的評価だ。主観的と

いっても悪い意味ではなく、長年の経験や独自の感性

に基づ く判断は重要である。そこか らさらに下の 「プ

ロダク トベース」に点線が伸びている。超越的アプロ

ーチのうち客観指標にできるような部分がプロダク ト

ベースに変換 されるという意味である。例えば翻訳者

などの言語専門家の判断を 「エラー評価」のような客

観指標に変換するケースだ。エラー評価には流暢さ、

正確 さ、スタイル違反などがあり得る。プロダク トベ

ースでは、こういった比較的客観的な指標によって翻

訳成果物を評価する。最下部に 「ユーザーベース」が

あり、ここからも左端の評価対象に実線が伸びている。

これはエン ドユーザーによる主観的評価である。主観

的と言ってもやはり悪い意味ではなく、実際のユーザ

ーがどういう印象を持ったのかという情報には価値が

ある。こちらも同様にプロダク トベースに向かって点

線があり、ユーザーべ一スのアプローチで客観指標に

できる部分が変換 される。例えばユーザ ビリティーや

リーダビリテ ィーが考えられ、こういった客観指標も

プロダク トベースによる評価だと言える。

 中央のやや右側に 「価値ベース」がある。直接的に

翻 訳成 果物 を評 価 す るの で は な く、 費 用 とい う視 点 で

評 価 を相 対 化 す る。 そ の た め 、超 越 的 、 プ ロダ ク トベ

ー ス
、ユ ー ザ ー ベ ー ス に 点 線 が 伸 び て い る。最 後 に 「生

産 ベ ー ス 」 が あ る。 生産 べ 一 ス で は 、 関係 者 間 で 合 意

した仕 様 や 要 件 を どの 程 度満 た して い るか で 品 質 を測

る。 どの 評 価 手 法 を 用 い るか 、検 収 時 の しきい 値 は ど

うす るか 、 費 用 は ど うす るの か とい っ た 点 で 合 意 した

もの が 仕様 で あ る。 この 生 産 べ 一 ス も翻 訳 成 果 物 を直

接 的 に 評価 す るわ け で は な く、 ほ か の4つ の うちで 何

を ど う組 み 込 ん で 用 い るの か 、 上位 レベ ル で 仕 様 と し

て 規 定 す る。 そ の た め 、 図 で は ほ か の4つ を点 線 で 囲

ん で い る。

 っ ま りま とめ る と、 直 接 的 に 翻 訳成 果 物 を評 価 す る

の が 「超越 的 」、 「プ ロダ ク トベ ー ス 」、 「ユ ー ザ ー べ 一

ス 」 とい う3つ で あ り、 そ の3っ を費 用 とい う視 点 か

ら相 対 化 す るの が 「価 値 ベ ー ス 」、 さ らにそ れ ら4つ

を ど う用 い る の か と い う上 位 レベ ル の ア プ ロー チ が

「生 産 ベ ー ス 」 だ と言 え る。

3.翻 訳 ビジネスでは何を用いるべきか

 Garvinは 論 文[2】で 、5つ の ア プ ロー チ は 状 況 に応 じ

て使 い 分 け るべ きだ と して い る。 製 造 業 の 場 合 、 市 場
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調査段階でユーザーべ一ス、それをプロダク トベース

の特性に変換 し、そこから仕様を作って、製造段階で

生産ベースを使 うという例を挙げている。例えばアイ

スクリームであれば、まず市場調査でどのようなアイ

スクリームが好まれるのかを調べ、仮に乳脂肪が多い

ものが好まれるとした ら、それを乳脂肪分何パーセン

トというような特性に変換 し、そこから仕様を作って

アイスクリームを製造するとい う流れである。

 これは翻訳業界でも応用できるだろう。例えば、ま

ず翻訳者のような言語専門家が普段主観的に判断 して

いる部分、つまり超越的な部分を分析 し、プロダク ト

ベースに変換する。典型的にはエラー分類だろう。こ

ういったエラー分類は一から作るのではなく、後述の

DQFの ような業界のものも利用できるはずだ。次に、

どの方法を用いて翻訳成果物を評価するのかといった

点について関係者間で合意 し、仕様を作る。最終的に

はこの仕様を満た しているかどうかで品質を評価する

とい う流れとなる。

 翻訳ビジネスでは、仕様を満たすかどうかの 「生産

ベース」を用いるべきだと私は考える。 これは翻訳業

界では複数の独立 した事業者(フ リーランス翻訳者、

翻訳会社、クライアント)が かかわることが多いから

である。 ビジネスではどうしても経済的な利害関係が

発生する。例えばクライアン ト社内で検収を担当する

言語専門家による評価は尊重すべきだが、判断が毎回

揺らいで場当たり的に修正を求められると、翻訳会社

は困るだろ う。また、厳 しいスケジュールで納品を求

められたのに、後になって 「訳が読みにくい」などと

低評価を下されたら、翻訳者としては辛いはずだ。ど

の評価手法を用いるかなど、あらかじめ評価の枠組み

自体をまず上位 レベルで合意す る必要がある。実際、

ASTM F2575やMQMな ど海外のいくつかの品質基

準では生産ベースの考え方が採用されている。 もちろ

んビジネス以外の場面では、生産ベースの仕様 を作成

することなく、例えば超越的アプローチで評価 しても

問題ないだろ う。独立した事業者 どうしのビジネスだ

からこそ、仕様 として合意する必要がある。

4.プ ロダ ク トベ ー ス のエ ラー評価

 これ まで 述 べ て きた よ うに 、分 類 の1つ に 「プ ロ ダ

ク トベ ー ス 」 が あ り、 そ の 中 心 的 な 手 法 に 「エ ラー 評

価 」が あ る。従 来 か ら翻 訳 業 界 で 用 い られ て きて お り、

品 質評 価 の 方 法 と して は 主 流 で あ る と言 え よ う。 一般

的 に は 、 訳 文 中 に含 まれ るエ ラー をカ テ ゴ リー別 に 重

み 付 け しな が らカ ウン トし、 合 計 点数 が あ る値 を超 え

る と不 合格 にす る方 法 が採 られ て い る。 カ テ ゴ リー に

は 、流暢 さ 、正 確 さ、ス タイ ル 違 反 な どが あ る。ま た 、

エ ラー が深 刻 な場 合 は10点 、 重度 な場 合 は5点 、軽

度 の場 合 は1点 な ど と重 み 付 けす る。 従 来 か ら用 い ら

れ て き た方 法 と して は 、 ロー カ リゼー シ ョン業 界 に お

け るLISA QAモ デ ル や 自 動 車 業 界 に お け るSAE

J2450が あ る。

 しか し近 年 、 新 しいエ ラー 評 価 の方 法 が 提 唱 され て

い る。TAusに よ る 「DQF」(2012年)、 Euが 資 金

拠 出 したQTLaunchPadな どに よ る 「MQM」(2014

年)で あ る。 次 の セ ク シ ョン で は こ の うちDQFに つ

い て詳 しく説 明 す る。

5.TAUS DQFと は

 DQFと はDynamic Quality Frameworkの こ とで 、

エ ラー 評 価 な どの 品 質 評 価 手 法 に加 え 、 ツー ル も含 め

た 大 き な枠 組 み で あ る。 コ ンテ ン ツの 種 類 に応 じて 評

価 方 法 を変 え るの で 「Dynamic」 と呼 ばれ る。 例 え ば

マ ー ケテ ィ ン グ資 料 と特 許 文書 で は評 価 方 法 が 違 っ て

い て 当然 で あ るが 、 従 来 の 手 法 で は コ ンテ ン ツの 種 類

が 何 で あ っ て も 同 じ 基 準 を 用 い る 傾 向 が あ り 、

done・size-fits・all」とい った 批 判 【3】もあ っ た。 DQFは

そ うい った 批 判 に応 え よ う と して い る ので あ る。

 DQFの 評 価 手 順 と して は 、まず 「コン テ ン ツ ・プ ロ

フ ァイ リン グ」 を ウ ェブ 上 の ツー ル(※ 注1)で 実 施

す る。 この 結 果 、 コ ンテ ン ツ の種 類 に合 った 評 価 手 法

が い くつ か 推 奨 され る。 例 え ば 「ユ ー ザ ー ・イ ン ター
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フ ェイ ス ・テ キ ス ト」 の場 合 、ユ ー ザ ビ リテ ィー 評 価

や エ ラー 評 価 な どが推 奨 され る。 つ ま りDQFの エ ラ

ー 評 価 は
、推 奨 され る 方 法 の うち の1つ な の で あ る。

そ の後 、推 奨 の 方 法 で 品質 評 価 を 実施 す る とい う流れ

に な る。

6.DQFの エ ラー 分類

 前述のように、推奨された場合にエラー評価を実施

するが、DQFは 独自のエラー評価手法(分 類と重み付

け)を 提示 している(※ 注2)。 その うちエラーの分類

はレベルが2つ に分かれている。時間があれば詳細 レ

ベルで評価 し、簡略的に実施 したければ上位 レベルだ

け用いればよい。以下では上位 レベルの項 目のみを紹

介する。

1

2

3

4

5

6

7

8

正 確 さ(Accuracy)

流 暢 さ(Fluency)

用 語(Terminology)

ス タ イ ル(Style)

デ ザ イ ン(Design)

ロ ケ ー ル 慣 習(Locale convention)※ 注3

事 実 不 一 致(Verity)※ 注4

そ の 他

 ちな み にDQFの エ ラ ー 分類 は 、2015年 に 「MQM」

と統 合 され て い る。上記 の 分 類 は 統合 後 の もの で あ る。

統 合 の 結 果 、 今 後 よ り広 く国 際 的 に 利 用 され る こ とが

期 待 され てい る。

7.ま と め

 翻 訳 の 「品 質 」 が何 を指 す か は使 う人 に よ って 異 な

るが 、Garvinの 方 法 で5つ に 分類 で き る。 超 越 的 、

プ ロ ダ ク トベ ー ス 、ユ ー ザ ーベ ー ス 、価 値 ベ ー ス 、生

産 ベ ー ス で あ る。 そ の うち 、独 立 した事 業 者 が 複 数 関

わ る翻 訳 ビジ ネ ス で は 「生産 ベ ー ス」 を用 い るべ き だ

と考える。生産ベースでは、どの評価手法を使 うかな

ど、上位 レベルで関係者が合意 して 「仕様」とする。

その仕様を満たす度合いで品質を測ることになる。そ

ういった仕様に組み込まれ、直接的に翻訳成果物を評

価するのがプロダク トベースのアプローチで、中心的

な方法にはエラー評価がある。そのエラー評価の新 し

い方法 としてTAUSのDQFが 提唱されている。 DQF

とMQMの エ ラー分類項目は2015年 に統合され、今

後広 く使われる可能性があると考えられる。

注1:URLは

https:〃evaluate.taus.net/evaluate/content・profilingl

profile your-content (20161719現 在)

注2:URLは

https:〃evaluate.taus.net/evaluate/taus-dqf-docume

ntation#dqfmqm・errortypes (2016/7/9現 在)

注3:住 所 や 日付 な ど が 翻 訳 対 象 地 域 の 慣 習 に 従 っ て

い る か ど うか 、 と い う分 類

注4:訳 文 が 事 実 に 合 致 し て い る か ど うか 、 と い う分

類 。 例 え ば 、 あ る 自動 車 の モ デ ル に 特 定 の 機 能 が な い

の に 、 訳 文 に 「あ る 」 と 書 か れ て い る 場 合
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み ん な の 自動 翻 訳@TexTraの ご紹 介

       内山 将夫

情報通信研究機構 先進的翻訳技術研究室

1.み ん なの 自動翻 訳@TexTraの 特徴 2.特 許請求項 に特化 したエ ンジンの特徴

 「みんなの自動翻訳@TexTra」1は 、国立研究開発

法人情報通信研究機構(NICT)が 開発 した 自動翻訳

サイ トです2。NICTの 自動翻訳エンジンは、特許 ・論

文 ・マニュアルなどの長文翻訳を得意 とし、特許庁3や

国立研究開発法人科学技術振興機構4と の研究の連携

も行っています。現在、 日本語 ・英語 ・中国語 ・韓国

語の4言 語に対応 し、今後も対応言語を拡張させる予

定です。特許 ・論文 ・マニュアルなどのほか、汎用的

な翻訳にも対応できる自動翻訳エンジンも搭載 してい

ます。

 みんなの自動翻訳@TexTraで は、対訳や用語をユー

ザーが追加す ることにより、自分好みの自動翻訳エン

ジンが作成できます。また、追加 されたデータは自動

翻訳技術の向上に活かされます。みんなの自動翻訳@

TexTraは 、自動翻訳をみんなで育てるサイ トです。

麟 塁
1https:〃mt・auto-minhon・mlt .ucri.jgn・x.jp/
2「特 許 や マ ニ ュ アル な どの長 文 を正 確 に 翻訳 す るた め

の新 技 術(語 順 変 換 と訳 語 選 択 の独 立 実行 に よる 統 計

翻 訳 技 術)の 研 究 」 に基 づ く 自動 翻 訳 エ ン ジ ン を 活用

して い ます 。 この 自動 翻 訳 エ ン ジ ン は 、機 械 翻訳 シ ス

テ ム の実 用 化 の た め の研 究 開発 に貢 献 した こ とが認 め

られ 、2014年 第9回 ア ジ ア太 平 洋機 械 翻 訳 協 会

(AAMT)長 尾 賞 を受 賞 しま した。

3NICTと 特 許 庁 の 特許 文 献 の機 械 翻 訳 に 関 す る 協 力

の継 続 につ い て(2016年4月1日)

4科 学技 術 文 献 デ ー タベ ー ス の 作成 に 「高 精度 自動 翻 訳

シ ステ ム」 を導 入(2015年3月30日)

 特許 請 求 項 は特 許 で 一 番 重 要 で す が 、 特 許 請求 項 は

特 別 なパ ター ン を持 つ超 長 文 です 。 そ の た め 、従 来 の

SMTで は特 許 請 求 項 の 精度 良 い 翻訳 は 不 可能 で した 。

 NICTは パ ター ン翻 訳 をSMTに 導入 しま した 。

まず 、パ ター ン解 析 を して 、 請 求項 の各 部 品 を並 び 替

え ます 。 そ して 、各 部 品 は特 許翻 訳 エ ン ジ ンで 翻 訳 し

ます 。 この 翻 訳 には 、特 許 庁 との 協力 に よ り作 成 され

たMTエ ン ジ ン を活 用 します 。

 次 に翻 訳 例 を示 します 。

原 文:Arotary cutter comprising:ahandle;

an arm extending from an end of the handle;a

circular blade coupled to the arm;and a crust cutter

member extending from the end of the handle,

wherein an edge of the crust cutter member is

sharpened and the crust cutter member extends in

aplane that is substantially parallel to a centerline

of the handle.

MCT翻 訳:ハ ン ドル と;前 記 ハ ン ドル の 前 記 端 部 か

ら延 び るア ー ム と;前 記 アー ム に連 結 され た 円形 の ブ

レー ドと;前 記 ハ ン ドル の 前 記 端 部 か ら延 在す る外 皮

切 断 部材 と;を 備 え 、 外 殻 部 材 の 縁 部 は鋭 利 で あ り、

皮 の 切 断 部材 が 、 ハ ン ドル の 中心 線 に 実 質 的 に 平行 な

平 面 に 延在 して い る、 ロー タ リカ ッタ。

 上 記 翻訳 例 か らわ か る よ うに、NICT翻 訳 は 次 の

2点 の 特徴 を持 ち ま す。

(1) 特 許 文 特 有 の 用 語 と表 現 に 対応

(2) 請 求項 文 の ス タイ ル に則 った 明確 な 記載
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3.ビ ジネスのスピー ドを加速 させ、コス トの

  削減 も可能に!

大規模特許対訳文(日 英2億 文、 日中1億 文)を

利用 した高精度な特許自動翻訳の活用で、海外の技術

調査や情報収集が簡単にな ります。また、外国出願時

に必要な特許明細書の下訳作成にも役立ちます。 さら

に、海外での事業展開に必要 となる製品マニュアルや

リーフレット作成 もスムーズにこなせます。また、幅

広い分野で活用可能な自動翻訳エンジンで、インバウ

ンド需要にも対応可能です。

Step 3. 「JPO+MCT請 求 項 」 に チ ェ ック

 亀ロ卿飼肺■亀◎騰 ρ。6◎ 亀■9■駅 聯 顧鳳_ぜ
》4崩 噛職司 剛 顧臨訊願A, 響一卵〕 ～輌
脚

糧 」・んノこの画勅鹸訳研r・xl臓⑪

禽wr亨 。0.鶴 鯛

館勘翻訳

齪        入力フォーム

顯

夢■■日絹7

・一 贈・緬 ■ ■ ■■■閲■■■■■■
篇角騨 開 3准暉
.圃軒 員● 日塞■

a 霞)州耶 嘱 欄腸 臼

'ON/Q即

累_。

讐

謬淵

自蝋 回   ●～レフ   闘

 夏脚● 讐瑠, 、げ

  ●'藺げ

a窟●紅匿唱● 醜窪甲

リC^1ト
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機械翻訳技術 を応用 した読解支援情報付 きニュース

   田中英輝

NHK放 送技術研究所

1.は じ め に

 日本 に 在 住 す る外 国 人 の 数 は 年 々 増 え、2015年12

月 に は223万 人 、日本 の 総 人 口の1.8%に 達 しま した 。

この 比 率 は 欧 米 諸 国 に 比 べ て 高 い とは 言 えま せ ん が 、

東 京都 新 宿 区 で は10%を 超 え る な ど、地 域 に よ って は

欧 米 並 み の外 国 人 の集 中 が 見 られ ま す。

 外 国 人 の 中 に は ニ ュ ー ス が難 しくて よ くわ か らな い

とい う方 が 大 勢 い ます 。NHKで は この よ うな 外 国 人

の た め に 、外 国語 に加 え て ニ ュ ー ス を 「や さ しい 日本

語 」 に 書 き換 え て 提 供 す る イ ン タ ー ネ ッ トサ イ ト、

NEWSWEB EASYを2012年4月 に始 め ま した1。

2.NEWSWEB EASY

 NEWSWEB EASYの ニュースは、ネッ トに公開さ

れたニュースをや さしい日本語に書き換えて作ります。

この作業は日本語教師 と記者が協力 して行い、日本語

学習の初級 レベルの単語 と文法をできるだけ使 うよう

にします。また長いニュースは半分以下に要約 します。

 さらにWebの 画面には漢字へのふりがな、難しい単

語への小学生用辞書の説明の付与、音声合成によるテ

キス トの読み上げ、固有名詞のカラーハイライ トなど

の読解を助ける機能があります。

 開始以来、NEWSWEB EASYは 国内外の多くの方

に閲覧されてきました。この中にはニュースを知るた

めだけでなく、日本語の勉強の教材 として見ている方

が大勢いることがわかってきました。

3.読 解 支 援情 報付 きニ ュー ス

 NEWSWEB EASYで はやさしく書き換えたニュー

スを提供 していますが、新たに、元のニュースを提供

するための研究を始めました。NEWSWEB EASYに

は実現できていない機能がいくつかあります。まず元

ニュースを要約 して作るため、内容全部を知ることは

できません。またニュースには慣用的な表現がたくさ

ん現れますが、ほぼやさしい日本語に書き換えられて

いるため勉強できません。 さらに提供 している辞書に

冊子辞書の電子版をそのまま使っているため正 しい説

明を見つけにくい問題があります。

 これらを解決するには元ニュースに機械翻訳技術を

使って作成 したやさしい 日本語 と外国語の訳をふ りが

なのように重ねて提供する 「読解支援情報付きニュー

ス」が有効だと考えています。この方式では元ニュー

スそのもの提供でき、それぞれの表現に適切な訳語を

付けることができます。 もちろん誤った翻訳の修正は

必要です。

 今回はニュースにやさしい 日本語と韓国語の読解支

援情報を自動的に重ねて表示するシステムと読解支援

情報の付いたニュースのイメージを展示 しました。図

に示したイメージの右上のスライダーを使 うと読解支

援情報の量を調節できます。今後は 日本語学習者や 日

本語教師のみなさんのご意見を聞きながら研究開発を

進めていきます。一
      臼本 人の観光 客 動 けない

パキスタンで大爾  e*人 観光審 が 趾 め

       土砂崩れで  運   壊れ
パキスタンでは火雨による土砂崩れの影 z遵 路 が寸pan、 日本人観光客40人

綴上  山の中  動けなくなっています、  今
余りが山岳地帯で 足止めされており、  これまでのとこる

奨禽が悪くなった  いませんが  ここ     ある場NFで 強い
 体■奄嵐しa  人はいないものの、 現地 では5日も 所によ,て 激しい爾が

鋒りそうなので 元に戻す工事 難しくなりそうです
■る見込みで 、  復旧停桑  は 難航も予組され塞す .

    濃近      雨で  家 倒れたり、壊れたりして
パキスタンではここ敷日降り続いた爾の影響で住宅が  側陵する融どして  、

今       亡くなって  北の方 北酉の方 山の中
これまでに60人 が  亮亡し  、  北部 や 北西部 の山岳地帯では土砂崩れ

1http:〃www3 .nhk.or.jp/news/easy
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サーバ型翻訳製品 「ODMA自 動翻訳」 と応用アプ リのご紹介

  片江伸之

(株)富 士通研究所

 2016年6月17日 に 、ホ テル ア ジ ュー ル竹 芝 に て 開

催 され た 「AAMT機 械 翻 訳 フ ェ ア(MTフ ェ ア)2016」

にて 、富 士 通 株 式 会 社 か ら発 売 して い るサ ー バ 型 翻 訳

製 品 「ODMA自 動 翻 訳 」1の ご紹 介 と、 そ れ を用 いた

応 用 ア プ リの 展 示 を行 い ま した 。

1.サ ーバ型翻訳製 品 「ODMA自 動翻訳」

 「ODMA自 動 翻 訳 」は 、ネ ッ トワー ク を介 して使 用

す る 日本 語/英 語 の 自動 翻 訳 ソフ トです 。 社 内 に 自動

翻 訳 サ ー バ を 設 置 し、Webブ ラ ウザ で ア ク セ ス して翻

訳機 能 を利 用 しま す。 サー バ に収 録 され た 共 通 の 辞 書

を 用 い た 翻 訳 を全 社 で利 用 で き る た め 、社 内 文 書 を 共

通 の 訳 語 ル ー ル 、 表 記ル ール に 基 づ い て 翻 訳 す る こ と

が 可 能 に な り、 会 社 全 体 で 翻訳 品質 を 統 一 で きま す。

 本 製 品 の 詳 細 に つ き ま して は 本 ジ ャ ー ナ ル の 記 事

「FUJITSU Business ApPlication Operational Data

Management&Analytics自 動 翻 訳 」 に掲 載 され て お り

ます ので 、そ ち らを ご参 照 くだ さい 。

羅難 叢 韓 毒 ・、  纐

、懸1謹 譲 、
叢、  難 肖欝難 ・

糊疇麟 懸,鱒 鐵 難
 ・  遍蒜.舳      疑

艶       , 繋 鵬 躍藷.郵…

     挿     一げ熱濠 厚

畿 籔 一
       ①翻訳対象を撮影

難
難

 鶯

螺
雛難1

灘

塾 'ド萎

②文字をなぞると即座に翻訳 して読み上げ

2.応 用 アプ リ

●なぞって翻訳

 日本語で書かれた案内表示や書類などにスマホやタ

ブレットをかざし、画面上の文字を指でなぞるだけで、

なぞった文字を英語などの外国語に翻訳 し読み上げて

くれるアプリです。訪 日外国人の方が、怪我や病気で

日本の病院を受診 されることを想定 し、病院内の案内

板や診療明細書を翻訳するデモをご覧いただきました。

Ihttp:〃www .fujitsu.com/jp/solutions/business・technology/i

melligent-data-services/ba/product/operational-data-mana

gement-and-analytics/auto・taranslation/

● イ ン ス タ ン トメ ッセ ー ジ翻 訳

 海 外 拠 点 との コ ミュ ニ ケー シ ョン 円 滑化 の た め に 、

日本 語 メ ッセー ジ を相 手 の言 語 に リアル タ イ ム に翻 訳

す る機 能 を提 供 しま す。

 Lync/Skype for Businessイ ン ス タ ン トメ ッセ ー ジ

の 画 面 にお い て 、母 語 で テ キ ス トを入 力 し、翻 訳 ボ タ

ン を押 下す る だ け で 翻 訳 され た結 果 が相 手 に 送 信 され

ま す。 相 手 か らの メ ッセ ー ジ は 自動 的 に母 語 に 翻 訳 さ

れ て 表 示 され ま す。 ま た 、相 手 の 言語 と 自身 の 言 語 で

の 会話 の ログ が 並行 して 表 示 され ま す の で 、 両 言 語 で
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会話の流れを確認することができます。繁雑な操作を

することなく多言語コミュニケーションを実現するこ

とが可能にな ります。

最後に

 当日はたくさんの方々にお越 しいただき、意見交換

をさせていただくことができま した。誠にあ りがとう

ございま した。

お 問 い 合 わ せ 先:

・お 問 い 合 わ せ フ ォ ー ム

 https:〃jp.fujitsu.com/cgi・bin/fjid/formoutput_cs.c

 即?FMT=1contact/csform/csque 11701!fbrmOO 1011

・富 士 通 コ ン タ ク トラ イ ン(総 合 窓 口)

 TEL・0120-933-200

注)Lync,Skype for Businessは 、米 国Microsoft Corporation

の 米 国 お よ びそ の 他 の 国 にお け る 登録 商標 また は 商 標 で す 。
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       伽協多, 嫡戯殉障紺郎『ぢP囁唯,
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産業応用に資する機械翻訳の現状 と将来

   栄藤 稔

株式会社 みらい翻訳

1.み ら い翻 訳 の 翻 訳 エ ン ジ ン

 機 械 翻 訳 の 基 本 技術 とな っ て い るル ー ル ベ ー ス機 械

翻 訳(Rule-Based MT;RBMT)と 統 計 的機 械 翻 訳

(StatisticalMT;SMT)の 技 術 を用 い た複 数 の エ ン ジ ン

を組 み合 わせ て機 械 翻 訳 を行 っ て い る(図1).RBMT

は 文 法 規 則や 辞 書 か ら人手 に よ り翻 訳 ル ール を 登録 し,

ル ー ル に 基 づ き翻 訳 文 を作 成 す る.教 科 書 的 な 文 法ル

ー ル
,構 文 が 明確 な 文 章 で あれ ば,翻 訳 しや す い.文

法 が 似 て い る ヨー ロ ッパ語 族 間 の 文 書 間 で あ れ ば,辞

書 登 録 に よ り実 用 的 な 翻訳 が 可 能 で あ る.語 族 が 異 な

る語 順 が 違 う言語 間 で も,分 野 を 問 わ ず 長 文 を大 崩れ

せ ず 翻 訳 で き るが,一 定 レベ ル 以 上 の 精 度 向 上 は 人 手

に よ るチ ュー ニ ン グで は 困 難 な 為,訳 質 に 不 自然 さは

残 る.そ もそ も,想 定 外 の 原 文 を翻 訳 で 補 うの が 難 し

く,直 訳 で流 暢 で は な い とい う弱 点 を持 って い る.コ

ス ト構 造 は 「人 手 と辞 書 整備 」 とな る.

  一 方 で SMTで は,大 量 の 対 訳 文(コ ー パ ス)学 習

に よ り,確 率 的 な組 み 合 わ せ 計 算 に よ り翻 訳 文 を作 成

す る.口 語 等 文法 ル ー ル,構 文 が くず れ た 文章 で も翻

訳 しや す い とい う特 徴 が あ る.ま た 特 定 分 野 の コー パ

ス を 準備 す る こ とで,使 用 用 途 や カテ ゴ リー に沿 った

訳 出 が 可能 とい う特 徴 も あ る.コ ー パ ス さ え用 意 で き

れ ば,訳 質 の 向 上 が 望 め る.短 所 はそ の裏 返 しで あ り,

RBMTが 必 要 と しな い コー パ ス が必 要 とな る.翻 訳 した

い 文 書 の 分野 と,学 習 して い る コー パ ス の分 野 が 異 な

る と,翻 訳精 度 は低 くな る.翻 訳 精 度 の 向上 に は,コ

ー パ ス の 量 と質 が 要求 され る ,「 コー パ ス 整備 」がSMT

 コス ト構 造 とな っ て い る.

 近 年 の ビ ッ グデ ー タの ブー ム に よ り,SMTがRBMTを

翻 訳 精 度 で 上 回 る 例 が 多 くな っ た.一 方 で,コ ー パ ス

整備 が で き ず,RBMTが 活 躍 して い る 事 例 も多 い.図1

に 示 す,当 社 の 協 業 先 で あ る シス トラ ン社 翻 訳 サー バ

ー で は ,RBMT, SMT(い ず れ も複 数)の 組 み 合 わせ に

よ るハ イ ブ リ ッ ド構 成 を採 用 して い る.エ ン ジ ン周 辺

は,さ らに 辞 書,前 処 理,後 処 理,翻 訳 メ モ リ(過 去

の 翻 訳 事 例 デ ー タベ ー ス),コ ー パ ス,翻 訳 対象 の 言 語

モ デ ル デ ー タベ ー ス を柔 軟 に組 み 合 わせ て翻 訳 を 行 う

構 成 と な っ て い る.

      褐 囲詔 騰

鍵關翻 艶
團菌 濃騨壁

図1.SYSTRAN Enterprise Server.

翻訳 言語

 貌。†N9

翻訳工ンジン

(Target)

図2.ハ イ ブ リ ッ ド構 成 に よる 流暢 さの 改 善.

図1中Statistica1 Post-Edition(SPE)と あ る の は,
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実 質SMTで あ る. RBMT+SPEの 動 作 例 を 図2に 示 す.こ

の 例 で は,韓 国 語 の 文 章 をル ー ル ベ ー ス に よ り 日本 語

に変 換 す る,そ の 上 で 日本 語 か ら 日本 語 へ のSMTを 行

う.同 一 言 語 間 の 機械 翻 訳 とは 奇 妙 な感 じが す るが,

これ に よ り流 暢 さが 増 す.RBMTの 性 能 が 良 い 局 面 で コ

ー パ ス が数 十 万 あ れ ば 良 好 な 結 果 が 得 られ る.RBMTと

SMTの 折 衷 案 と して 高性 能 が期 待 出 来 る事 例 で あ る.

2.事 前 な らび 替 え技 術 に つ い て

 SMTは 話 し言葉 とい う短 文 で は,少 々 不規 則 さが あ っ

 て も 自然 な文 章 と して 翻訳 で き る一方 で,マ ニ ュ アル

や 特 許,さ らに は契 約 書 とい う長 文 の産 業 文 書 の機 械

翻 訳 に は不 向 き とい う常識 が これ ま で あ っ た.こ の 常

識 を打 ち破 っ たの が,「事 前 並 び 替 え」とい う新 技術!で

 あ る.こ れ に よ り,長 文 翻 訳 でSMTがRBMTを 上 回 る 目

 処 が 立 っ た.図3上 段 にそ の例 を示 す.こ の 例 で は,

英 語 を 日本 語 に機 械 翻 訳 す る際,英 語 の 主 語(S),述 語

 (V),目 的語(0)の 語 順 を 日本 語 の語 順SOVに 変 換 した

後,SMTを 行 う.原 文 を対 象 言 語 の 語 順 に事 前 に並 び

替 え る.こ の 「前 処 理+SMT」 は 前 述 の 「RBMT+SPE」 に

似 て い るが,長 い 文 章 翻 訳 に適 して い る.前 処 理 には

様 々な 方 法 が あ り,事 前 並 び 替 え 自身,機 械 学 習 で コ

 ン ピ ュー タが 習得 可 能 で あ る2.こ の 並 び 替 え の 難 しさ

は幾 っ か の 文 献3,4で 定 量 的 に 計 測 され て お り,そ れ を

図3下 段 に示 す.文 法 構 造 の 違 い と文 脈 依 存 性 か ら 日

本 語 か ら英 語 へ の 変 換 が 最 も難 しい こ とが わ か る.

 申盆漁this is Neikn Tanaka.                this vaO Keiko Tanaka iz

           田中 恵 「:と 申し ます

iusedtojogeverymorning. ■ レ 脇 瓢 膿 ・讐8翫

hewaswearingasweater and high heals.      she raOsweater and high heals _vat wearing

           セーg一 を着 て 、ハイヒール を はい て い ました 。

事 前並 び替え の困難 さ

3.TOEIGに み る 性 能

 機 械 翻 訳 の 性 能 を評 価 す る 方 法 は 主 観 評 価 に よ る5

段 階評 価,BLEU値5な どが あ るが,生 活 実 感 に 基 づ い

た評 価 が欲 しい.そ こ で,TOEIC試 験 に よ る評 価 を行

 っ た.コ ン ピュー タがTOEIC試 験 を受 け て 文章 要 約 な

 ど高 度 な読 解 力 を持 つ わ け で は な いの で,TOEIC受 験

者 の 英 作 文 能 力 と の 比 較 に よ り,そ の 英 作 文 能 力 が

TOEIC何 点 相 当 か を試 す6・7.評 価 手 順 を以 下 に 示 す.

0

OO

0

④

OO

⑥

過去半年にTOEICを 受験した被験者を,100点 台

刻みで5人 ずつ召集する.

②の被験者に,辞 書,翻 訳ツール等の使用なしで,

300問 の 日本語原文を自力で英訳してもらう.

評価対象エンジン(機械翻訳)で,② と同じ日本語

原文を英訳する.

日英バイリンガルの評価者に,② と③の翻訳精度を

4段 階でランク付けしてもらい,被 験者VS.機 械翻

訳の優劣を決定する.

④の優劣の結果から被験者ごとに機械翻訳の勝率

を計算し,回帰分析により近似直線を得る.

⑤の近似直線と勝率0.5(=機 械翻訳と人手翻訳が

互角)の交点が,TOEICス コア換算値となる.

ノ〔 (YYe

丘八)crn>

乙♪1}(デ}・、

4雪1α ♪ワ

30(P6
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1U.(Pn

O.O"h

'図)16年

'国D15年

み ら い 翻 訳 黒 ン ジ ン ーTOEIC評 価 文

       1T+EICN題C 34300文 抽出

   ■      ●

°● ●'●
s● ● ●

 ⇔      9) ら            o

   ●                      ●                 r
             ●        o
               ・   ●

+255

 ∴

.・icrsン ジン(べ 一スモデル使00

独 自前E理+・ICTSン ジン(ユ ーパ ス150万234学 習0

    図4 TOEIC試 験結果

簡易

仏英 英仏

日韓 斡日

中英 英中

独英 英独
医全歯

図3 事前並び替え

 み らい翻 訳 は国 立 研 究 開発 法 人,情 報 通 信 研 究機 構

(NICT)よ りSMTの エ ン ジ ン供 与 を受 け て い る.こ のSMT

エ ン ジ ン を図1の サ ー バ ー に組 み 込 み 性 能 評価 を行 っ

た.SMTの 性 能 は エ ンジ ン単 体 で は 決 ま らず,前 処 理,

使 用 コー パ ス に よ って 異 な る こ とに留 意 して欲 しい.
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こ こで はTOEIC問 題 集 か ら集 め た ビ ジネ ス 会 話 を試 験

対 象 とす る,旅 行 会 話 に 比 べ て 幅 広 い コー パ スが 必 要

とな る.2014年,み らい翻 訳成 立 時 のNICTエ ン ジ

ン は事 前 並 び 替 え な しの 方 式 で あ っ た.ビ ジ ネ ス会 話

へ の チ ュー ニ ン グ も不 十 分 で,TOEIC400点 台 前 半

の受 験 者 相 当の 英 作 文 能 力 であった.2015年 末,み ら

い翻 訳 独 自の 事前 並び 替 え技 術 をNICTエ ンジンに組 み

込 み,150万 コー パ スの 学 習 をさせ たところ,655点 の受

験 者 と同 等 の英 作 文能 力 を達 成 で きた.事 前 並 び 替 えが

ビジ ネス会 話 とい う実 際の 応 用 に有 効 であることを実 証 し

た.こ のスコアは英 検2級 相 当の 実 力 であり,多 くの企 業 で

「通 訳 をつ け ず 一 人 で海 外 に行 き,最 低 限 の 打 ち 合 わ

せ が 出 来 る レベ ル 」 と認 識 され て い る.

原 文:The electric motor 24 is attached and suDPorted to the second housing 12by

amounting bolt 28, and is driven by a controller(not shown)in correspondence to

the detected torque of the torque sensor 23.

勘 塑訟 霧説2鵬 蕩 董鵬 齢見契㌶哲 鯉 製菌
      せ ず)に よって 駆動 される。

、二疑訟 鷺 案講 鯉零鵬ll読オ類鍔齢 鮎諺 醗 養
      される。

原文:根 据本嵐明的聚合勃共混物的 与屯性能鰺 近一歩,例 如,用 商此声品抗静

亀化合物,軟 化剤或其官小分子吸湿性化合物来改 漣。

      :発 明 の ポリマー ブレンドの 導x性 する ことが できる 、例えば 、

鞭 ・{姦 訳 諏 の防止 化S941.11C1ヒ琳 たは他の低分子囎 性 化舗
      ∋用い て 改善 する 。

 慣 仏37弔 .発明のポリマーブレンドの導電性は、例えば、市販の帯電防止化含物、
 '翫 り「ハ  :化剤、または他の小さい分子の畷湿性化合物と共にさらに改良できる。

図5.NICT長 文 翻 訳 エ ン ジ ンの 翻 訳 結 果.

習艀耀
デ

、轍鷺麟.欝驚 譲
4.機 械 翻 訳 プ ラットフォーム と産 業 応 用

SMTは 事 前 並 び替 え等 の新 技 術 の導 入 に よ り,コ ー パ

 ス さ え揃 えば これ まで 達 成 不 可 能 と思 わ れ て きた 機 械

翻 訳 の性 能 を実 現 して きた.図5にNICTの 事 前 並 び

付 きSMT(長 文翻 訳エ ン ジ ン)の 特 許 翻 訳 例 を示 す.特

許 は 直訳 の綺 麗 な コー パ ス が集 ま る た め,SMTの 効 果

 が得 られ や す い.こ の 例 で は,1000万 コー パ ス の

 学 習 を行 っ て い る.も はや,人 手 の翻 訳 と遜 色 な い レ

 ベル に 達成 して い る こ とが分 か る.

  SMTの 実 用化 は い か に 良質 の コー パ ス を得 る か に

 か か っ て い る.産 業応 用 で は,お 客 様 各 社 の持 っ コー

 パ ス を 学 習 に 用 い た 個 別 チ ュ ー ニ ン グ が 重 要 と な る

 (図6).み らい 翻 訳 の 強 み は,自 社 の持 っ 基本 デ ー タ

 ベ ー ス に 加 え て個 社デ ー タを加 え た チ ュ ー ニ ン グ シ ス

 テ ム を 保 有 して い る こ とで あ る.図6の サ イ クル を 回

 す こ とに よ り,日 本 にお い て成 功 例 を作 っ てい きた い.

 電 子 メー ル,特 許,マ ニ ュア ル,契 約 文 書 の 翻 訳 か ら,

 機 械 翻 訳 に よる 世 界 的 規模 の デ ー タマ イ ニ ン グ に よ る

 マ ー ケ テ ィ ン グな ど新 た な イ ノベ ー シ ョン が 期待 で き

 る.こ の10年 間,機 械 翻 訳 は 日進 月 歩 の成 長 を 遂 げ

 た.今 後 は ニ ュー ラル ネ ッ トワー クに よる 時 系 列 デ ー

 タの 深 層 学 習 モ デ ル の 応 用 も進 む こ とが 期 待 で き る.

 今 後 お き る ブ レー クス ル ー に 期 待 した い.

騨
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図6.個 別 チ ュ ー ニ ン グ.
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中間言語モデルを用いた多言語機械翻訳の精度向上

    三浦 明波

奈良先端科学技術大学院大学

1.は じめ に

 統計的機械翻訳(Statistical Machine Translation:

SMT【1Dで は,学習に用いる対訳コーパスが大規模に

なるほど,高 精度な訳出結果を得 られることが知 られ

ている 【2】.一方,英 語を含まない言語対などを考慮す

れば,多 くの言語対において,大 規模な対訳コーパス

を取得することは困難 と言える.特 定の言語対で十分

な文量の対訳 コーパスが得 られない場合,中 間言語を

介 したピボット翻訳が有効な手法の一つである[3].

 中間言語を用いる手法には様々なものが考案されて

いる 【4,5,6】が,特 に原言語 ・中間言語,中 間言語 ・

目的言語の2つ の翻訳モデルを合成 し,新 しく得 られ

た原言語 ・目的言語の翻訳モデルによって翻訳を行 う

テーブル合成手法で,高 い翻訳精度を得 られることが

知 られている.と ころが,語 義曖昧性や言語間の用語

法の差異により,原 言語 ・目的言語間のフレーズ対応

を正確に推定することは困難である.

 図1(a)は テーブル合成手法によって対応を推定す

るフレーズの例を示 してお り,図 中では 日本語とイタ

リア語のそれぞれにおける3つ の単語が,語 義曖昧性

を持つ英単語 「approach」 に結び付いている.こ のよ

うな場合,原 言語・目的言語間のフレーズ対応を求め,

適切な翻訳確率を推定するのは複雑な問題となってく

る.そ の上,図1(b)に 示すように,従 来のテーブル

合成手法では,合 成時に原言語 と目的言語の橋渡 しを

していた中間言語フレーズの情報が,合 成後には保存

されず失われてしまう.こ の問題に対処するため,本

研究では原言語 と目的言語を結び付けていた中間言語

フレーズの情報も翻訳モデル中に保存 し,原 言語から

目的言語 と中間言語への同時翻訳確率を推定すること

喋Σ脳 ミ総_
   (a)日 英、英伊翻 訳 におけ る単語対応 例

   近似 一 一一一一 一一一 レapproccio

      (via:approach)   近似
________レravvicinamento

     (via:approach, approximation)

   (b)従 来のテ ーブル合 成手法(ピ ボ ッ トを忘却)

   近似 一→ 〈approccio, approach>

   近似 → 〈ravvicinamento, approach>

   近似 一 一レ 〈ravvicinamento, approximation>

   (c)提 案す るテ ーブル 合成 手法(ピ ボ ッ トを記憶)

図1 テーブル合成手法の例,お よび従来手法 と提案手法の比較

に よっ て翻 訳 を行 う新 しい テ ー ブル 合 成 手 法 を提 案 す

る.図1(c)に,本 提 案 手 法 に よっ て 得 られ る フ レー

ズ 対応 の例 を示 す.本 手 法 の利 点 は,英 語 の よ うに 中

間 言語 と して選 ばれ る言 語 は 豊 富 な 単言 語 資源 も得 ら

れ る傾 向 が強 い た め,こ の よ うな 追加 の言 語 情 報 を翻

訳 シ ス テ ム に組 み込 み,翻 訳 の質 を 向 上 させ られ る こ

とに あ る.

 中 間言 語 フ レー ズ の情 報 を 翻訳 時 に役 立 て るた め,

同 期 文 脈 自 由 文 法 (Synchronous Context・free

Grammar:SCFG[7】)を 複 数 の 目的 言 語 文 の 同 時 生

成 に対 応 で き る よ うに拡 張 した複 数 同期 文脈 自 由文 法

(Multi・Synchronous CFG:MSCFG[8】)を 用 い て 翻

訳 モ デル の 学習 を行 う.MSCFGに よる翻 訳 モ デ ル を

構 築す る た め に,原 言 語 ・中 間言 語 お よび 中間 言 語 ・

目的 言 語 のSCFG翻 訳 規 則 が 格 納 され た ル ー ル テ ー

ブル を 元 に,SCFGル ー ル テ ー ブル と して で は な く,

原 言語 ・目的 言 語 ・中 間言 語 のMSCFGル ール テ ー ブ

ル と して合 成 し,こ れ に よ っ て 中 間言 語 情 報 を記 憶 す
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る.訳出候補の探索時には,生成文の自然性を評価 し,

適切な語彙選択を促すために言語モデル を用いるが,

目的言語の言語モデル(目 的言語モデル)の みでなく,

中間言語の言語モデル(中 間言語モデル)も 同時に用

いた探索を行 う.本 手法の有効性を調査するため,欧

州議会議事録を元にしたEuroparl多 言語コーパス

から英語を中間言語とし,異 なる4つ の言語を用いて

実験を行った ところ,す べての組合せにおいて従来手

法よりも有意に高い翻訳精度が得 られた.

用い られるルールのス コア と,生 成 される 目的

言語文の言語モデルス コアの和 を導 出確率 と

して最大化す るよ う探索を行 う.言語モデルを

考慮 しない場合,CKY+法[91に よって効率的

な探索 を行ってス コア最大の導出を得 るこ と

が可能である.言 語モデルを考慮す る場合 には,

キューブ枝刈 り[71な どの近似法 によ り探索

空間 を抑 えつつ,目 的言語モデル を考慮 した探

索が可能である.

2.機 械翻訳方式

2.1 同 期 文脈 自由 文 法

 本 節 で は 先 ず,階 層 的 フ レ ー ズ ベ ー ス 翻 訳

(Hierarchical Phrase。Based Translation:Hiero{7])

を代 表 とす る様 々 な 翻 訳 方 式 で用 い られ るSCFGに

つ い て 紹 介 す る.SCFGは,以 下 の よ うな 同 期 規 則 に

よ って 構 成 され る.

2.2 複数同期文脈自由文法

 MSCFG[8】 は, SCFGを 複数の目的言語文の同時

生成に対応できるように拡張された翻訳方式である.

SCFGで は同期規則中の 目的言語記号列tが 単一

であ ったが,MSCFGで は以下 の よ うにN個

の 目的 言語 記号 列 を有す る.

X→ 〈S,tl,_,tN> (3)

X→ 〈S,δ (1)

ここで,Xは 同期規則の親記号でありSとtは そ

れぞれ原言語と目的言語における終端記号 と非終端記

号からなる記号列である.Sとtに はそれ ぞれ 同

じ数 の非終 端記 号 が含 まれ,対 応す る記 号 に対

して同 じイ ンデ ックス が付 与 され る.以 下 に同

期規則 の例 を示 す.

X→ 〈Xo of Xl, X1のXo> (2)

 Chiangに よ るSCFGの 学 習 手 法 で は,対 訳 文 と単

語 ア ライ ン メ ン トを 元 に 自動 的 にSCFGル ー ル が抽

出 され る.抽 出 され た 各 々 のル ール に は,双 方 向 の フ

レー ズ 翻 訳確 率 φ倒 の,φ σ15),双 方 向 の語 彙 翻 訳確

率 φ`θκ倒 の,φ 己θx(五1の,ワー ドペ ナ ル テ ィ(tの 終 端

記 号 数),フ レ ー ズ ペ ナ ル テ ィ(定 数1)の 計6

つ の ス コ ア が 付 与 さ れ る.翻 訳 時 に は,導 出 に

 通常のMSCFG学 習手法では, SCFGル ール抽出手

法を一般化 し,行 アラインメン トの取れた多言語コー

パスから多言語同期規則が抽出され,複 数の目的言語

を考慮 したスコアが付与される。

 MSCFGで 複数の目的言語モデルを考慮 した探索を

行 う場合,言 語毎に導出中の単語列を記憶 し,組 合せ

毎に状態を区別する必要があるため,探 索手順にも複

数の手法が考えられる.SCFGの 探索における単一の

目的言語文を単純に複数の目的言語文に拡張 して同時

に展開する同時探索では,探 索幅の制限により主要な

目的言語文の多様性が失われて しま う可能性がある.

そこで先ず,第 一の目的言語文のみを考慮 した組合せ

で探索して多様性を確保し,続 いてその他の 目的言語

文との組合せに展開する逐次探索により,主 要な 目的

言語を重視した効率的な探索が行える.

 Neubigら によるMSCFGの 学習手法では,原 言語

と複数の目的言語とで行アラインメン トの取れた大規

模な多言語コーパスが必要となるため,直 接の対訳コ
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一 パ ス の 取 得 性 が 限 られ て い る際 に は 用 い る こ とが で

き な い.そ こ で 次節 か らは,2つ のSCFGル ー ル テ ー

ブル を合 成 す る こ とに よ ってMSCFGル ー ル テ ー ブ ル

を得 る 手 法 に つ い て 述 べ る.

3.ピ ボ ッ ト翻訳 手法

 SMTに おいて中間言語を用いて翻訳を行 う手法は

複数考案されており,以 下の3種 類に大別することが

できる.

っ て推 定 す る こ と で原 言 語 ・目的 言 語 の テー ブルTsr

を合 成 す る.

  φ(tls)=Σ 戸φσ 「戸)φ(Pls)

  φ(Slt)=Σ 戸φ(引 戸)φ(plの

φ`θπσ15)=Σ 戸φ`θπ(tlP)φ 正θx(plの

φ己ex(51ε)=Gp `ex(引 戸)φ`εκ(PIの

(5)

(s)

(7)

(8)

 式(5)一(8)は,以 下のような条件を満たす無記憶通

信路モデルに基いて確率周辺化を行っている.

逐次的ピボット翻訳手法(Cascade):

 入力文を原言語 ・中間言語の翻訳モデルで翻訳 し,

 その出力を中間言語 ・目的言語文で翻訳する[3]

擬似対訳コーパス手法(Synthetic):

 原言語 ・中間言語あるいは目的言語 ・中間言語の対

 訳コーパスの中間言語を翻訳することで擬似的な対

 訳コーパスを得る[3】

テーブル合成手法(Tdangulation):

 原言語 ・中間言語および中間言語 ・目的言語の翻訳

 モデルを合成することで原言語 ・目的言語の翻訳モ

 デルを得る 【4】

 とりわけ,テ ーブル合成手法によるピボッ ト翻訳で

高品質な訳出結果が得られることが知られているため

【5】,以降ではテーブル合成手法に的を絞って議論を行

う.

φ(ε1戸、S)=φ(r「 戸)

φ(sip',[)=φ(slP)

C9)

(io>

 ところが,現 実には語の多義性や言語間の文法の不

一致によって,こ れ らの数式は正確ではない.結 果と

して,ピ ボット翻訳は通常の機械翻訳よりも遥かに大

きな曖昧性の問題を抱えている.

3.2 提案するテーブル合成手法

 前述の曖昧性の問題に対処するため,本 研究で提案

するテーブル合成手法では,関 連する中間言語フレー

ズを追加の言語情報 として記憶することで,曖 昧性の

解消に利用する.特 に,中 間言語フレーズPで 確率周

辺化を行いSCFGル ールに合成する代わりに,原 言

語 ・目的言語 ・中間言語のフレーズ対応をMSCFGル

ール として以下のように合成する.

3.1 従 来 の テ ー ブ ル 合 成 手 法

 Cohnら に よ るテ ー ブ ル 合 成 手 法 【4】で は,先 ず 原

言 語 ・中 間 言 語 お よび 中間 言 語 ・目的 言 語 の 翻 訳 モ デ

ル を対 訳 コー パ ス に よ って 学 習 し,そ れ ぞ れ を フ レー

ズ(ル ー ル)テ ー ブルTsP, TPTの それ ぞ れ に フ レー

ズ対(s,p>,〈 戸,の が 含 まれ る よ うな 中間 言 語 フ レー ズ

Pが 存 在 す る場 合,新 しい 規則X→ 値,t>を 作 成 す

る.作 成 され た す べ て の 規 則 に つ い て,フ レー ズ 翻 訳

確 率 φ(・)と 語 彙 翻 訳 確 率 φ王。X(う を以 下 の 数 式 に 従

x-一>ls, t, p> X11)

 このような規則を用いて翻訳を行 うことによって,

同時生成 される中間言語文を通じて中間言語モデルな

どのような追加の素性を取り入れることが可能となる.

式(5)・(8)に 加えて,目 的言語 と中間言語を同時に考

慮 した翻訳確率 φ(乙訓の,φ(slp,7を 以下のように推

定する.
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φ(r,pls)ニ φ(fl戸)φ(Pls)

 φ(SI戸,c)=φ(slP)

(12)

(13)

 原 言語 ・中 間 言 語 間 の 翻 訳 確 率 φ(pis),φ(slP),

φiex(Pls),φ 嫉(slP)は テ ー ブ ルTsPの ス コア を そ の

ま ま用 い る こ とが 可 能 で あ る.こ れ ら10個 の 翻 訳 確

率 に 加 えて,tとPに 含 まれ る非 終 端 記 号数 を2つ

の ワー ドペ ナ ル テ ィ と し,定 数1の フ レー ズペ ナ ル テ

ィの 合 わ せ て13個 の ス コア がMSCFGル ー ル にお け

る素 性 と な る.

 こ の よ うに 中間 言 語 を記 憶 す るテ ー ブ ル 合 成 手 法 で

は,〈SI-/で は な く,〈S, t, p>の 全 組 合 せ を記 録 す る た

め,従 来 よ り大 き なル ー ル テ ー ブル が合 成 され て しま

う.計 算 資源 を節 約 す るた め に は,複 数 の フ ィル タ リ

ング 手 法 が 考 え られ る.Neubigら に よ る と,主 要 な 目

的 言 語T1と 補 助 的 な 目的 言語TZでMSCFGを 用 い

た翻 訳 を行 う際 に は,T1・フ ィル タ リン グ 手 法[8]が 効

果 的 で あ る.こ の 手 法 で は,原 言 語 フ レー ズSに 対 し

て,先 ず 言 語T1に お い て φ(clls)が 上位L個 ま で

の 可 を残 し,そ れ ぞ れ のqに 対 して φ(可tzls)が

最 大 とな る よ うなt2を 残 す.

4.実 験的評価

4.1 実 験 設 定

 本 研 究 の 提 案 手 法 の 有 効性 を 評価 す るた め,欧 州 議

会 議 事 録 を広 くカ バ ー し,ピ ボ ッ ト翻 訳 の よ うな 多 言

語 翻 訳 タ ス ク で 広 く用 い られ るEuroparlコ ー パ ス

[10】 を 用 い て 実験 を 実施 した.本 実 験 で は,英 語(En)

を 中 間言 語 と して 固 定 し,欧 州 の 中 で も特 に 話 者 数 の

多 い ドイ ツ 語(De),ス ペ イ ン語(Es),フ ラ ン ス 語

(Fr),イ タ リア語(It)の4言 語 の 組 合 せ で ピボ ッ ト翻

訳 を行 い,手 法 毎 の翻 訳 精 度 を比 較 した.5言 語 間 の

対 訳 コー パ ス を得 るた め,先 ずGale-Churchア ライ ン

メ ン ト法[11】 に よ っ て行 ア ライ ン メ ン トの 取 れ た 多

言 語 コー パ ス約90万 文 を取 得 し,そ こ か ら1,500文

ず つ を最 適 化 と評 価 用 に取 り出 した.そ れ ぞ れ の 翻 訳

モデルの学習には10万 文,目 的言語モデルの学習に

も10万 文を用いた.ま た,多 くの場合,英 語において

は大規模な単言語資源が取得可能であるため,最 大

200万 文までのデータを用いて段階的に規模の異なる

中間言語モデルの学習を行った.翻訳結果の評価には,

自動評価尺度BLEU[13】 を用い,各 翻訳モデル は

MERT【14】 によ り,開 発 デー タセ ッ トに対 して

BLEUス コアが最大 となるようにパラメータ調整を

行った.提 案手法のテーブル合成手法によって得られ

たMSCFGル ールテーブルは, L=20のT1・ フィルタ

リング手法によって枝刈りを行った.ま た,本 実験の

MSCFGを 用いた探索では,目 的言語文,中 間言語文

の順に組合せを展開する逐次探索を行った.

 次節では以下の6つ の翻訳手法を比較評価する.

Direct

 比 較 の た め,中 間 言 語 を用 いず に原 言 語 ・目的言 語

 の 直 接 対 訳 コー パ スで 学 習 したSCFGで 翻 訳

Cascade

 原 言 語 ・中 間言 語 お よび 中 間 言語 ・目的言 語 のSCFG

 モ デ ル で 逐 次 的 ピ ボ ッ ト翻 訳

Tri. SCFG:

 原 言 語 ・中 間言 語 お よび 中 間 言 語 ・目的言 語 のSCFG

 モ デ ル を合 成 し,原 言 語 ・目的 言 語 のSCFGモ デ ル

 に よ って 翻 訳(ベ ー ス ライ ン,3.1節)

TI'1. MSCFG:

 原 言 語 ・中 間言 語 お よび 中 間 言 語 ・目的言 語 のSCFG

 モ デ ル を 合 成 し,原 言 語 ・目的 言 語 ・中 間 言 語 の

 MSCFGに よっ て 翻 訳.「 ・PivotLM」 は 中 間 言 語 モ

 デ ル を用 い な い こ とを示 し,「+PivotLM 100k12M」

 はそ れ ぞ れ10万 文,200万 文 で 学 習 した 中 間 言 語

 モ デ ル を用 い る こ とを示 す(提 案 手 法,3.2節)

4.2 翻 訳 精 度 の 比 較

 表1に,英 語 を介 した す べ て の 言語 対 に お け る ピボ

ッ ト翻 訳 の結 果 を示 す.実 験 で 得 られ た 結 果 は,ブ ー

トス トラ ソプ ・リサ ン プ リ ン グ法 【15】に よ り統 計 的
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表1 各手法と言藷の組合せにおける翻訳精度

19.8
中間言語モTル サイズにおける翻訳精度の変化 仏独翻訳

19.6

r,19.4

0

h・9・ ・

K
w ie.o
Jm

 is.s

18.6

・… ・… ・ Dire(丈

一一一一一 Tri . SCFG

   Tri. MSCFG

 o          sOOOOO      iOOOOOO      isOOOOO      zOOOOOO

    中間言 語モデル の孚 習デ ータサ イズ[文 】

図2 中間 言 語 モ デ ル 規 模 が ピボ ッ ト翻 訳 精 度 に 与 え る影 響

有 意 差 を 検 証 した.太 字 は それ ぞれ の 言 語 対 に お い て

最 もBLEUス コア が 高 い こ とを示 し,短 剣 符 は 各 ピボ

ッ ト翻 訳 手 法 の 翻 訳 精 度 が 従 来 手 法Tri. SCFGよ りも

統 計 的 有 意 に 高 い こ と を示 す(†:p<0.05,‡:p<

0.01).

 評 価値 か ら,提 案 した テ ー ブル 合 成 手 法 で 中 間 言 語

モ デ ル を 考 慮 した 翻訳 を行 っ た 場合,す べ て の 言 語 対

に お い て 従 来 の テ ー ブ ル 合 成 手 法 よ りもBLEUス コ

ア が 上 昇 して い る こ とが確 認 で き る.す べ て の組 合せ

に お い て,テ ー ブル 合 成 手 法 で 中間 言 語 情 報 を記 憶 し,

200万 文 の 言 語 モ デ ル を考 慮 して 翻 訳 を 行 っ た 場 合 に

最 も高 い ス コア を 達成 して お り,従 来 法 に 比 べ0.4か

ら1,2ほ どのBLEU値 の 向 上 が 見 られ る.こ の こ とか

ら,中 間 言語 情 報 を 記 憶 し,こ れ を 翻訳 に利 用 す る こ

とが曖昧性の解消に繋が り,安 定 して翻訳精度を改善

できたと考えられる。

 また,MSCFGに 合成するが中間言語モデルを用い

ずに翻訳を行 う場合を見てみると,SCFGに 合成する

場合よりも多くの言語対で僅かに精度が向上 している.

これは,追 加の翻訳確率などのスコアが有効な素性 と

して働き,適 切な語彙選択に繋がったことなどが原因

として考えられる.

4.3 中間言語モデルの規模が翻訳精度に与える影響

 中間言語モデルのサイズが ピボ ット翻訳精度に与え

る影響の大きさは言語対によって異なってはいるが,

中間言語モデルの規模が大きくなるほど精度が向上す

ることも確認できる.図2は フランス語 ・ドイツ語の

ピボット翻訳において異なるデータサイズで学習した

言語モデルが翻訳精度に与える影響を示す.

4.4 曖昧性が解消された例と未解決の問題

 本提案手法によって中間言語側で曖昧性が解消され

て精度向上に繋がったと考えられる訳出の例を示す.

入 力 文(ド イ ツ 語):

 Ich bedaure, da13 es keine gemeinsame

A皿aherung gegeben hat.
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参 照 訳(イ タ リ ア 語):

 Sono spiacente del mancato approccio commune.

対 応 す る 英 文:

 Iregret that there was no common approach.

Th. SCFG:

 Mi rammarico per it fatto the non si

 rawicinamento commune.(BLEU+1:13.84)

Td. MSCFG+PivotLM 2M:

 Mi dispiace the non esiste un approccio commune.

 (BLEU+1:25.10)

 Iregret that there is no common approach.

 (同 時 生 成 さ れ た 英 文)

上 記 のTri. MSCFG+PivotLM 2Mで 導 出に 用 い られ

たMSCFGル ー ル で は,イ タ リア 語 の 「approcio」 と

英 語 の 「approach」 が 結 び 付 い て お り,生 成 され る英

文 中の 単 語 の 前 後 関係 か ら適 切 な 語 彙 選 択 を促 し,精

度 向 上 に繋 が った もの と考 え られ る.

 逆 に,提 案 手 法 では 語 彙 選 択 が うま くいか ず,直 接

対 訳 で学 習 した場 合 よ りも精 度 が落 ち た訳 出 の例 を示

す.

入 力 文(フ ラ ン ス 語):

 Vous avez tout a fait raison et je vous remercie

 d'avoir attire 1'attention sur ce point.

参 照 訳(ス ペ イ ン 語):

 'Rene usted toda la razon y le agradezco que nos

 llame la atencion sobre este punto.

対 応 す る 英 文:

 You are quite right and I thank you for drawing

 our attention to this皿atter.

Direct

 Tiene usted razon y le agradezco que haya llmado

 la atenci6n sobre este punto.(BLEU+1:56.00)

Tri. MSCFG+PivotLM 2M:

 'Rene usted mucha razon y gracias por haber

 conseguido  la  atencion  sobre  este  punto

(BLEU+1:38.91)

You have quite right and I thank you for having

courageously brought the attention on this point.

(同 時 生 成 さ れ た 英 文)

 この例では,英 単語 「thank」に対応するスペイン語

の動詞活用形 「agradezco(私 は感謝する)」 と名詞の

間投詞的用法 「gracias(感謝,あ りがとう)」に訳が分

かれて しまっている.こ の例では品詞が異なっても意

味としては大きく変化 してお らず,単 純に1つ しか存

在 しない正解訳 と異なるためにスコアが下がっている.

しか し,こ のような多品詞語によって生 じる曖昧性の

問題もピボット翻訳では多く直面し,品 詞を誤ること

で文法を誤る可能性だけでなく,異 なる意味の文にな

る場合もある.

 本節で示 した例のよ うに,本 研究の提案手法でテー

ブル合成手法に中間言語情報と中間言語モデルを用い

ることで,導 出に関係する中間言語フレーズの単語の

並びを評価 して曖昧性を解消できた部分と,こ れだけ

では不十分な部分があることが分かる.

4.5 品詞 ごとの翻訳精度

 前節では,英 語の多品詞語の問題について触れた.

また,英 語は他の欧州諸言語と比較 して,性 ・数 ・格

に応 じた活用などが簡略された言語としても有名であ

り,語 形から統語情報が失われることで発生する曖昧

性の問題 もある.本 節では,英 語を介 した ドイツ語 ・

フランス語の両方向の翻訳において,誤 りの発生 しや

すい品詞について調査する.先 ず,独 仏 ・仏独翻訳に

おける評価データの参照訳および各 ピボ ット翻訳手法

の翻訳結果に対 してStanfbrd POS Tagger【16,17]

を用いて品詞付与を行い,参 照訳と翻訳結果を比較 し

て,語 順は考慮せずに適合率 と再現率の調和平均であ

るF値 を算出した.

 表2お よび表3は,各 翻訳における高頻出品詞の正

解率を表 している.出 現頻度は,参 照訳中の各品詞の

出現回数を意味 し,丸 括弧内に示された数値は,提 案
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品詞

 NC(・ 般名詞)

 P佛 臓詞)

 DET(定 短詞)

PUtiC(区 切 り記母)

 ADJ(形 容調)

 V(動 詞)

 ADV(副 詞)

出現頻度

8,360

6,513

5,363

4,258

3,725

3,32A

2,`23A

F-MeaSure[%1

Direct

78.騒

sa.sa

91.04

93.$9

?1.36

cs.sa

8L98

'lli
. MSCFG     

Tri.SCFG
十PivotLA1211

78.19(一 ト0.01)     78.18

s2.as(十i.02)    si.nn

90.63(十1.50)    89.13

93.77(十 〇ニ14)     93.33

69.85(十{〕.67)     69・18

sass (十i.os)     s2so

77.81 (十〇.34)     77.47

表2 独仏翻訳における品詞ごとの翻訳精度

品詞

 NN(一 般名詞)

 ART(冠 詞)

 CARD(数 詞)

APPR(爵1個 詞)

ADJA(形 容詞)

 NE([?41fi名1同)

 ADV(副 詞)

PPEF(再 帰代名詞)

出現頻'度

10,Si3

4,502

3,849

2,577

2,311

2,005

1,848

1,665

F-Rteasure(%]

Dimct
Tic. niscFc      n三

.SCFG
十PiwtLJ12bI

78.〔ン4   75.42(十 〇,53)

90.38 1 87.2三 (→-L24)

  ヨs-;.5s j sa.sx(‐o.aa)

89.6684.73(+1.50)

65.96    65.29(十 〇.47)

77.52    75,34 (十〔}.47)

74,32   7〔〕.13(十 〇.18)

92.64    8746 (十L67)

71.89

85.97

94.82

83.23

64.82

74.87

69.95

85.79

提案手法によってF値 が大きく改善されているものの,

Directと 比べると大きな差があ り,ピ ボッ ト翻訳で精

度が大きく落ちる原因と考えられ る.冠 詞や前置詞は

機能語であるものの,ド イツ語では男性形 ・女性形に

加えて,英 語にもフランス語にも無い中性形の活用を

持っているため,フ ランス語よりも活用の種類が多く,

また冠詞や前置詞 も格に応 じた活用をすることが知 ら

れている.原 言語を英語に翻訳 した際には統語的情報

が失われることが多いため,機 能語にも活用幅がある

ような目的言語に対 してはピボット翻訳が特に困難で

あることが多い.

5.ま と め

表3 仏独翻訳における品詞ごとの翻訳精度

手法とべ一スライン手法のF値 の差分である.結 果は

言語対依存であるが,特 に目的言語に強 く依存 してい

ることが明らかである.

 表2の 独仏翻訳の例では,提 案手法によって,ベ ー

スライン手法よりも特に前置詞,定 冠詞,動 詞でF値

が大きく向上している.一 般名詞,形 容詞,動 詞,副

詞は重要な内容語であり,語 彙選択の幅 も広いため,

どの手法でも全体的にF値 が低くなっている.一 般名

詞に関しては,通 常のテーブル合成手法でもDirectと

大きな差は出てお らず,そ のため提案手法でもほとん

ど改善されなかった.一 方で,動 詞のF値 は提案手法

で大きく向上してお り,中 間言語モデルによって語の

並びを考慮 して語彙選択を行 うことで翻訳精度向上に

繋がったと考えられる.し かし,そ れでもDirectに は

大きく及ぼず,頻 度のあまり高 くない内容語の語彙選

択を適切に行 うことは非常に難 しいことが分かる.一

方で,機 能語においては提案手法においてDirectと 近

いF値 が得られた.

 表3の 仏独翻訳の例では,表2の 場合 と少 し変わっ

てお り,冠詞,前 置詞,再 帰代名詞のような機能語で,

 本研究の 目的は,多 言語機械翻訳における翻訳精度

の向上を目指 し,従 来のピボ ット翻訳手法を調査,問

題点を改善 して翻訳精度の向上を図ることであった.

テーブル合成手法によって他のピボ ット翻訳手法より

も安定 して高い翻訳精度を得られることが知られてい

るが,従 来手法では中間言語情報が失われ,曖 昧性に

より翻訳精度が減少する問題がある.こ の問題に対処

するため,中 間言語情報を記憶 し,中 間言語モデルを

利用 して自然な語順の語彙選択を促すことで精度を向

上させるテーブル合成手法について提案した.本 論文

で提案 した手法を用いて,欧 州議会議事録 コーパスの

5言 語のデータによってピボ ット翻訳の比較評価を行

ったところ,す べての言語の組合せで従来のテーブル

合成手法よりも高い翻訳精度が得られた.ま た,特 に

大規模な中間言語モデルを用いることで,よ り適切な

語彙選択が促 されて翻訳の質を高められることが分か

った.し かし,提 案手法でも,直 接の対訳 コーパスを

用いて学習を行った理想的な状況と比較すると,精 度

の開きが大きく,中 間言語モデルをさらに大きくする

だけでは解決できないであろ う点も示唆された.本 提

案手法で解決できなかった曖昧性の問題を調査すべ く,

特定の言語対で品詞 ごとの単語正解率を求めたところ,

多品詞語や格活用など異なる要因によって,語 順を考
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慮するだけでは解消されない問題が残 されていること

が分かった.今 後の課題 として,多品詞語や格活用な

どの統語的な曖昧性の問題に対 して,構文情報を用い

て対処していくことを考えている.
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一
                 機械翻訳事始め[皿]

     坂本義行

アジア太平洋機械翻訳協会理事

 今 回 は 、 日本 を 中心 に 、1987年 度 ～1994年 度(8年

間)に わ た って 、 ア ジア 各 国 と協 力 して 行 わ れ た 「近

隣 諸 国 間 の機 械 翻 訳 シス テ ムに 関 す る研 究 協 力 」 につ

いて 、報 告 書1),2)に 基 づ い て 、そ の 概 要 を報 告 します 。

1.は じ め に

 この研究は、財団法人 国際情報協力センターの共

同研究として行われました。

2.目 的

 機械翻訳システムに関する研究協力事業は、最新

の情報処理システムを近隣諸国 と共同研究開発す る

こと、この共同研究開発か ら派生す る母国語情報処

理技術の基盤を確立すること及びその他 さまざまな

技術交流や文化交流を促進することを目的 として実

施 された。

 技術面では、 日本、中国、イン ドネシア、マ レー

シア及びタイのアジア5力 国を対象 として、これ ら

の どの国の言語 にも翻訳できる方式の研 究開発 を

行 うことを、経済面では、情報処理分野の文献を実

用的 な速 さで及び正確 さで翻訳 を行 うことを 目標

とした。

3.概 要

① 名 称:Multi-lingual Machine Translati・n(MMT)

 Project

② 対 象 国:中 国 、 イ ン ドネ シ ア 、 マ レ ー シ ア 及 び

 タ イ

③ 期 間:1987年 度 ～1994年 度(8年 間)

 1995年 度 、1996年 度(2年 間)フ ォ ロー ア ップ

④ 予 算:162百 万 円(87年 度)

    332百 万 円(88年 度)

    639百 万 円(89年 度)

    880百 万 円(90年 度)

    902百 万 円(91年 度)

    981百 万 円(92年 度)

    981百 万 円(93年 度)

    948百 万 円(94年 度)

  累 計5,825百 万 円

    16百 万 円(95年 度)

    16百 万 円(96年 度)

  累 計5,857百 万 円

⑤ 内容:

  中 間 言 語 方 式 に よ り 、 日本 、 中 国 、イ ン ドネ シ

  ア 、マ レー シ ア 及 び タ イ の ア ジ ア5力 国 間 の 言

  語 を 対 象 と して 、こ れ らの ど の 国 の 言 語 に も翻

  訳 で き る 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 研 究 開 発 を 行 う

  こ と。

4.実 施体制

①通商産業省からの委託を受けて、国際情報化協力セ

 ンターが実施。

② 日本語側では、電子技術総合研究所、(株)日 本電子

 化辞書研究所(EDR),(財)情 報処理相互運用技

 術協会(INTAP)、 関連企業(沖 電気工業、シャー

 プ、東芝、 目本電気、 日立製作所、富士通、三菱

 電機)、学術経験者等の協力参加。
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③ 共 同研 究 の 相 手 方;中 国 計 算 機 軟 件 與 技 術 服 務 総

 公 司(CS&S)、 イ ン ドネ シ ア 技 術 評 価 応 用 庁

  (BPPT),マ レー シア 教 育 省(MOE)、 タ イ 国 立 コ

 ン ピ ュ ー タ技 術 セ ン ター(NECTEC)等 。(マ レー

 シ ア に つ い て は 、1995年 に マ レー シ ア 国 立 翻 訳

 研 究 所(ITNM)に 移 管 、 さ ら に マ レー シ ア 工 科

 大 学 に移 管)

(4)実 証実験

 開発 された機械翻訳システム及び作成された電子化

辞書を使用して、作成したコーパスを対象に各国語間

での翻訳の実証実験を行った。最終的に、目標とした

少なくとも50%の 翻訳率をクリアした。

6.経 過

5.内 容及び成果

 このプロジェク トでは、5力 国語間の機械翻訳シス

テムにおいて 「中間言語方式」を採用 した。研究開発

の内容及び成果として、中間言語の仕様を作成、作成

した仕様に基づく機械翻訳システムの開発及び電子化

辞書 ・コーパスの作成、開発 したシステムによる機械

翻訳の実証実験等が挙げられる。

(1)中 間言語の仕様の作成

 対象とする5力 国で表現された文章を独自の表現形

式で表すための仕様(規 則、記述方法等)を 作成した。

当初の仕様は、何度も見直しが行われ、改善が図られ

た。

(2)シ ス テ ム 開発

 作 成 され た 中 間 言 語 の 仕 様 をベ ー ス に して 、機 械

翻 訳 シ ス テ ム が 開 発 され た。 こ の シ ス テ ム は 、 入 出

力 シ ス テ ム 、 翻 訳 支 援 シ ス テ ム 、 文 解 析 シ ス テ ム 、

文生 成 シ ス テ ム 、 電 子 化 辞 書 シ ス テ ム 、 文 章 フ ァイ

ル 管 理 シ ス テ ム 、 ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム 等 か ら構 成

され た 。

(3)電 子化辞書及びコーパス作成

 機械翻訳システムを実際に稼働させるためには電子

化辞書が不可欠で、対象とした各国語について、基本

語および専門用語の電子化辞書を作成 した。また、実

証実験の対象データとして、各国語で記述された3000

の例文(コ ーパス)を 作成 した。

1987年 度 か ら1994年 度 まで の8年 を か け て 、機 械 翻

訳 シス テ ム の 研 究 開 発 を進 め た 。1995年 度 及 び1996

年 度 に は、8年 間 の 共 同 研 究 の 成 果 を も とに 、 フ ォ ロ

ー ア ップ事 業 を実 施 した
。

(1)機 械翻訳システムの基礎研究(1987,88年 度)

 最初の2年 間で、機械翻訳システムを構成するい

くつかのシステムと要素の基本仕様 を設計 し、試作

した。約5000語 の辞書と数十の例文 を作成 し、文

法規則の仕様を設計 した。また、限定 された翻訳例

文を使 って、機械翻訳システムの処理能力を確認 し

た。

(2)機 械翻訳システムの研究開発(1989～92年 度)

 次の4年 間で、基本語辞書約5万 語、情報処理

関連の専門語2万5千 語及び約3000の 例文を作成

し、文解析や文生成を制御す る文法規則 を試作 し

た。 また、追加 した翻訳例文 と任意の 自然 文を使

って 、機 械翻訳 システムの翻訳処理能力を確認 し

た。

(3)機 械翻訳システムの評価 と改良(1993、94年 度)

 最後の2年 間で、(2)段 階までに試作 された機

械翻訳 システムを使 って、翻訳処理能力実験 を繰

り返 し、辞書、文法規則および システム全体 を改

善 した。

(4)機 械 翻 訳 の フ ォ ロー ア ップ 事 業(1995,96年 度)

8年 間 の 共 同研 究 の成 果 を も とに 、研 究 に 参 加 した
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各国において、辞書 ・文法の改良 ・追加 ・機械翻訳シ

ステム実用化に向けた追加研究を独自に実施できるよ

うに支援 した。

7.各 国の研究機関の状況

(1)中 国

 CS&Sは 、 本 プ ロ ジ ェ ク トに よ り大 き く発 展 した 。

また 、 本 プ ロ ジ ェ ク トに 参 加 した清 華 大 学 等 の 大 学

に お け る 言 語 情 報 処 理 に 関 す る 研 究 能 力 も 向 上 し

た 。

 そ の 後 、CS&Sは 、独 自に 中一 英 、中一 日の機 械 翻 訳

シス テ ム を 開発 した。

8.フ ォ ロー ア ップ活 動

 CICCと しては、これまでの10年 間の研究開発の実

績、培われた人的ネットワーク等を活用 して、関係国

との間で、機械翻訳に関する情報交換等を独 自に実施

した。具体的には、①研究者、研究機関 リス トの作成 ・

提供、②電子メールやインターネ ット電子会議による

情報交換、③各国 リポー ト等のホームページによる情

報提供、④本プロジェク トに関する小冊子の作成等を

行った。

 また、機械翻訳に関す る新 しいプロジェク トの

可能性 を検討す るな ど、関係機 関 との連携 を図 っ

た。

(2)イ ン ドネ シア

 BPPTは 、 この 分 野 で は ゼ ロか ら の 出 発 で 、大 き く

成 長 、発 展 した 。 開 発 した 機 械 翻 訳 シ ス テ ム を維 持

し、 イ ン ター ネ ッ トに よ る 電 子 化 辞 書 、 翻 訳 サ ー ビ

ス を 行 っ た 。 ま た 、 独 自 に1997年 か ら2002年 ま で

へ の 自然 言 語 処 理 に 関 す る 研 究 計 画 を 策 定 し、 実 施

した 。

(3)マ レー シ ア

 ITNTは 、機 械 翻 訳 シ ステ ム の研 究 か ら撤 退 し、マ レ

ー シ ア 工科 大 学 へ 引 き継 い だ
。INTNの 実 施 して い た マ

レー シ ア語 の スペ ル チ ェ カー の 開発 、電 子 化 辞 書 の生

産 は 、残 念 なが ら中止 とな っ た。

(4)タ イ

 NECTECは 、1997年 初 め に 設 立10周 年 の記 念 行 事 を

行 っ た が 、本 事 業 と とも に 発 展 した。 独 自にCD-ROM

に よ る電 子 化 辞 書 を開 発 ・製 品 化(タ イ 語 全 般 、 タイ

語 用 例 、 タイ 語 同義 語 ・反 義 語 、 タイ 語一 英 語 、英 語

一 タイ 語)し
、そ の改 訂 版 を製 作 した 。

9.背 景

 当時、通商産業省は、アジアにおけるコンピュー

タ産業およびAI技 術の発展 を支援するために、ワ

ークスステーシ ョンタイプの計算機 を日本の各 メ

ーカから、各国に提供 し、各国がその計算機上にソ

フ トウェアを開発する技術を習得するために、機械

翻訳がで きる環境 を構築する ことを支援 するとい

った目的があったという話を、私は耳にしたことが

ある。

【参 考 文 献 】

1)CICC事 業 実 績 、 P48-50,(財)国 際 †青報 処 理 協 力

 セ ン タ ー 、 平 成18年6月.

2)CICCの ホ ー ム ペ ー ジ よ り、国 際 共 同研 究 開 発 、 「近 隣

 諸 国 間 の 機 械 翻 訳 シ ス テ ム に 関 す る研 究 協 力(Mr)、

 http://www. cicc. or. jp/japanese/kyoudou/mt. htm1
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言 語 処 理 学 会 テ ー マセ ッシ ョン

『文理 ・産学を越 えた翻訳関連研究』開催報告

山田 優  藤田 篤   影浦 峡

関西大学 情報通信研究機構 東京大学

1.は じめ に

 2016年3月 の言語処理学会第22回 年 次大会

(NLP2016@東 北大学)1では、『文理 ・産学を越 えた翻

訳関連研究』と題 したテーマセ ッションが開催 された。

本稿では、同セ ッションの提案者として、その時の模

様を振 り返 りなが ら、自然言語処理(NLP)と 翻訳研

究(TS)を 取 り巻く状況をまとめ、今後の研究と活動

の方向性を提示する。

 テーマセ ッションの 目的は、自然言語処理研究者だ

けでなく、翻訳者や翻訳ツールの開発者、翻訳研究者

が文理 ・産学の垣根を越えてニーズとシーズを共有す

ることであった。各分野のプレイヤーに属する技術、

資産、人材、問題意識は、他分野プ レイヤーにとって

新たなニーズやシーズとなりうる。同セ ッションを通

して異なる分野のプレイヤーが交流 し共同研究や有機

的な連携が促進 されることを期待 した。

 上記年次大会ウェブサイ トのセ ッションE5、 E6、

E7に あるように、本テーマセッションでは合計12の

発表があった。 これらは以下の3つ に大別できる(図

1も 参照されたい)。

 a) 自然言語処理 ・翻訳研究

   NLPを 中心とした情報処理 ・分析の研究、翻

   訳研究、 機械翻訳(MT)や 関連技術の進展に

   関与する研究者

 b) 翻訳産業

   翻訳会社(LSP)、 翻訳者などの実務者

 c) 翻訳者の養成 ・育成

   大学のコース、 職業訓練校の教育者

 発表すべてが、きれいに分けられるわけではないが、

このように図式化することで、プレイヤーの守備範囲

と関係が把握できる。以下では、セッションでの発表

内容を図1の 範疇a、b、 cに 位置づけつつ、2者 間ご

とのインタラクション(す なわち三角形の各辺)に 着

目して、研究課題、連携の可能性、拓かれた問いとそ

れに対する議論を詳述す る。

図1:各 プ レイヤー の関係 図

が1麟
人材

c)翻 訳者の

養成 ・育成

雇用

実データ

E

愈
技術IMT!τMレ 人材

案 デ ー タ ・

フ ィ ー ドバ ック

分析技術 ・教育支援技術

a}言語処理 ・

 翻訳研究

2.テ クノロジー の創 出 と運用:工 学的な産学

  連携

 まず図1三 角形の右辺に着目する。ここには、a)自

然言語処理/翻 訳研究とb)翻 訳産業の連携がある。

平たく言えば、アカデ ミアと産業、いわゆる産学連携

である。

 a)自然言語処理/翻 訳研究は、言語処理や翻訳に関

する基礎研究を行 うので、その技術は,少 なくとも理

lhttp:〃www .anlp.jp/nlp2016/
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屈の上では翻訳産業で応用できるはずである。また少

し技術研究の範囲を広げて考えるならば、業務管理や

翻訳準備(前 処理等)へ の応用 も考えられる。翻訳研

究は、人間と機械のインタラクションやその文脈(社

会的構造)を 研究対象 とする。つまり、a)自 然言語処

理 ・翻訳研究にとっては、b)翻 訳産業は、技術の出口

であり研究題材の場の一つでもある。 これに対して、

b)翻 訳産業は、翻訳を実践する現場であり、彼 らにと

って、a)自 然言語処理 ・翻訳研究はキモになる道具 ・

資料 とな りうる。

 産業側か らの発表 として、河野[4】は、MTを 始めと

する技術革新をいかに活用 していくのかが要になると

主張 した。例えば、翻訳メモ リ(TM)を 使 った作業

の うち、70%以 上のセグメン トではMT訳 を下訳 とし

て利用 しているとい う実情がある。ただ し、業界内で

はMTを 活用 して得られた効率性向上 とその報酬に関

して翻訳会社側とプロ翻訳者の間で十分な相互理解が

なされておらず、翻訳者の間ではMTに 対する否定的

意見も少なくない。MTは まさに破壊的イノベーショ

ンであ り、これからの時代の新 しい顧客や価値観をも

たらすものであるから、いま乗 り越 えなければな らな

い壁 も高い。一方で、ポス トエディット(翻訳後編集、

PE)を 含めて、 MT結 果を人間(の 翻訳者)が 利用す

るものとみなす限 り、人間支援とい う視点を重視 した

システム開発も必要である。アカデ ミアにはこのよう

な視点での研究開発が期待される。

 プロ翻訳者の多くがMTに 否定的な意見を持つ状況

において、プロの翻訳者ではない人向けのCATツ ー

ルを提案するのがヤラクゼン[7】である。主にポス トエ

ディッ トに最適化 したMTと ユーザインタフェースを

開発 し、漠然 とした 「翻訳品質」よりも 「ユーザー満

足度」を重視 したツールの開発に務める。すでに1万

人以上のユーザーを抱える同サービスは翻訳コーパス

も蓄積 してお り、研究者との連携も期待される。

 宮田ら[6】は、プ リエディット(翻 訳前編集)、 すな

わちMTに よる翻訳を前提 としたオーサ リング支援を

検討 している。この研究では、起点言語の話者に、満

足 の い くMT訳 が 得 られ る ま で 、原 文 を試 行 錯 誤 に プ

リエ デ ィ ッ トさせ て 、そ の 工 程 を記 録 し、修 正 履 歴 の

分 析 を通 じて プ リエ デ ィ ッ トの全 体 像 と有 用 性 を見 出

す こ と を試 み て い る。

 人 間 翻 訳 者 の 振 舞 いは 、作 業 モ ー ド(例 えば 入 力 メ

ソ ッ ド)に よ り異 な る。Carlら[2】 は 、キー ボー ド入 力

に よ る人 手 翻 訳(HT from scratch)、 ポ ス トエ デ ィ ッ

ト(PEMT)、 音 声 認 識 入 力(dictation)の3つ の モ

ー ドを 比較 し
、 作 業 効 率 の 観 点 か ら、 音 声 認 識 入 力 で

の 翻 訳 がPEMTに 迫 る こ とが示 唆 され た。この他 に も、

PEに お け る人 間 の 負 荷 の指 標 と して 作 業 中 の 平均 ポ

ー ズ 時 間 が有 用 で あ る(相 関 が 高 い)こ とが示 され た

[5】。 こ の指 標 を 、逆 にMT品 質 の 測 定 に応 用 で き る の

で は な い か とい う意 見 も交 わ され た。

 発 表 が 示 す よ うに 、a)自 然 言 語 処 理 ・翻 訳研 究 と

b)翻 訳 産 業 の 連 携 は 拡 大 して い るが 、ま だ ま だ発 展 の

余 地 が あ る。 今 後 は翻 訳 産 業 界 とア カ デ ミア の更 な る

連 携 に期 待 した い。 実デ ー タを 用 い て 実 世 界 の問 題 を

解 決 す る とい うス タ イル の連 携 は 、 ア カ デ ミア に と っ

て も、(若 い)研 究 者 を 呼 び こむ 意 味 で有 益 で あ る。 ま

た 、 翻 訳 産 業 界 の テ ク ノ ロ ジー の 高 度 化 に伴 い 、SE

あ る い は社 内開 発 の た め に理 系 人材 の 活用 が活 発 化 す

る こ と も予 想 され る。

3.翻 訳産業が求める人材 と翻訳者 の育成:文

  系人材の市場

 次に左辺のb)翻 訳産業 とc)実 務翻訳者の養成 ・育

成の関係を見る。上述 したようにa)自 然言語処理 ・

翻訳研究を前提 としたテクノロジーの発展により、そ

の進化に対応すべ く、b)翻 訳業界で求められるスキル、

能力、人材も変化 している。

 MTを 始めとする技術の展開は、翻訳産業の現場だ

けでなく、翻訳教育およびその背景にある、翻訳者に

求められるカ とは何かとい う理論的な問題にまで影響

を与えている。 とりわけ、大学院レベルでの翻訳教育

はあまりなされてお らず、翻訳産業との結びつきもあ
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まり強くない日本の大学では、翻訳教育カリキュラム

全体の設計 と同時にその中に翻訳関連技術をどう位置

づけるかについても検討 しなくてはならない状況に置

かれている。 これは、翻訳関連技術も考慮 した見通 し

のよいカリキュラムを構成する観点からチャンスでも

あるが、一方で、翻訳実務を考慮 した基本的な翻訳教

育実践がそれほど進んでいない状況でそ うしたカリキ

ュラムが仮に作られたとしても砂上の楼閣になりかね

ない危険性が存在しているということでもある。

 また、翻訳者として生計を立てていくのは、理系の

SE等 が翻訳産業で働 くのとは異な り、様々な意味で

ハー ドルが高い。そもそも職人芸的な要素が強い仕事

であるのに加え、近年多様化が進む業務形態への対応

も求められる。例えば、PEMTへ の対応を考えた場合、

そのための訓練をどのように教育カ リキュラムに折 り

込むべきかは白紙の状態である。それ以前に、PEMT

で生計を立てることができるとい う見通 しを作ること

が、まず翻訳業界に求められているとも言える。

 教育側はこうした業界の実情をふまえた人材育成に

迫 られている。近年のISOの 翻訳サー ビス規格(ISO

17100)の 発行を契機に、国内でも専門職教育に対す

る必要性の意識が高まっている。立教大学を中心に「翻

訳通訳教育研究会」が立ち上がり、専門職訓練を意図

した学科 ・コースもようや く開設 しつつある。また、

翻訳教育実践を統合的にサポー トするシステムの開発

と利用を目的とするプロジェク トなども進められてい

る。

 カリキュラムの作成に際しては、すでに大学での翻

訳者養成が社会に浸透 している国 ・地域における取 り

組みが参考になる。例えば、モン トレー国際大学(現 、

ミ ドルベ リー国際大学)に おける翻訳訓練プログラム

では、これまでは語学力とドメイン知識が中心であっ

たが、現在はそれらに加えて翻訳管理能力やTMな ど

のツールなどの トレーニングが必須 となっている。ま

た翻訳産業界では、ローカリゼーション翻訳管理(マ

ネージメン ト能力)に 特化 したプログラムの修了生に

対するニーズが高まっているという。

 現時点では、教員不足の問題、特に現状ではb)翻

訳業界の実務翻訳者がc)大 学教育現場で教える人材

になるためのコンピテンシーの整理、という問題が未

解決である。欧米では両者が固 く結びついている。 日

本でも同 じような連携の実現が急がれる。

 本セッションでは、業界の現場 と教育についての問

題が確認できたが、実際にb)翻 訳産業とc)実 務翻訳

者養成が連携 した発表はなかった。このことは、実践

レベルで両者の連携があまり進んでいないという大き

な問題を示 している。

4.翻 訳教育におけるテクノロジーの活用:文

  理融合 ・教育工学的アプローチ

 3節 の状況を想定して、最後に三角形の下辺である

a)自 然言語処理研究 ・翻訳研究とc)実 務翻訳者養成

の関係を見る。今回のテーマセッシ ョンでは、翻訳者

の養成 と翻訳関連技術、翻訳者に求められるカの関係

をめぐる共同研究に関する発表も行われた。

 影浦ら[3】は、産業翻訳のプロセスで標準的に採用さ

れており、ISO17100で も前提とされているプロジェ

ク ト型翻訳のプロセスをエ ミュ レー トしつつ、翻訳の

力を総合的に高めるための翻訳教育/学 習 システム

「みんなの翻訳実習」の背景と理念を紹介 した。そこ

では、翻訳者の力として、狭義の 「翻訳力」とプロジ

ェク ト管理やプロジェクト参加者間のコミュニケーシ

ョンも含めた 「翻訳者力」を区別 し、システムが 「メ

タ言語」の修得を通した翻訳プロセスに対する反省的

認識を促す 「足場」を提供することで、翻訳力と翻訳

者力を同時に酒養する見通 しが示された。

 上述の 「みんなの翻訳実習」では、欧州の翻訳教育

プ ログ ラ ム を通 して 開 発 され た校 閲 カテ ゴ リ

(McLLANGE)を ベースに、新たに英日 ・日英翻訳

への適用を想定した校閲カテゴリが設計された。豊島

ら[8】は、実際の翻訳教育現場において校閲カテゴリを

用いるための方法論的検討を行った。翻訳の学習者が

作成 した英 日翻訳における校閲箇所のアノテーション
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および校閲カテゴリ分類を通 じて、校閲カテゴリを一

貫 して付与すること、ひいては校閲カテゴリが教育者

と学習者の間の意思疎通のための 「メタ言語」として

利用 しうることが示された。豊島らの調査をふまえ、

W本 ら【10】は、翻訳の初学者(学 部学生)を 対象 とし

た翻訳演習講義において校閲カテゴリを用いた添削を

繰 り返し実施 し、学習者の習熟状況の変化を分析 した。

その結果、校閲カテゴリを用いることによって反省的

な認識が促進 され、用語集に従うことや直訳調の翻訳

を避けるべきであることは効果的に習得できたこと、

一方で、原文の内容を正しく理解 して過不足なく適切

に目標言語に移す(誤 訳をしない)こ とや想定される

レジスタに合わせて訳すことなどは短期間では習得で

きないことが明らかにされた。 これ らは、翻訳実務段

階でのOJTや 問題改善においても有用な知見と言え

る。

 翻訳者を取り巻 く環境や翻訳者に求められる要件の

変化にいち早 く対応すべく、山田ら[9】は、大学 ・大学

院における翻訳テクノロジーに関する教育を促進する

ためのオンライン教材 「翻訳テクノロジー」を開発 し

ている。本発表では、機械翻訳(MT)、MT後 編集(PE)、

翻訳 メモ リ(TM)を 題材 として取 り上げ、動画およ

びクイズ形式の確認問題からなるeラ ーニング教材を

提供 していることが紹介された。山田らは、実際の講

義においてこの教材を用いるとともに、翻訳テクノロ

ジーに関する学習者の意識についても調査した。そし

て、MTを 単体で用いる際の期待値の低 さに対して、

欧州で標準的な翻訳フローになりつつあるPEを 学ぶ

ことにより、道具としてのMTの 可能性に気づく者も

多いことを明らかにした。

言及 しながら{府撤 した。翻訳産業がテクノロジーの高

度化 とともに高効率化を目指す上で、文理 ・産学の連

携が今後 も重要であることが再確認できた。

 本論考でプレイヤー別に整理 して見えたこととして、

特筆すべきは、b)翻 訳産業とc)実 務者養成の連携、

すなわち翻訳教育における産学の連携が、実際にはか

なり少ないということである。一方、文理 ・産学の共

同研究自体は実施されてきていること、「教育」分野に

おいても文理が連携 した活動は存在することが参加者

間で共有された。

 今後、例えば 「深層学習によって取って代わられ る

業務もあるのか」という議論や課題も出てくると予想

される中で、翻訳教育における産学連携は急務 と思わ

れる。

6.今 後の我 々の活動予定

 我々は、今回の言語処理学会テーマセッションのよ

うな企画を、今後も継続的に実施 したいと考えている。

まずは、2016年9月 に日本通訳翻訳学会(JAITS)

第17回 年次大会(@同 志社大学)で 本活動の近況と

今後の課題について発表する。2017年3月 に筑波大

学で開催予定の言語処理学会第23回 年次大会でも2

度 目のテーマセ ッションを開催 したい。2017年 の秋に

は名古屋でMT Summitが 開催されるので、ここでも

ワークショップなどを行って、産学の連携強化等を図

りたい。

 いずれに しても、状況 としては海外先行、日本後発

であるので、世界の最先端での新規性を求めるよりは

国内の意識向上がね らいである。

5.研 究発表 と討論を通 じて拓かれた問い、暫

  定的な解の案

 以上、言語処理学会第22回 年次大会のテーマセッ

ション『文理・産学を越えた翻訳関連研究』の模様 を、

各プレイヤー間の連携 と問題 ・可能性について整理 ・
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一
          TCシ ンポ ジ ウム2016(東 京)参 加 報 告

           山本ゆ うじ(秋 桜舎代表)

機械翻訳課題調査委員会ワーキンググループ3(UTXチ ーム) リー ダ ー

写真1TCシ ンポジウム2016(東 京)会 場 ・工学院大学

1.は じめに

 本 稿 で は 、TC(technical communication)シ ンポ

ジ ウ ム2016に 、AAMT WG3(UTXチ ー ム)リ ー ダ

ー 山本 ゆ う じ(筆 者)が 参加 した 結 果 を報 告 す る
。2016

年8月24、25日 の 両 日、TCシ ン ポ ジ ウ ムが 東 京 の工

学 院 大 学 で 開 催 され た(写 真1)。 本 会 議 は 、 テ クニ

カル コ ミュ ニ ケ ー ター 協 会(JTCA)が 毎 年 開 催 して

い る。今 回 は 、AAMTか ら筆 者 が聴 講 者 と して参 加 し

た。 な お 口頭 で の み 確 認 した 情 報 も あ るた め 、 万 が 一

聞 き間 違 い な どが あ った 場 合 は ご容 赦 い た だ きた い 。

2.発 表 と会議

 TCシ ン ポ ジ ウム の トピ ック の 種 類 と して は 、 マ ニ

ュア ル の 他 に翻 訳 、機 械 翻 訳 、DITAな どが 多 か っ た。

DITAは 、マ ニ ュ アル な どの た め に文 書 を構 造 化 して

記 述 す る た め のXMLフ ァイ ル 形 式 で あ る(参 考:

<http:〃ditaうp.org1?cat=13>)。 シ ン ポ ジ ウム参 加 者 の

傾 向 は、 セ ッシ ョン に よ り異 な る と思 わ れ る。 一 例 と

して 、後 述 のTCカ フ ェで 挙 手 に よ る確 認 で は メー カ

一の人がかなり多かった。

 8月24日 午前は 「セキュ リティ対策を織 り込んだ翻

訳業務のICT化 に関する考察」を聴講 した。株式会社

情報システムエンジニア リングの若林夏樹氏による講

演である。セキュリティー課題についての説明で、ク

ラウド機械翻訳サー ビスを利用することによる情報流

出の例などが示 されていた。ユーザー側としては単に

「ウェブ上の機械翻訳を使用 しているだけ」とい う意

識で、危険性にまったく気づかないまま機密情報をも

らして しまう。私見であるが、数行のセンテンスだけ

でなく、使用規約によっては、特定企業に対する大量

のテキス トマイニングにより、意図しない情報収集が

されてしまう可能性 もある。 このような情報流出は、

一度発生 してしまうと企業にとって致命的な問題とな

り、回復することは困難である。PCの セキュリティ

ーは、技術の進歩により改善されているものの、ウイ

ルスやマル ウェアも進化 している。ユーザーのセキュ

リティー意識の改善 も重要だが、抜本的にセキュリテ

ィーを改善するにはクラウドの利便性を犠牲にするし

かない。機械翻訳は必要でもクラウド機械翻訳が必須

でないのであれば、ルールベース機械翻訳 も選択肢に
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入 る と思 われ た。 ま たUTX用 語 集 形 式 で用 語 を 管理

し、機 密 用語 の フ ラグ を設 定す る こ とに よ り、用 語 レ

ベ ル で の チ ェ ック を行 うこ とが で き る。

 24日 午後 に は 、 「テ クニ カ ル コ ミュニ ケ ー シ ョン分

野 に お け る 専 門 用 語 の 統 一 活 動 一Terminology of

Technical Communication-」 を聴 講 した 。 ドイ ツ を

中心 とす るテ クニ カ ル コ ミュニ ケ ー シ ョン組 織tekom

のMichael Fritz博 士 に よ る講 演 で あ る。 これ は 、

AAMTのUTX用 語 集 形 式 標 準化 、 ま たAAMTか ら

筆 者 が参 加 して い るISOITC37(タ ー ミノ ロ ジー)委

員 会 で の活 動 と関係 して い るの で興 味 深 か っ た。 た と

え ば 「用 語 集 は 積 極 的 に 配 布 す べ き」とい う主 張 な ど、

筆 者 が 日 ごろ か ら考 え て い る こ と と近 い点 が 多 か っ た。

tekom用 語 集 で は、 「好 ま しい 」 用 語 と 「禁 止 」 用 語

の 区 別 も行 うそ うだ が 、 これ はUTXで の承 認 語 と禁

止 語 に 似 て い る。将 来 的 に は ウェ ブ でtekom用 語 集 が

公 開 され る との こ とで あ る。

 そ の 後 、 基 調 講 演 の 「テ ク ニ カル コ ミ ュニ ケ ー シ ョ

ンの バ イ ア ス 」 を 一 部聴 講 した(す べ て の セ ッシ ョ ン

を 同時 聴 講 で きな い た め)。ス トー リー がTCに も重 要

と い う主 張 は 興 味 深 か った 。

 ま た 、パ ネ ル デ ィス カ ッシ ョ ン 「『で き るテ クニ カ ル

コ ミュニ ケー ター 』 を育 て るに は?」 を聴 講 した 。 質

疑 で は 、筆 者 は 、用 語 管 理 に 関 す る考 え を伺 っ た。「TC

と翻 訳 で は 、分 か りや す さ とい う観 点 か ら も用 語 管 理

は 重 要 で は な いか 」 と い う問 い に対 して 、 ヤ マ ハ 株 式

会社 の石 川 秀 明氏 か らは 「日本 語 で は人 間 味 を出 す た

め に あ え て統 一 して い な い。英訳 す る と きは統 一 す る」

とい う回答 を頂 い た。

 8月25日 午 前 に は 、AAMTで も たび たび 講 演 ・寄

稿 い た だ い て い る株 式 会 社 ヒ ュ ー マ ンサ イ エ ン ス の

「日英翻 訳 で も機 械 翻 訳 は使 え る!～ 事 例 か らわ か る

日英機 械 翻訳 活用 の ポ イ ン ト～ 」を聴 講 した 。「あ る 日

英 案 件 で は統 計機 械 翻 訳 よ りル ー ル ベ ー スの ほ うが精

度 が 良 か っ た 」とい う結 果 が 紹 介 され た。案 件 の性 質 、

分 野 、 分 量 な ど さま ざま な要 因 に も よ る もの の 、筆 者

の 見 解 と基 本 的 に 一致 す る。

 8月25日 午後はTCカ フェに参加 した。質疑を歓迎

するインタラクティブな方式のカジュアルな雰囲気で、

マニュアル作成の現場の声が聞けて、内容としては最

も興味深かった。設計側の意図がくみ取れないなど、

ライターの悩みが挙げられた。 このセッションは、内

容をより細かく分けて、詳しく知りたいと感 じた。

 また、会場ではマニュアル コンテス トの結果が展示

されていたが、そこでの出品作品の評価ポイン トも読

んでいて興味深かった。一般人には違いが分か りにく

いこともあるが、分か りやすい工夫がされているマニ

ュアルに対する評価には頷けるものもあった。

3.ま と め

 シ ン ポ ジ ウ ム全 体 で は 、AAMTで 行 うMTフ ェ ア な

ど に参 考 に な る か も しれ な い 、 い くつ か の気 づ き が あ

っ た。 最 大 で11も の トラ ック が 並行 して い る た め 、

関 心 が あ っ て も聴 講 で き な いセ ッシ ョン が 多 か っ た 。

ま た資 料 を ダ ウン ロー ドす る仕 組 み が な い。 紙 で 頂 い

た配 付 資料 の量 が増 え 、重 た い上 に後 で電 子化 処 理 が

必 要 に な る。 セ ッシ ョン の トピ ック に は マ ニ ュ ア ル の

電 子 化 が さか ん に 取 り上 げ られ て い る の に 、残 念 な こ

とだ っ た。AAMTで の フ ェア や セ ミナ ー な どで は 、並

行 トラ ック を減 ら し、PDFで の 資 料 配 付 は 事 前 に しっ

か り準備 して お くの が よ い と思 われ る。

 1セ ッシ ョン の 時 間 は 、1ま た は2時 間 で あ っ た 。

情 報 を 限 られ た 紙数 や 時 間 で 、確 実 か つ 簡 潔 に 、 要 領

よ く伝 え る の が テ ク ニ カル コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンで あ る

な ら、 内容 に よっ て は1セ ッシ ョン が30分 く らい で

もよ い と感 じた。

 総合 的 に は 、TCシ ン ポ ジ ウ ム に参 加 して さま ざ ま

な 情 報 が 得 られ 、極 め て有 意 義 だ っ た。マ ニ ュア ル は 、

翻 訳 の 対象 文 書 の 種 類 と して は 一 部 で しか な い か も し

れ な い。 た だ 「よい 説 明 文 章 とは 」 とい う問題 意 識 は

「よい 翻 訳 とは 」 とい うこ とに もつ な が る。機 械 翻 訳

の トピ ッ ク も多 か っ た た め 、AAMTと の よ り密 接 な協

力 関係 が構 築 で きれ ば 双 方 に 有 意 義 と思 わ れ る。

42



一

         多言語情報発信支援の社会実装に関する研究

 井佐原 均

豊橋技術科学大学

1.は じめに

 スマー トフォンやパソコンで、テキス トを入力 した

り、テキス トを読むとい うことは 日常化 している。機

械翻訳の精度向上によって、テキス ト翻訳による情報

の受発信は急速に社会に普及 していくと思われる。

 2020年 に東京オ リンピック ・パラリンピックが

開催されることを受け、海外からの観光客の増加に向

けて、観光情報をは じめとする地域の情報の多言語化

は重要である。場所的 ・質的 ・量的に出来るだけ多 く

の情報を発信 したいが、人手による翻訳はコス トとス

ピー ドの点で困難であ り、機械翻訳の活用が必須であ

る。機械翻訳システムによって、観光ガイ ドブックに

載っているような主要な観光地に関する情報だけでは

なく、小規模な旅館、神社、土産物店などからもリア

ルタイムの情報発信が可能になる。

 これは観光分野に限定されるものではない。国際競

争力強化にはウェブ等での情報発信の多言語化が必須

であ り、工業製品や地域の特産品の輸出など、波及効

果は膨大である。現時点では汎用の機械翻訳システム

は、特に 日本語からの情報発信の観点からは、精度が

十分とは言えないが、Neural Machine Translationや 、

より多くのデータを共有す る枠組みにより、大幅な精

度向上が期待できる。関連組織間のデータ共有により

機械翻訳を用いた翻訳プロセスの完成度を高めること

が必要である。すなわち、対象分野の大量の対データ

を利用することによる性能の向上を行い、効率良い多

言語情報発信 を実現することにより、国際競争力を向

上する。

 個々の組織の文書の提供(公 開)が 、機械翻訳の精

度の向上につなが り、個々の組織や地域のより大きな

ビジネスチャンスに結び付く。多くの企業は翻訳の速

度や精度を競っているわけではないのだから、企業同

士が翻訳という非競争領域では協力 しあう(デ ータを

提供 しあう)こ とにより、それぞれの企業が競争領域

での個々の競争力の強化に集中できる。

2.多 言語情報発信支援 に向けて

 国立大学法人豊橋技術科学大学では、新 しい価値を

創造し、地域社会の活性化に貢献する研究拠点として、

平成28年4月1日 に技術科学イノベーション研究機

構を設立した。ここでは国内外の研究機関や企業 との

マ ッチングファン ド形式により、特定分野の最先端を

切 り開くとともに、研究成果の社会実装 ・社会提言力

の強化を目指 している。機構のプロジェク トの一つ と

して、多言語情報発信支援の社会実装に関する研究が

行われている。この研究の概要を以下に示す。

 既に述べたように、我が国の国際競争力強化のため

には多言語による情報発信が必須である。我が国産業

の市場拡大や、年々増加傾向にある海外か らの来訪者

へのサー ビス向上、そして一層の海外来訪者増のため

には、多言語による様々な情報へのアクセスを可能に

することが重要となる。一方で情報通信技術(ICT)

がより高度化するにつれ、情報の更新頻度は高 くなっ

ている。事前に情報を翻訳 してお く静的な翻訳では現

代の様々なニーズを満たすことは時間とコス トの両面

において現実的ではなくなってきている。また、日本

は頻繁に自然災害に見舞われる国でもあり、防災 ・災

害に関する情報などにおいては、リアルタイムに多言

語に翻訳 し、正確な情報を提供できることが重要であ

る。
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 このような課題に対する解決策の一つとして、我々

は、 日本マイクロソフ ト株式会社、株式会社ブロー ド

バン ドタワーと協力 し、機械翻訳システムを中心 とす

る自然言語処理システムによって、品質の高いリアル

タイム翻訳サー ビスを実現 し、社会実装することを目

指 している。三者がそれぞれのテクノロジーを持ち寄

り、AI・機械学習による多言語 コミュニケーションの

実現に向け協働を開始 した。

 この内容は2016年6月21日 に東京で記者説明会を

開催 して広報 した。当日は40名 近い記者の参加があ

り、日刊紙6紙 への記事掲載や30件 を超えるネッ ト

ニュースへの掲載を得た。共同研究のイメージを図1

に示す。

 この協働では、今後、大幅な増加が見込まれる海外

からの来訪者に向けて、観光情報をはじめ、滞在中に

必要となる医療、災害など、様々な言語による情報を

リアルタイムに提供する翻訳サー ビスを、東京オ リン

ピック ・パラリンピックが開催される2020年 までに

インターネ ット上の様々なサー ビスで活用可能にする

ことを目指 している。

 三者は、実社会における様々なシーンでのAI・ 機械

学習の活用促進を目的に、機械学習の品質向上に必要

となる情報の収集や ビッグデータの構築を多くの組織

や業種の協力を得ながら協働で推進する。得 られたデ

ータを分析することで翻訳サービス品質の向上を図る。

Y   豊橋技術科学大学

3.お わ りに

 機械翻訳は、我々の生活から言語障壁を取 り除き、

我々と世界をつなぐ重要な技術になりつつある。機械

翻訳技術を用いて、地域や企業の情報を世界に発信す

ることにより、地域や企業のステータスを向上 し、地

域や企業と世界をつなぐグローバル社会を実現するこ

とが可能であろう。

 本研究開発の成果により、企業 ・産業においては翻

訳データの共有による関連組織間のネットワークの強

化と、非競争領域での協力による、競争領域でのグロ

ーバル化が実現できる。

 多言語化された文書を介 したコミュニケーションに

よって、世界の人々の間の距離を近づけることが可能

となる。また本稿では触れなかったが、世界中のボラ

ンティアによって後編集作業を行 うなど、多言語化す

るプロセスによって、世界の人々の距離を近づけるこ

とが出来よう。情報技術による多言語コミュニケーシ

ョンが世界を繋ぎ、その影響は社会 ・文化に広がる。

科学技術が牽引する新たな社会システムの実現が可能

となろう。

 機械翻訳システムが社会 ・文化のイノベーションに

貢献することを願っている。

eeθ
 B⑩鵬 開d鰍 ㎞匹

棟武会社ブmド バンドタワー

灘難欝灘灘譲雛劉籔麟一 嚢
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      ㊥
  〆r                   }
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図1 3者 共 同 プ ロジ ェ ク トの イ メー ジ
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一 「第26回JTF翻 祭」のお知らせ

                  一般社団法人 日本翻訳連盟

           JTF理 事 ・第26回 翻訳祭企画実行委員長 古谷 祐一

〈第26回JTF翻 訳祭開催のご案内〉

★☆ ★ 第26回JTF翻 訳 祭 ★ ☆ ★

【日時 】

 2016年11月29日(火)9:30～21:00(開 場9:00)

日本 翻 訳 連 盟 で は 、 来 るll月29日(火)、 東 京 の

アル カデ ィ ア 市 ヶ谷(私 学 会館)を 会場 と して 、恒

例 の 「JTF翻 訳 祭 」を 開 催 い た しま す。 AAMT様 は

じめ各 関 連 団体 よ り後 援 を いた だ いて お ります 。

今 年 掲 げ る テ ー マ は 、 「考 え よ う、 翻 訳 の こ と～ と

も に歩 む 翻 訳 の未 来 へ ～ 」で す。分 科 会 形 式 に よ る

「講演 ・パ ネ ル デ ィス カ ッシ ョン」及 び 「プ レゼ ン ・

製 品説 明 コ ー ナ ー 」、 「翻 訳 プ ラザ(展 示 会)」、 「交

流 パ ー テ ィー 」 な どの催 し物 を用 意 して お ります 。

交 流 パ ー テ ィー は 参 加 者 同 士 の 交 流 促 進 や 情 報 交

換 の 場 と して ご活 用 いた だ けれ ば 幸 い で す 。

翻 訳 祭 は 翻 訳 者 、翻訳 会社 、ク ライ ア ン ト、翻 訳 支

援 ツー ル メー カー 、翻 訳 ス クー ル 等 の業 界 関係 者 が

一 堂 に 会 す るイ ベ ン トです
。翻 訳祭 を通 して 、参 加

者 の 皆 様 に 新 た な 人 脈 形 成 や ビ ジ ネ スの 機 会 が 生

まれ る こ とを願 っ てお ります 。

翻 訳 祭 にぜ ひ と もご来 場 くだ さい ます よ う、よ ろ し

くお 願 い 申 し上 げ ます 。

【場 所 】

「アル カ デ ィ ア 市 ヶ谷(私 学 会 館)」 東京

※JR・ 地 下 鉄 「市 ケ 谷駅 」 よ り徒 歩2分

【主催 ・運営】

一般社団法人 日本翻訳連盟

第26回JTF翻 訳祭企画実行委員会

【後援】

経済産業省 ・アジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)他

【概要】

 JTF翻 訳祭は今年で第26回 を迎えます。今年から

JTFの 定款に 「通訳」の2文字が刻まれ、翻訳 ・通訳

を含めた業界団体として更なる拡大に期待が集ま

っています。同時に2020年 の東京オ リンピックの開

催や訪 日外国人増加による翻訳・通訳需要の拡大な

ど、業界を取 り巻 く環境が次第に変化 していく中、

業界関係者の連携をより一層深めることが必要と

されています。

 JTF誕 生から四半世紀が経過 した今だからこそ、

「翻訳のこと」を再考 し、ともに歩みながら輝かし

い翻訳の未来を引き寄せることが重要だと感 じ、

「考えよう、翻訳のこと～ともに歩む翻訳の未来へ

～」を今年のテーマに掲げました。

 さて、 「翻訳の原点」とはどこにあるのでしょう

か?人 それぞれ考え方は異なりますが、私は 「翻訳

者」にあると思います。翻訳会社、翻訳支援ツール

メーカー、ソースクライアン トのいずれでも、また

統計的機械翻訳の学習プロセスでも、 「翻訳者」の

存在があってこそビジネスが成 り立ち、技術は革新

します。このような考えから、今年の企画実行委員

は私を除いて全員 「翻訳者」で構成 されています。

「翻訳者」の視点で業界関係者のバランスを配慮 し

ながら、今までにない新 しい翻訳祭を目指 し、良質

なコンテンツを集めるための議論を重ねてきまし

た。

 用意 したのは24の 講演&パ ネルディスカッショ

ン。翻訳プラザでは、製品のプレゼンコーナーに加

え、海外を含む約40社 が展示ブースで自社の製品
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を紹介 します。見たことのないツールや新機能を発

見できるかもしれません。

 そ して交流パーティー。300名 を超える業界関係

者が集い、情報交換やビジネスマッチングの機会と

して活用 されています。

 なお、今回の翻訳祭では、AAMTの 会長である中

岩氏がモデレーターを務め、同団体メンバーである

長瀬氏、須藤氏、河野氏が参加されるパネルディス

カッションが催されるほか、翻訳プラザにてAAMT

様にご出展いただきます。

 翻訳祭企画実行委員会全員がこだわって準備 し

ているJTF翻訳祭。今年の翻訳祭は何かが違 うと感

じていただけたら幸いです。

【総来場者数(見 込み)】

900名(前 年度実績890名)

【プ ロ グ ラ ム 】

・開 場/受 付 開 始 9:00～

・ トラ ッ ク1～6 【6会 場 】9:30～18;00

全24セ ッ シ ョ ン

・プ レゼ ン ・製 品 説 明 コ ー ナ ー

9:30～ 且7:00全6セ ッ シ ョ ン

・翻 訳 プ ラ ザ(展 示 会)

9:00^-17:30

・交 流 パ ー テ ィ ー

18:30～21:00(150分)

【お 申 し込 み 】

下記 サ イ トか らお 申 し込 み くだ さ い。

http://www.jtfjp/

会会 場 に お 立 ち 寄 り くだ さい 。

〈展 示 内容 〉

・翻 訳 支援 ツ ール メー カ ー の 製 品デ モ

・翻 訳 会 社 との翻 訳 相 談(翻 訳 発 注 ・翻 訳 者 登 録 等)

・翻 訳 学校 の 翻 訳 講座 紹 介

・出 版 社 の 翻 訳 書 籍 販 売

● プ レゼ ン ・製 品 説 明 コー ナ ー

 今 年 も展 示 会 に 隣 接 して 「プ レゼ ン ・製 品 説 明 コ

ー ナ ー 」 を併 設 します 。 プ ロジ ェ ク ター ・ス ク リー

ン を備 えた 特 設 会 場 と な っ て い ます 。

・1セ ッ シ ョン60分/6セ ッシ ョ ン

・プ レゼ ン コー ナ ー を増 設 し、85名 収 容 可 能!

※ 翻 訳 プ ラザ 、プ レゼ ン ・製 品 説 明 コー ナ ー へ の 参

加 は 無 料 で す(事 前 登 録 不 要)。

●交流パーティー

 情報交換を行い、これからの業界の展望などを語

り合 う機会となります。昨年に続いて 「ほんやく検

定1級 合格者の表彰式」を行います。お仕事のため

の人脈作 りや最新の業界の動向をつかむためにぜ

ひご参加ください。

〈 ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッフ募 集 中!〉

 募 集 内容 は 、 「受 付 」 「会 場 司 会 」 「会 場 ア シス タ

ン ト」 「書 記 」 「写 真 」 です 。 ボ ラ ンテ ィア ス タ ッフ

に ご協 力 い た だ く方 の 「講 演 ・パ ネ ル デ ィス カ ッシ

ョン」 参 加 料 は無 料 です(パ ー テ ィー は 有 料)。

詳 細 はJTFウ ェ ブ サ イ トに 随 時 掲 載 い た します 。

【お 問 い合 わせ 】

一般 社 団 法 人 日本 翻 訳連 盟 事 務 局

http://www.jt£jpE-mail:info@jtfjp

●翻訳プラザ(展 示会)

 出展40社(2016年9月 現在)

 翻訳プラザは、翻訳業界の企業が参加する展示会

です。来場者 と出展企業が交流 し、情報交換する場

です。AAMT様 も出展されます。どうぞ3階 の展示
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一 一
産業翻訳分野における 日英機械翻訳の実用化に向けて

             徳 田 愛

株式会社 ヒューマ ンサイ エ ンス ドキ ュメン トソ リュー シ ョン部

1.は じめ に

 株式会社 ヒューマンサイエンスでは、産業翻訳分野

の機械翻訳導入コンサルティングを実施 している。国

内でも英語か らヨーロッパ言語、もしくは英語から日

本語 といった言語ペアを中心に、機械翻訳を導入する

企業が増えてきている。一方、日英機械翻訳について

は、日英の言語構造の違いが原因で、機械翻訳の精度

が十分な レベルには達 しておらず、実用化が遅れてい

るという状況があった。 しか し、日英機械翻訳につい

ても、

・日本語 と英語のマニュアルを同時 リリースするため

に、翻訳期間を短縮 したい

・大量にある社内の仕様書やサポー ト文書を効率的に

翻訳 したい

・社内の ドキュメン トをとりあえず英語に翻訳 したい

といった理由か ら、ここ数年 日英機械翻訳を導入 した

いというニーズが高まっている。

 弊社で2015年1月 から2016年6月 までに実施 し

た機械翻訳セ ミナーでも、「機械翻訳を導入 したい言語

は?」 という質問に対して、「日英翻訳」という回答が

141人 中37人 で一番多いとい う結果になった。

 機 械 翻 訳 を導 入 したしこ亘 幽 :OixNAM zou#zs‐z。16年胡

 日英

 英日

 英欧
 日中

 英中

 日韓

 英韓

その他

けた品質向上やワークフロー構築に取 り組んできた。

その結果、日英機械翻訳であっても、条件や ワークフ

ロー次第でコス ト削減や翻訳期間の短縮を実現するこ

とが十分に可能であることがわかっている。

 そこで、今回は産業分野の ドキュメン トを使用 した

日英機械翻訳の検証事例を紹介し、日英機械翻訳実用

化に向けての課題を考察する。

2.日 英機 械翻 訳検 証 事例

 検証を実施 したのは、製造業分野の2っ のプロジェ

クトである。

●2つ のプロジェク トの概要

纈 購 幽

分野・     1製造業・精密機器  製造業・FA機器
対象製品

対象 肢術文書          1
1HTMLマ ニ ュア ル

ボリューム 納100万 文字/年 間 1約40万文字/年 間
    旨                  1

     約90000セ ンテンスコーパス

    旨(約300万文字)

1約38000モ ヲ弓ミヲ1天コ1

(約130万 文 字)

    0       10      20      30      40

こうした「日英機械翻訳」へのニーズの高まりを受け、

弊社では産業翻訳分野での 日英機械翻訳の実用化に向

 プ ロジ ェ ク ト① は 、設 計者 や 開発 者 が書 いた 精 密 機

器 の 申請 書 や 仕 様 書 な どの技 術 文 書 が翻 訳 対 象 で あ る。

プ ロジ ェ ク ト② は 、FA機 器 のHTMLマ ニ ュ アル が 翻

訳 対象 で あ る。

 統計 ベ ー ス のエ ン ジ ン に 読 み 込 ませ る こ との で き る

コーパ ス に 関 して は 、 プ ロジ ェ ク ト① は プ ロ ジ ェ ク ト

② に対 して 、2倍 以 上 の 分 量 が あ っ た。 一般 的 に統 計

ベ ー ス のエ ン ジ ン に読 み 込 ませ る コー パ ス は、 分 量 が

多 けれ ば 多 い ほ ど、 エ ン ジ ン の精 度 が 高 くな る と言 わ

れ て い る。 そ の た め 、 コー パ ス の 分 量 が 多 いプ ロ ジ ェ
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ク ト① の方 が エ ン ジ ン の トレー ニ ン グ とい う点 で は 有

利 と考 え られ る。

 ●使用 したエンジン

 この2つ のプロジェク トのデータを用いて、以下の

3つ の機械翻訳エンジンを使用 して、品質の比較検証

を実施 した。

うにな った 。

巳
0 ・ 語;・ ニー二

エ ン ジ ンA:

国 内 企 業 が 販 売 して い るル ー ル ベ ー スエ ン ジ ン

エ ン ジ ンB:

海 外 企 業 が販 売 して い る統 計 ベ ー スエ ン ジ ン

エ ン ジ ンC:

オ ー プ ン ソー ス の統 計ベ ー ス エ ン ジ ン

ioo

30覧

50%

30・'6

zo,rs

o;

  エンジンA

   (ルール)

            [7Exce器e織t

               ・sr

            ■Mediu飢

             Poor

エンジンB    エンジンC

(統計 ・第販)(統 計 ・オープンソース)

 ●品質評価方法

 2つ のプロジェク トの検証結果については、製造業

の機械分野の翻訳を専門にしている日英翻訳者3名 に

より、対象 ドキュメン トをランダムに抽出 した50文

に対 して、一文ずつ以下の四段階での評価を実施 した。

 分類の定義は次の通 りである。

ポス トエディット不要

文法、構文が正 しく、訳文を読めば、

原文の意味が正確に理解できる

ioo=、

pQ. 

60イ

ao5

zov,

0?E,

                  口Excellent

                  口Good

                   Medium

                  口Po◎r

エンジンA  エンジンB    エンジンC

(ルー ル) (統計・市販)(統 計 ・オープンソース)

図2 各 プ ロ ジ ェ ク トで の 品 質 評 価 結 果

Excellent

Good

Medium

Poor

部分的にポス トエディットが必要

文法、構文に多少のエラーは含まれ

るが、原文の意味が正確に理解でき

る

ポス トエディットが必要

文法、構文に多少のエラーがあり、

原文の意味が正確に理解できない

再翻訳が必要

文法、構文に重大なエラーがあ り、

原文の意味が理解できない

3.検 証 結果

 2つ のプロジェク トでの検証結果は次のグラフのよ

 プ ロ ジ ェ ク ト① は 、全 エ ン ジ ン 平均 で 「Excellent」

と 「Good」 の 占 め る割 合 が 全 体 の36%、 プ ロジ ェ ク

ト② で は55%と い う結 果 に な っ た。プ ロジ ェ ク ト② の

品 質 で あれ ば 、 目標 品質 は 「人 と同 じ レベ ル 」 に維 持

しな が ら も翻 訳 コス トお よ び 翻 訳 期 間 は34%削 減 で

き る試 算1と な り、機 械 翻 訳 後 に ポ ス トエ デ ィ ッ ト(訳

文 修 正)を 実施 すれ ば 、 十 分 に 実 用 的 に使 用 可 能 な レ

ベ ル と言 え る。 一 方 、 プ ロ ジェ ク ト① の 品 質 で は 大 部

分 の訳 文 を 大幅 に修 正 す る 必 要 が あ るた め 、 実 用 的 に

使 用す る の は 難 しい レベ ル で あ る。

4.検 証結 果 の考 察

 プロジェク ト①と②では、対象 ドキュメン トの種類

や コーパスの分量とい う条件が異なっていた。一見す

ると、日英機械翻訳の導入は難 しいと言われることの

多い 「マニュアル」が対象であり、コーパスの分量が

少ないプロジェク ト②の方が、品質が低くなるのでは

ないかと考えられるが、結果はプロジェク ト②の方が

1試 算結果 については、品質評価結果 よ り、各品質 レベル で

訳文修正にかか る負荷 に基づいて 、弊社独 自の計算式 を使用

して算出。
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品質 が 良 い結 果 と な った 。

 こ の結 果 か ら、 単 純 に対 象 ドキ ュ メ ン トの 種 類 や コ

ー パ スの 分 量 だ けが 、 日英 機 械 翻 訳 の 品 質 を左 右 す る

わ け では な い こ とが わ か る。

 そ こで 、 日英機 械 翻 訳 の 品 質 の 違 い を生 む 要 因 を探

るた めに 、プ ロ ジ ェ ク ト① とプ ロジ ェ ク ト② に つ い て 、

「対 象 ドキュ メ ン ト」 と 「コー パ ス」 とい う2つ の 観

点 で 比 較 を行 っ た。 そ の結 果 、2つ の プ ロ ジ ェ ク トで

の 品 質 の 違 い を 生 ん で い た 大 き な 要 因 と して 、

・対 象 ドキ ュ メ ン トの 日本 語 の 書 き 方

・コー パ ス の 品 質 と特 化 性

とい う2つ の ポイ ン トが あ る こ とが わ か っ た。 こ の2

つ の ポ イ ン トに つ い て 、詳 述す る。

5.日 本語 の書 き方 の違 い

 プロジェク ト① とプロジェク ト②では、対象 ドキュ

メントの 「日本語の書き方」に違いが見られた。プロ

ジェクト①では、プロジェク ト②に比べて一文が長 く、

意味が曖昧な文章が多い傾向があった。

 ● 一 文 の長 さ

 プ ロジ ェ ク ト① とプ ロジ ェ ク ト② の一 文 の 長 さを 比

較 した と ころ 、 プ ロジ ェ ク ト① の方 が長 い 文 が 多 い傾

向 に あ っ た。 以 下 に示 す の は 、 各 プ ロジ ェ ク トの 対 象

ドキ ュメ ン トの 文字 数 の 平均 値 と中 央値 、 そ して 、 各

文 の 文 宇数 ご との割 合 を示 した グラ フ で あ る。

副

ノ
避

』

劇
誘

.

物

一圓

菰

・

.

姻
鵡

5

0

5

0

5

0

5

0

 

如
羅

■フ ロジェクFt

ロブ ロジェクト2

図3 原文一文ごとの文字数の分布

 2つ の プ ロ ジ ェ ク トの 文字 数 の 平均 値 、 中央 値 に は

大 き な差 は ない が 、 プ ロ ジ ェ ク ト① で は50文 字 以 上

の 文が 占 め る割 合 が 極 端 に 多 くな っ て い るの が わ か る。

一 方
、プ ロ ジ ェ ク ト② で は10文 字 か ら19文 字 を ピー

ク に、 文 字 数 が 長 く な る につ れ 、全 体 に 占 め る割 合 が

減 って い る。 日英機 械 翻 訳 の 場 合 、文 法 構 造 の 難 しさ

か ら、 一 文 が 長 くな れ ば な る ほ ど主 語 や 目的 語 な ど を

正 確 に認 識 す るの が 難 し くな り、 特 に50文 字 以 上 に

な る と正 確 に翻 訳 す るの は極 めて 難 しい と され て い る。

実 際 に、50文 字 以 上 あ っ た 文 の うち 、87%はPoorも

し くはMediumの 品 質 で あ った 。以 下 に 、実 際 に プ ロ

ジ ェ ク ト① でPoorと 評 価 され た 文 を例 と して 紹 介 す

る。

平均値

(文字)

中央値

(文宇)

プロジェク ト①

32

28

プロジェク ト②

28

25

原文

ま た 、本 製 品 に は 、 本 体 を コ ン トロール す る ア プ リ

ケー シ ョン と、 先 述 の プ ロ グ ラ ム の 起 動 、及 び プ ロ

グ ラ ム の ア ップ デ ー ト機 能 を コ ン トロール す るア プ

リケー シ ョンで 構 成 され て い る。

訳文(機 械翻訳結果) ※Poorレ ベル

Moreover, an application which controls a main

body, and an application that controls starting of

the previously mentioned application program

and an upgrade function are consisted of by this

product.

日本語が長く複雑であるために主語が正 しく認識さ
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れ ず 、主 語 と な るべ き 「本 製 品 」 が 英 文 で は末 尾 に置

かれ て主 語 と して 認 識 され て い な い。 他 に も 文法 エ ラ

ー な どが あ り
、一 か ら訳 し直 しが必 要 なPoorレ ベ ル

の品 質 で あ る。

 こ の例 文 と同様 に 、 プ ロ ジ ェ ク ト① で は 「長 い 文 が

多 い 」 こ とが 、 品質 が 低 下 した要 因 の一 つ とな っ て い

た。

 ●意味の明確 さ

 プロジェクト① とプロジェク ト②では、意味の明確

さとい う点でも違いが見られた。

 プロジェク ト①の日本語の書き方を分析 したところ、

全体の32%の 文章に以下のよ うな特徴が見 られるこ

とがわかった。

・主語 ・目的語が不明確

・係 り受けが不明確

・具体的な動詞が使用されていない

 「ABC操 作 に 」の 「に」 と い う助 詞 の 用 法 が 曖 昧 で

あ り、複 数 の 意 味 に 解 釈 で き る書 き方 にな って い る。

本 来 は 「ABC操 作 に お い て 」とい う意 味 で訳 され る べ

き で あ るが 、機 械 翻 訳 結 果 で は 「ABC操 作 に 対 して 」

とい う意 味 で 訳 され て しま っ てい る。

 ま た 、 動 詞 も 「コ ン トロー ル の 制 御 をお こ な う」 と

い う不 自然 で 具 体 的 で な い表 現 が 使 わ れ てお り、機 械

翻 訳 結 果 で も 「controls control」 とい う不 自然 な表 現

が 使 用 され て い る。

 この 例 文 の よ うに 、 プ ロ ジ ェ ク ト② で は 、 日本 語 の

書 き方 が 曖 昧 な文 が 多か っ た こ とが 、 品質 が低 下 した

要 因 の 一 つ と な って い た。

 ● 日本語改善による効果

 「一文が長い」「意味が曖昧」とい う問題があるプロ

ジェク ト①の原文を改善すると、訳文の品質が向上す

るのかを検証するため、プロジェク ト①の原文を以下

の観点で書き換えた。

 一 方 、 プ ロ ジ ェ ク ト② で は 、 上 記 の よ うな 問 題 の あ

る文 は全 体 の2%で あ っ た。 プ ロジ ェ ク ト① で は 、 日

本 語 で主 語 や 目的 語 が 不 明 確 で あ っ た り、係 り受 けが

不 明 確 で あ っ た りす る文 が 多 か った た め に、 機 械 翻 訳

後 の 訳 文 で誤 訳 に な って い る傾 向が あ った 。 実 際 に、

プ ロ ジ ェ ク ト① で 意 味 が 曖 昧 な 文 章 の うち 、93%は

Poorも し くはMediumの 品 質 で あ っ た。

 以 下 に 、実 際 に プ ロ ジ ェ ク ト① でPoorと 評 価 され

た文 を例 と して紹 介 す る。

・長い文は意味の切れ 目に応 じて区切る

・曖昧な助詞が使われている箇所を修正する

・修飾関係が不明確な箇所を修正する

・曖昧な動詞を具体的に修正する

 以下は、プロジェク ト①で問題があった日本語につ

いて、一文を短 く意味が明確になるように書き換え、

機械翻訳結果の品質を評価 した結果である。

原文

 本 プ ロ グ ラ ム は 、ABC操 作 に主 に解 析 、充 電 電 源 の

コ ン トロー ル の制 御 をお こ な う。

訳文(機 械翻訳結果) ※Poorレ ベル

 This program mainly controls control of an

analyzation and a charge power supply to ABC

operation.

原文(改 善前)

 ま た 、本 製 品 に は 、本 体 を コン トロール す る ア プ リ

ケ ー シ ョン と、 先述 の プ ログ ラ ム の 起 動 、及 び プ ロ グ

ラ ム の ア ップデ ー ト機 能 を コン トロー ル す る ア プ リケ

ー シ ョン で構 成 され て い る
。

原文(改 善後)

ま た 、本 製 品 は 、 以 下 で構 成 され て い る。

・本 体 を コ ン トロール す るア プ リケ ー シ ョ ン

・先述 の プ ログ ラム の 起 動 お よび ア ップ デ ー ト機 能
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を コ ン トロー ル す るア プ リケ ー シ ョン

訳文(改 善後 ・機械翻訳結果) ※Goodレ ベル

 Moreover, this product consists of below.

 ・Application which controls a皿ain body

 - Application which controls starting of a

previously mentioned program, and an upgrade

function

 長く複雑だった文を、箇条書きを使用 し3文 に分け

ることで、各文の構文が正しく認識 しやすくなり、訳

文の品質が向上した。 日本語の改善前はPoorの 品質

だったのに対 し、改善後はGoodの 品質にまで向上し

ている。

 次のグラフは、プロジェク ト①で最初に評価 した

100セ グメン トを対象に日本語の書き方を改善し、改

善前 と改善後の機械翻訳の品質を比較 した結果である。

10Q°lo

$0°10

60°1

40%

20°I

 oio

OExcellent

口Good

層Medium

雪Poor

改善前 改善後 改善前 改 善後 改 善前 改 善後

 ーンジンA     エンジンB     エンジンC

 (ルール)    (練計・市販) (続計・オー一プンソース)

  図4プ ロジェク ト①

日本語書き換え後の品質向上結果

 いず れ のエ ン ジ ン で も 、 日本 語 を改 善 した後 の方 が

ExcellentとGoodの 文 が 占め る割 合 が 増 え て い る の

が わ か る。特 にル ー ル ベ ー ス の エ ン ジ ンで はExcelent

とGoodの 文 が全 体 の7割 を 占 め る よ うに な り、 大 き

な 品質 改 善 が見 られ た。

 これ らの結 果 か ら、 日本 語 の 書 き方 が 不 適 切 で あ っ

た とい う点 が 、 プ ロ ジ ェ ク ト① で 品質 低 下 を 招 い た 大

き な要 因 で あ っ た こ とが わ か る。

 ● 「日本語の書き方」の考察結果

 日本語は語順を入れ替えたり、目的語や主語を省略

したりすることができるため、文法構造が厳密に定ま

っている英語 と比べて、機械翻訳が文の構造を正確に

認識するのが難 しい。

 そのため、一文が短 く、意味が明確な文になってい

るかどうかが機械翻訳の品質を向上させるために重要

である。

 英語からヨーロッパ言語への翻訳の場合でも原文の

品質は重要であるが、英語の文法構造は厳密に定まっ

ているため機械翻訳エンジンが文の構造を認識 しやす

く、また英語とヨー ロッパ言語の文法構造が近いため、

原文の品質が機械翻訳の品質に与える影響は日本語に

比べると小さい。そのため、例えばライティングの ト

レーニングを受けていない開発者や設計者が執筆 した

技術資料などの ドキュメン トと、プロのライターが執

筆 した取扱説明書などの ドキュメン トで、機械翻訳の

品質の差は大きく出ないことが多い。

 一方、日本語では原文の品質が機械翻訳に与える影

響が多いため、わか りにくく冗長な文章が多い傾向に

ある技術資料などの ドキュメン トよりも、テクニカル

ライティング視点で書かれている取扱説明書やマニュ

アルの方が機械翻訳で良い品質が期待できると言える。

6.コ ー パ ス の 品 質 と 特 化 性

 次 に 、 統 計 ベ ー ス の エ ン ジ ンに 読 み 込 ませ た コー パ

ス を比 較 した。 プ ロ ジ ェ ク ト① とプ ロ ジェ ク ト② で違

い が あ っ た の は 、 コー パ スの 「品 質 」 と 「特 化性 」 で

あ る。

 ● コー パ ス の 品 質

 各 プ ロジ ェ ク トの コー パ ス の 品 質 に つ い て は 、 以 下

の3つ の観 点 で 分 析 を行 っ た

・品 質 に 問 題 が な い か(誤 訳 、 訳 漏 れ が な い か)

・一 文 の 長 さに 違 い は な い か

・訳 し方 に 違 い は な い か
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 コー パ ス に誤 訳 や 訳 漏 れ な ど が含 まれ て い る と、機

械 翻 訳 の 品質 も低 くな るが 、どち らの プ ロ ジ ェ ク トも、

コー パ ス に誤 訳 、訳 漏 れ な どの エ ラ ー は ほ とん ど確 認

で き な か っ た。 ま た 、「一 文 の長 さ」に つ い て も、違 い

が 見 られ な か っ た 。 しか し、 「訳 し方 」 とい う点 で2

つ の プ ロ ジェ ク トで は違 い が 見 られ た。

 ● コー パ ス 内 の 文 章 の 「訳 し方 」

 コー パ ス 内 の 文 章 の 「訳 し方 」 に つ い て 比 較 を した

と こ ろ、 プ ロ ジ ェ ク ト① で は 意 訳 され た 訳 文 が 多 い の

に対 し、 プ ロ ジ ェ ク ト② で は 逐 語 的 に 訳 され た 訳 文 が

多い とい う傾 向 が あ った。

 次 に示 す の は 、 プ ロ ジ ェ ク ト① の コー パ ス に 登 録 さ

れ て いた 原 文 ・訳 文 の 例 で あ る。

 この よ うに、プ ロジ ェ ク ト① とプ ロ ジ ェ ク ト② で は 、

コー パ ス内 の文 章 の 「訳 し方 」 に違 い が あ っ た。 プ ロ

ジ ェ ク ト① で は 、意 訳 され て い る 文章 が 多 く、 正確 な

対 訳 を学 習 す る の に適 して い なか っ た こ とが 、 エ ン ジ

ンの 精 度 が 低 くな っ て い た原 因 と して 考 え られ る。

原文

 ポイン トされている全てのグラフにおいて先述の線

が平行になるように処理が実行される。

訳文

 The previously mentioned lines on all the graphs

are parallel.

 こちらの例文では、日本語にある要素を一言一句訳

出するのではなく、日本語をわかりやすく言い換えた

上で翻訳 されている。実際、この訳文を日本語に戻す

と 「全てのグラフにおいて先述の線が平行になる。」と

いう意味となり、「ポイン トされている」や 「処理が実

行される」とい う要素が訳出されていないのがわかる。

 統計ベースのエンジンでは、日本語 と英語のそれぞ

れの単語の品詞を解析 して、日本語 と英語で対応する

品詞同士をひも付けながら対訳を学習するが、このよ

うにコーパス内の文章が意訳されていると、日本語 と

英語で対応 しない単語が出てきてしまうため、正確な

対訳が学習しにくくなってしまう。プロジェク ト①で

は意訳が多かったためにエンジンが正確な対訳を学習

することが阻害されてしまい、機械翻訳の精度が低下

していたことが一つの原因として考えられる。

 ● 特 化 性

 コー パ ス につ い て 、 品質 に加 え て違 い が 見 られ た の

が 、 「特 化 性 」 で あ る。 コー パ ス の 「特 化 性 」 とは 、 コ

ー パ ス の 内容 が対 象 ドキ ュ メ ン トの 内容 や 分 野 に どれ

だ け特 化 した もの に な っ て い る か とい う こ とで あ る。

コ ーパ ス の 特化 性 が 高 い ほ ど、対 象 ドキ ュメ ン トに 適

した用 語 や 表 現 、 文 体 で 翻 訳 で き る た め 、機 械 翻 訳 の

精 度 が 向 上 す る と言 われ て い る。

 今 回 の プ ロジ ェ ク トで 分析 した と ころ 、 プ ロ ジ ェ ク

ト① の コ ー パ ス は プ ロジ ェ ク ト② に 比 べ て 、 特 化 性 が

低 い もの で あ っ た。

製品群

種類

プロジェク ト①

糟 騨 ゜,
[≧セ ン テ ン ス)

19製 品

10種 類

プ ロジ ェ ク ト②

(約38000

セ ンテ ンス)

1製 品

1種 類

図6 各 プ ロ ジ ェ ク トの コー パ スの 内容

 プ ロジ ェ ク ト① の コー パ ス に は 、 一 っ の 製 品 だ け で

は な く、19も の 製 品 群 の ドキ ュ メ ン トの 翻 訳 内容 が含

ま れ て い た 。 また 、 ドキ ュ メ ン トの 種 類 につ いて も 、

技 術 資 料 や サ ポ ー ト文 書 、 仕 様 書 、 評 価 書 な どの 様 々

な 種 類 の ドキ ュメ ン トの 内 容 が 含 ま れ て い た 。 そ の た

め 、 コー パ ス 内 で 複 数 の 用 語 や 表 現 、 文 体 が 混 在 して

い て 、 対 象 ドキ ュ メ ン トとの 類 似 性 が 低 か った 。 そ の

結 果 、 適 切 な 表 現 や 用 語 を 使 用 して 翻 訳 され て い な い

とい う問題 が あ っ た 。

 一 方 、 プ ロ ジ ェ ク ト② の コー パ ス で は 、 対 象 ドキ ュ

メ ン トと 同 じ製 品 群 で 、 ドキ ュ メ ン トの 種 類 も同 じ

HTMLマ ニ ュア ル だ った 。そ の た め 、コー パ スの 中 の

用 語 や 表 現 、 文 体 が 統 一 され て お り、 対 象 ドキ ュ メ ン
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トとの類似性が高かった。その結果、対象 ドキュメン

トに適 した表現や用語を使用して翻訳されていた。

 プロジェク ト①ではコーパスの分量は多いものの特

化性が低 く、対象 ドキュメン トとの類似性が低かった

ために、機械翻訳の精度が低下 していたと考えられる。

 ● 「コーパスの品質 と特化性」の考察結果

 今回の結果から、エンジンの精度を上げるためには、

コーパスの分量だけでなく、コーパスの訳 し方や特化

性も重要であることがわかる。英語 とヨーロッパ言語

の場合は言語構造が近いが、日本語 と英語では言語構

造が大きく異なるために、コーパス内の文章の訳 し方

が統計べ一スエンジンの品質に大きく関わってくる。

単純に誤訳や訳漏れがないかといった翻訳品質だけで

はなく、コーパスが対訳を学習するのに十分な品質に

なっているかとい うことが重要である。

 また、特化性が高く、かつ対象文書との類似性が高

いコーパスを使用 した方が、適切な用語や表現で翻訳

ができるため、機械翻訳の精度を高めることができる。

将来的に機械翻訳導入を考えるのであれば、現時点か

ら製品群や ドキュメン トの種類ごとにコーパスを管理

しておくことで、特化性の高いコーパスを蓄積 してい

くことができる。

7.検 証結 果 の ま とめ

 以上の検証結果から、日英機械翻訳においては、「対

象 ドキュメン トの日本語の書き方」と 「コーパスの品

質および特化性」が品質を左右する重要なポイン トで

あることがわかる。 日本語は文法構造が複雑なため、

機械が文法構造や文章の意味を理解 しやすい原文にな

っていることや、対訳を学習しやすいコーパスになっ

ていることが機械翻訳結果で良い品質を得るためには

重要である。

& 日英機 械翻 訳 の実 用化 に向 けて

 「対象 ドキュメントの日本語の書き方」と 「コーパ

スの品質および特化性」が、日英機械翻訳においては

特に重要になる。 しかし、産業分野の ドキュメン トで

は、機械翻訳を視野に入れたプロセスが構築されてい

ないため、日本語の ドキュメン トの品質が低かったり、

コーパスがメンテナンスされていなかった りして、機

械翻訳導入のボ トルネックとなっているケースも多い。

そのため、産業翻訳分野で日英機械翻訳を活用してい

くためには、単純にエンジンの精度の向上だけでなく、

原文の ドキュメン トの改善や品質の良いコーパスの蓄

積 といった ドキュメン ト作成プロセス全体の改善が課

題 となると考えられる。

 また、産業翻訳ではマニュアルや技術資料 といった

定型文が多く、ボリュームがある ドキュメン トを効率

的に翻訳するために、翻訳支援ツールを使用 して過去

の翻訳を流用 しながら翻訳することが多い。一方、現

状、国内で市販されている日英の機械翻訳エンジンは、

Webサ イ トや社内文書を翻訳することを想定に開発

されたものが多 く、翻訳支援ツール と連携できる日英

機械翻訳エンジンの数が限られている。今後、翻訳支

援ツールと連携が可能な機械翻訳エンジンが増えるこ

とが、産業翻訳分野の 日英機械翻訳導入を促進させる

ためには不可欠である。

 こうした課題 を解決することで、産業翻訳分野での

日英機械翻訳の実用化をより加速させることができる

だろう。

 弊社では、今後も機械翻訳エンジンメーカーや研究

機関とも協同 しながら、産業翻訳分野における実務に

即 した 日英機械翻訳のプロセス構築に取 り組み、国内

のさらなる機械翻訳の普及に貢献 していきたい。

徳 田 愛(と くだ め ぐみ)

連 絡 先:m・tokuda@science.c()jp

プ ロ フ ィー ル:

機 械 翻 訳 コ ンサ ル タ ン トと して 、 国 内 企 業 に 向 け

た機 械 翻 訳 の 導 入 や プ ロセ ス構 築 の コ ン サル テ ィ

ン グ を行 う。 機 械 翻 訳 に適 した 原 文 作 成 の コン サ

ル テ ィ ン グ も実 施 。
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幽
FUJITSU Business Application

Operational Data Management&Analytics自 動 翻 訳

氏名 上柿 稔

富士通株式会社

1.は じめ に

 海 外 企 業 との協 業 、海 外 へ の 工場 進 出 、海 外 ベ ン ダ

ー か らの調 達 な ど
、近 年 日本 企 業 で は 、海 外 との コ ミ

ュ ニ ケー シ ョン の機 会 が増 え て い ます 。ま た 、TPP(環

太 平 洋 戦 略 的経 済連 携 協 定)や 東京 オ リン ピ ック ・パ

ラ リン ピ ック が 目前 に 迫 り、 ま す ま す グ ロー バル コ ミ

ュニ ケ ー シ ョ ンの 必 要性 が 高 ま る と考 え られ て い ます 。

 「FUJITSU Business ApPIication Operational Data

Management&Analytics自 動 翻 訳 」(以 下 、 ODMA自 動

翻 訳)は グ ローバ ル コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 支援 す る 高

い セ キ ュ リテ ィを 担保 しな が ら利 用 で き る高機 能 な 翻

訳 ソ リュー シ ョ ンで す 。

2.課 題 の解 決

■日本語特有の文法体系や業界特有の専門用語を、よ

りよい品質で翻訳 したい

 グローバル展開を狙 う日本企業にとって大きな障害

になっているのが 「言葉の壁」です。日本語は、漢字

やひらがな、カタカナなど多様な文字種を持ち、外国

語とは文法体系も大きく異な ります。

 また、業界ごとに特有の専門用語があ り、同じ言葉

であってもまったく意味が異なるケースも珍しくはあ

りません。例えば、「ドライバー」は運送業界では 「運

転手」、製造業界では 「ネジ回 し」、IT業 界では 「ハー

ドウェアを制御するソフ トウェア」、ゴルフ業界では

「クラブのm」 とな ります。このように 日本語への

翻訳、または日本語からの翻訳は、対応する言葉に置

き換えるだけでは意味の通 じない文章になることが珍

しくあ りません。

 「ODMA自 動翻訳」は構文と単語の意味を把握 しな

がら翻訳する 「意味処理方式」や、日本語 と英語の言

葉の違いに着 目し、主語 ・目的語を入れ替えたり、態

や時勢を替え自然な訳文を出す 「概念変形」を採用 し

ています。

■セキュアな環境で安全に翻訳サー ビスを使いたい

 企業における情報セキュリティの重要性はますます

高まってお り、機密情報や個人情報を外部に漏洩させ

ないよう、さまざまな対策が取 られています。

 一方、インターネ ット上の翻訳サー ビスを使ったこ

とか ら機密情報が漏洩する事故も発生 しています。 こ

れは、自動翻訳サイ トに入力 した文章を第三者が閲覧

できる状態になっていたため起こった問題でした。そ

のため、企業では情報漏えい対策 として、無料のWeb

翻訳サー ビスの利用を禁止する傾向が強くなってきま

した。

■海外展開に向けてグローバルコミュニケーションを

活性化させたい

 海外企業 との協業を成功 させるには、グローバル コ

ミュニケーションの活性化が必要です。言葉によるコ

ミュニケーションが円滑に進めば、ビジネスのグロー

バル展開を成功に導 くことができるでしょう。最近は

電子メールやOfficeフ ァイルだけでなく、チャット(イ

ンスタン トメッセージ)も 、ビジネス現場で活用され

るようになりました。チャットはリアルタイムにメッ

セージを送 り合 うサービスであるため、スピーディー

な翻訳が必要になります。
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 ビジ ネ ス で 活 用 され る、 さま ざま な コ ミュ ニ ケ ー シ

ョン ツー ル や フ ァイル を 自動 で 翻訳 す る 「ODMA自 動

翻訳 」 な ら、 セ キ ュア な 環 境 の も と、正 確 で わ か りや

す い 文章 に翻 訳 し、 グ ロー バル コ ミュ ニ ケー シ ョン の

円滑 な推 進 を 支援 します 。

3.ODMA自 動 翻 訳 とは

■Webブ ラ ウザ 、 Microsoft OfficeやPDFフ ァイ ル 、

チ ャ ッ ト等 で利 用 で き る 自動 翻 訳 ツー ル

 「ODMA自 動 翻 訳 」は 、ネ ッ トワー ク で使 用 す る 日

本 語/英 語 の 自動 翻 訳 ソフ トです 。 社 内 に 自動 翻 訳 サ

ー バ を設 置 し、Webブ ラ ウザ で ア クセ ス して 翻 訳 機 能

を利 用 で き ます 。

 ク ライ ア ン トPCに ア ドイ ン ツー ル を導 入 す る こ と

で 、Microsoft OfficeやAdobe Acrobatな どの ア プ リ

ケー シ ョン上 か らの利 用 も可 能 で す 。 さ らに 、 リア ル

タ イ ム に メ ッ セ ー ジ を 送 り合 うチ ャ ッ ト(Lync l

Skype for Business)で の利 用 に も対 応 して い ます 。

 a海 外 か6の 英文 報告 書セ日本語で参照

轟 鋤 曇慧 艦
 ㌧

   固内のドキュメシトを英糖にしZ海外へ送付

轟 鋤曇響
海外 とチャットー(相手の言語 にリアルタイムに翻訳)

  国内拠点             海外拠点・;鰍顧省

鱒 螺:畷慧盛
■大量の文書でも、統一 した訳語ルールで翻訳が可能

 サーバに収録された共通の辞書を使って全社で利用

できるので、社内文書を共通の訳語ルール、表記ルー

ルに基づいて翻訳することが可能にな ります。部署の

違いや文書の量が原因で、訳語の不統一が起こりやす

くな りますが、「ODMA自 動翻訳」を用いれば会社全

体で翻訳の品質を統一できます。

4.主 な特 長

■高品質翻訳:30年 に渡る日本語翻訳技術研究の集

大成

 日本語は、世界的にも特異な文法体系を持っている

と言われています。 「ODMA自 動翻訳」は、富士通の

30年 に渡る日本語翻訳の研究・開発で培われた技術が、

存分に投入 されています。

 日本語の文法体系に基づき、字句や構文を分析 して

翻訳 していますので、「日本語→英語」、「英語→ 日本語」

の双方において、正確でわか りやすい翻訳文の生成が

可能です。その精度は、第三者評価においても トップ

の成績を収めています。

■翻訳最適化:業 種別の専門用語や企業特有の言い回

しにも対応できるカスタマイズ辞書

 「ODMA自 動翻訳」は、25分 野500万 語以上の専

門辞書に対応 し、その業界に特有の用語 も正 しく翻訳

できます。これは、日本語翻訳ソフ トでは トップレベ

ルの単語数 となっています。 さらに、カスタマイズ辞

書を作成する辞書登録サービスにより、お客様の会社

特有の言い回 しや用語も適切な英文に、また英文も各

社特有の言葉を用いた日本語に翻訳できます。

■セキュリティ:社 内のオンプレミス環境で情報漏え

いを防止。翻訳ログも自動で削除

 「ODMA自 動翻訳」は、翻訳機能を提供するサーバ

を社内に設置 して利用 します。外部に情報を持ち出さ

ないので、情報漏えいを心配することなく、安全に自

動翻訳を活用できます。

 翻訳サーバには、「翻訳原文」「翻訳結果」のログを

残 さない 「自動削除」機能 も搭載 しています。ログか

らの情報漏えいを防止できます。逆に、「社内でどのよ

うな翻訳がされたか」を確認するために、ログを残す

設定も可能です。また、ユーザー認証機能により利用

者の制限も可能です。

■グローバルコミュニケーション支援:Office文 書や

PDF、 チャッ トにも対応

 ア ドインツールを導入することにより、ビジネスで
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一般 的 に使 われ て い るMicrosoft Officeの 文 書 やPDF

フ ァイル を 、 ア プ リケ ー シ ョン 上 か らボ タ ン ひ とつ で

翻 訳 で き ます 。 特 にPDFフ ァイル で は 翻訳 の 際 、 文

字 量 が 変化 して も レイ ア ウ トが崩 れ に くい よ うな 工 夫

も行 って い ま す。 さ らに 、 イ ン ス タ ン トメ ッセ ー ジツ

ー ル のLync/Skype for Businessに も対応 。 日本 語 ・

英 語 間 で イ ン ス タ ン トメ ッセ ー ジ を 、 リアル タイ ム に

翻 訳 で きま す。

■ 社 内 実 践 に よ る実績:富 士 通 社 内 で3年 以 上利 用 さ

れ 、 活 発 な グ ロー バ ル コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを 実 現

 「ODMA自 動 翻 訳 」は 、富 士 通 の 社 内 実 践 に よ って

蓄 積 され た ノ ウハ ウが 集結 され 、 そ の信 頼性 が 証 明 さ

れ て い ます。全 世 界 の 従 業 員 の35%強 に あた る6万 人

以 上 が 日々 活 用 し、年 間400万 回 近 い 翻 訳 を 処 理 して

い ます 。 そ の 間 、 「ODMA自 動 翻 訳 」 の シス テ ム は 一

度 も ダ ウ ンす る こ とな く、 ノ ンス トップ で稼 働 して き

ま した 。 こ うした 経 験 、 ノ ウハ ウを踏 ま え 、 企 業 で の

活 用 を促 進 す る 「定 着 支援 サ ー ビス 」 も提供 して い ま

す 。

5.あ と が き

・「Operational Data Management&Analytics」 は

富 士 通 の ビ ッ グ デ ー タ ソ リ ュ ー シ ョ ン 製 品 シ リー ズ で

す 。

・Microsoft , Windows, Office, Lync, Skype for

Businessは 、 米 国Microsoft Corporationの 米 国 お よ

び そ の 他 の 国 に お け る 登 録 商 標 、 ま た は 商 標 で す 。

・Adobe 、 Acrobat、 Adobe PDF Libraryは 、 Adobe

Systems Incorporated(ア ド ビ シ ス テ ム ズ 社)の 商 標

で す 。

・そ の 他 各 種 製 品 名 は 、 各 社 の 製 品 名 称 、 商 標 ま た は

登 録 商 標 で す 。

・本 サ イ トに 記 載 さ れ て い る シ ス テ ム 名
、 製 品 名 等 に

は 、 必 ず し も 商 標 表 示(⑪ 吟 を 付 記 し て い ま せ ん 。

・本 内 容 は 予 告 な く 変 更 す る 場 合 が あ り ま す
。
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一
こ れ ま で のAAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ンVol.9

       機械翻訳課題調査委員会WGI、 WG2

は じめに

 AAMT Forumを 通 じて配信 したメールマガジンの

バ ックナンバーをお届けします。今回は第75号 から

第83号 です。

 今回は、様々な翻訳サー ビスの開始や新製品の開発

に関する記事に加え、翻訳サー ビスの実証実験に関す

る記事が三っありました。

 まず、すでに行われた実験 としてタクシー乗車とい

う場面での実証実験についての記事です。実験を通じ

て機械翻訳の導入に好意的な意見が多く得 られたよう

です。同時に課題も多く確認できたようで、追実験が

12月 まで行われるとのことです。

 残 り二つがこれから行なわれる実験についての記事

です。医療、接客の場面での実験であり、その結果に

期待を寄せたいと思います。

 尚、メールマガジンとして配信すべき情報がござい

ました ら、是非お知 らせ ください。また、お気付きの

点などもAAMT事 務局までお寄せ ください。よろし

くお願いいたします。

 では、メールマガジン第75号 から第83号 を再びお

届けします。

■Facebookで は 、毎 月8億 人の ユ ー ザー が 自動 翻 訳

 を利 用 して い る

 現 在Facebookは 、 毎 日200億 件 の テ キ ス トを翻 訳

して お り、 毎 月8億 人 、 即 ち全Facebookユ ー ザ ー の

約 半 分 が 、 翻 訳 され た 記 事 を読 ん でい るそ うで す。

http:〃jp.techcrunch.com/2016/05124120160523faceb

ook-translationノ

■ 定 評 あ る英 ・日に加 え 、 ヨー ロ ッパ5ヵ 国 語 、 ロシ

 ア語 、 中 国語 、韓 国語 を手 軽 に 翻 訳1

 ロ ゴ ヴ ィス タ株 式 会 社 は 、Windows用10ヵ 国語 翻

訳 ソフ トの 最 新 版 「コ リャ 英 和!一 発 翻 訳2017for

Winマ ル チ リンガ ル 」 を 、2016年6月24日(金)

よ り発 売 します 。

http:〃www.logovista.co.jp/LVERP/information/news

/2016・0631-kry2017win _m.html

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016106!03配 信vol.075

 こ ん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当 です 。 初

夏 の候 、い か が お 過 ご しで しょ うか 。過 ご しや す い 日々

が続 い て い ま した が 、今 年 も梅 雨 が 近 づ い て き ま した。

湿 気 や 大 雨へ の対 策 は 済 ませ ま した で し ょ うか。で は 、

メー ル マ ガ ジ ン第75号 をお 届 け しま す 。

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016106/15酉 己信vo1.076

 こん にちは。AAMT Forumメ ルマ ガ担 当です。 北は 東

北 まで梅 雨入 りし、雨の 日も多 くな って きま した。今年 の

梅 雨は蒸 し暑 い 日が続 くそ うですが 、湿気対策 は 万全で し

ょ うか。 では 、メール マ ガ ジン第76号 をお 届 け します。
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■NTTド コモが企業向け接客翻訳サー ビスの提供を

 開始

 株 式 会 社NTTド コモ は法 人 企 業 を対 象 と した翻 訳

サー ビス 「は な して 翻 訳for Biz」 の 提 供 を開 始 しま し

た。

http:〃inboundnavi.jpldocomo・hanashite・honyaku・fo

rbiz

■ ク ロス ラ ンゲ ー ジ、 ホ ー ムペ ー ジ 自動 翻訳 サ ー ビス

 に 「HTTPS翻 訳 」 オ プ シ ョンを 導 入

バ ン ドタ ワー の3者 は6月21日 、AI・ 機 械 学 習 に よ

る 多言 語 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンサ ー ビス の 実 現 に 向 け た

協働 を 開 始 す る と発 表 しま した 。

http:〃news.mynavijp!news12016106!2211581

■lnstagramが 投 稿 や コ メ ン トな どの翻 訳 機 能 を 追加

 す で に利 用 可 能 な ユ ー ザ ー も 多数

 月 間 の ア クテ ィブ ユ ー ザ ー が5億 人 を超 え た と発 表

した ばか りの 写 真SNS「Instagram」 が 、翻 訳機 能 を

段 階 的 に追 加 す る と発 表 しま した。

http:〃japanese.engadget.com/20161061231instagram

 株 式 会 社 ク ロス ラ ンゲ ー ジで は 、2016年7月1日

よ りホー ムペ ー ジ 自動 翻 訳 サ ー ビス の 上級 版 に お い て 、

オ プ シ ョンサ ー ビ ス と して 「HTTPS翻 訳 」 の機 能 を

提 供 します 。

http:〃internet.watch.impress.co.jp/docslrelease1201

60527759365.htm1

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016107115配 信vol.078

SNIT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016106129配 信vo1.077

 こ ん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当で す 。 そ

ろ そ ろ太 陽 が恋 しい こ の頃 、い か が お 過 ご しで しょ う

か。 曇 り空や 雨 が続 い て い ます が 、 日に 日に暑 くな っ

て き て お り、夏 が 近 づ い て い るの を感 じま す ね。で は 、

メー ル マ ガ ジ ン第77号 を お 届 け しま す。

■ マ イ ク ロ ソフ トら、2020年 ま で にAIで 訪 日客 向 け

 リアル タ イ ム翻 訳 提 供 へ

 こ ん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ 担 当で す 。 盛

夏 の候 、 い か がお 過 ご しで し ょ うか。 今 年 は7月 に入

っ て 台風1号 が 発 生 し、 猛 烈 な台 風 とな りま した が 、

発 生 が観 測 上 で2番 目に 遅 いそ うで す 。 発 生 が 遅 い と

7～9月 に ま とま りや す い そ うで す の で 、この 夏 は 台 風

に 要 注 意 で す ね。 で は 、 メ ー ル マ ガ ジ ン第78号 をお

届 け します 。

■Facebook、 複 数 の 言 語 に 自動 翻 訳 して 投 稿 す る機 能

 を 導入

 Facebookは 米 国 時 間7月1日 、投 稿 を公 開 す る と、

ユ ー ザ ー が 選 択 した 複 数 の 言 語 に 自動 翻 訳 して くれ る

新 しい ソ フ トウェ ア を 導 入 しま した 。

http:〃japan.cnet.comlnewslservice1350852691

豊 橋 技 術 科 学 大 学 、 日本 マイ ク ロ ソフ ト、 ブ ロ ー ド
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■ ドコモ 、 「単 語 翻 訳 ア プ リ」 「イ ン タ ビュー 翻 訳 ア プ

 リ」 開 発

 NTTド コモ は 、訪 日外 国 人 と の コ ミュ ニ ケー シ ョン

に活 用 で き る二 つ の翻 訳 ア プ リを開 発 しま した 。7月

～9月 にか け て横 須 賀 市 で 実証 実 験 を行 い 、実 用 化

を 目指 します 。

http:〃k・tai.watch.impress.co.jpldocs!news!1008951.

html

援するアプ リを搭載 した タブ レッ ト端末を京都市内

17店 舗で7月21日 から導入 しました。

http:11kyoto-np.co.jp!economylarticle/201607140001

14

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016108104配 信vol.080

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016107129配 信vol。079

 こん に ちは 。AAMT Forumメ ル マ ガ 担 当 です 。 い

よい よ夏 本 番 とな る この 頃 、 暑 さに 参 って い な い で し

ょ うか 。 関 東 で は 平成6年 並 の 渇 水 が 続 い て い る よ う

で す 。 い ろい ろ と水 を使 えば 涼 しい で す が 、 節 水 も心

に留 め て お き ま し ょ う。 で は 、 メー ル マ ガ ジ ン 第79

号 をお 届 け します 。

■音 声 翻 訳 プ ラ ッ トフ ォー ム 「は な して 翻 訳for Biz

 プ レ ミア ム」 を提 供 開始

 株式会社NTTド コモは、法人企業向けに、音声認

識 ・機械翻訳 ・音声合成機能をまとめて利用できる翻

訳プラットフォームの提供を開始 しました。

https:〃www.nttdocomo.co.jp/info/news_release/notic

e/2016/07/1400.html

 こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当 です 。 真

夏 の 日差 しが照 りつ け る この 頃 、 い か がお 過 ご しで し

ょ うか。8月 に 入 り、 ま す ま す 暑 くな っ て き ま した 。

外 出す る際 だ け で な く、 室 内 で も熱 中症 に は注 意 しま

し ょ う。 で は 、 メー ル マ ガ ジ ン第80号 をお 届 け しま

す 。

■Google翻 訳 に も使 わ れ て い る 「統 計 的 機 械 翻 訳 」の

 し くみ を覗 い てみ よ う

 統計的機械翻訳の基本的な仕組み と、その統計的機

械翻訳において広 く使われている言語モデル法につい

て解説記事です。

http:〃codezine.jp/articleldetail/9547

■ 『食べ物は世界の共通言語だ。』

 Google翻 訳 に よ る多 国 籍 レス トラ ンがNYに 限 定

オ ー プ ン他 言語 同 士 の 橋 渡 しをす るGoogle翻 訳 と、

食 べ物 の普 遍 性 を リン ク させ た 、 ユ ニ ー ク な試 み が 行

わ れ ま した。

■会話支援アプリ、店舗で活用 京都銀行 http:〃adgang.jp120161081128799.html

京都銀行は、訪 日外国人や聴覚障害者 との会話を支
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AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016/08119酉 己丁言vol.081

 こん に ちは 。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当 です 。 暑

い 日が 続 いて お りま した が 、 皆 様 は 熱 中症 に な ど罹 っ

て い な い で し ょ うか 。 今 年 は 台 風 の 発 生 が遅 い年 で し

たが 、つ い にや って 来 ま した ね 。 これ か ら続 々 と発 生

す る よ うです ので 、台 風 の 情 報 に は 注意 しま し ょ う。

で は 、 メ ール マ ガ ジ ン第81号 を お 届 け します 。

■KDDI、 富士登山口で訪 日外国人に多言語案内を開

 始、登山者にはモバイルバ ッテリー配布

 KDDIは 、富士山におけるより安心で快適な登山を

サポー トする取り組みの一つとして、3つ の富士山の

登山口にて、多言語音声翻訳システムを活用 した訪 日

外国人への多言語案内を開始しま した。

平 洋 側 に上 陸 した 台 風10号 で した が 、皆 様 大 事 無 か

っ た で し ょ うか。 大 雨 で 涼 しくな った と思 った ら、 熱

中症 に 注意 が 必 要 な 程 の 暑 さが 戻 って きた り と、健 康

管理 に は 注 意 し ま しょ う。で は 、メー ル マ ガ ジ ン第82

号 を お届 け しま す。

■ビジネス/科 学技術分野向け翻訳 ソフ ト 「翻訳 ピカ

 イチV15」 を2016年9月9日(金)新 発売!

株 式 会 社 ク ロス ラ ン ゲ ー ジ は 、Windows対 応 の 英

日・日英 翻 訳 ソフ ト 「翻 訳 ピカイ チV15 for Windows」

を、2016年9月9日(金)よ り販 売 を 開 始 しま す 。

http:〃prtimes.jp/main/htmUrd!p1000000086.000002

804.htm1

■6割 好意的

 鳥取

KDDI、 鳥 取 の タ ク シ ー で 実 験 /

http:〃denpanews.jpletc120160812 _10611.html

■五 山送 り火 「DJポ リス 」 リアル タイ ム翻 訳 実 施 へ

 ヤマハは、京都府下鴨警察署と連携 し、8月16日 に

行われた京都五山送 り火において、マナー順守や混雑

緩和案内などの警察官の呼びかけを多言語化する実験

を実施 しました。

http:〃smartphone.r25.jp!case・file!155917

 鳥取市内の外国人観光客向けタクシーを使いKDD

Iが 実証実験を進めていた音声翻訳システムの結果が

まとまりました。KDDIは 見つかった課題に対 し、

7月 から12月 まで2度 目の実験を実施 し、解消を図 り

ます。

http:〃mainichi.jp/articles/20160824/ddUk31/040/48

2000c

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016109114配 信voLO83

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016109/02酉 己丁言vol.082

 こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当 です 。 初

秋 の候 、 い か がお 過 ご しで し ょ うか。 初 め て東 北 の太

 こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ 担 当で す 。 野

分 の候 、 い か が お 過 ご しで しょ うか 。 夏 も盛 りを過 ぎ

て だ ん だ ん と涼 しく、 過 ご しや す くな って 来 ま した 。

一 方 で
、 台 風 の 発 生 が 相 次 い で い ま す 。 東 北 、 北 海 道
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で は大 き な被 害 も で ま した の で 、十 分 に注 意 しま し ょ

う。 では 、 メー ル マ ガ ジ ン第83号 を お届 け します 。

■医療現場で多言語音声翻訳の実証実験を開始

 MCTと 富士通株式会社は、実際の医療現場で多言

語音声翻訳システムを活用 した実証実験を、2016年

11月 から2017年 度末までの期間に行います。

https:〃www.nict.go.jp/press/2016/09/09-2.html

■JTBと パナソニック、多言語案内など訪 日客向けサ

 ービス2種 の実証実験開始

 多 言 語 で の 観 光 案 内 や 接 客 を 支 援 す る 「JAPAN

FITTER」 と、 大型 手 荷 物 を配 送 して 手 ぶ ら観 光 を 実

現 す る 「LUGGAGE-FREE TRAVEL」 の 実 証 実 験 を

2016年9月1日 か ら10月31日 まで 実 施 しま す 。

http:〃itpro.nikkeibp.co.jp/atcUnews/1610831025301?

s_cid=bpn_TopTl

61



第26回 通常総会および関連行事の報告

AAMT事 務局

 当協会の第26回 通常総会が2016年6月17日(金)13時 よ り ・ホテルアジュール竹芝にて

開催 された。総会後、招待講演会、さらにモデ レーテ ッ ド セ ッションが行 われた。そ して第

11回AAMT長 尾賞授与式 と第3回AAMT長 尾賞学生奨励賞授与式 と、引き続いてのAAMT長

尾賞学生奨励賞および長尾賞受賞者による記念講演会が盛況の うちに行われた。各参加者数は

下記に示す通 りである。

総会の参加者:個 人会員:出 席20名 、委任状参加者25名 、

       法人会員:出 席17法 人(法 人会員参加者26名)、 委任状参加2法 人

報告会 ・展示会 ・講演会 ・AAMT長 尾賞関連の式及び講演会:

      個人会員: 28名

       法人会員: 61名

       会員外一般:13名

      合計:  102名

懇親会:

       個人会員: 16名

       法人会員: 39名

       会員外一般:11名

       合計:  66名

第26回 通 常 総 会

 1.開 会の辞

 2.会 長挨拶

 3.ご 来賓挨拶

 4.出 席会員の確認

 5.議 案

     第1号 議案

     第3号 議案

     第5号 議案

 6.閉 会の辞

2015年 度事業報告(案)

2016年 度事業計画(案)

理事 ・役員改選(案)

名古屋大学 ・中岩浩 巳

第2号 議案 2015年 度決算報告(案)

第4号 議案 2016年 度収支予算(案)

その他 ・会員提案事項
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創立25周 年記念講演会

・rAAMT設 立までの こと」

  長尾 真

   (IAMT、 AAMT初 代会長)

・「拡大す る翻訳ニーズと翻訳業界における機械翻訳への期待」

  東 郁男

   (一般社団法人 日本翻訳連盟 代表理事 ・会長)

招待講演会

・「翻訳品質 とTAUS DQF」

  西野 竜太郎

     (合同会社 グローバ リゼーシ ョンデザイ ン研究所、TAUS Representative)

AAMTか らの お知 らせ

  ・「MT Summit XVI開 催 につ いて」 中岩 浩巳(AAMT会 長)

展示会

みんなの自動翻訳@TexTraR

  国立研究開発法人 情報通信研究機構

Globalese多 言語機械翻訳エンジン

  株 式会社川村インターナシ ョナル

機械翻訳技術を応用した読解支援情報付きニュース

  NHK放 送技術研究所

未来 を拓 く!イ ンバ ウン ド翻訳 ソリューシ ョン

  ～訪 日観光客4000万 人時代に向けて～

  株式会社高電社

新製品 新製品パ ッケージシ リーズの展示

  株式会社クロスランゲー ジ

サーバ型翻訳製品 「11 自動翻訳」 と応用アプ リご紹介

  富士通株式会社

63



AAMT各 委員会活動報告会

 (本年度の委員会活動報告は展示形式にて行われま した。)

  1.機 械翻訳課題調査委員会      委員長  長瀬 友樹

  2.AAMTIJapio特 許翻訳研究会    副委員長 須藤 克仁

  3.イ ンターネ ッ トワーキンググループ リーダー 富士 秀

  4.編 集委員会            委員   小谷 克則

((株)富士通研究所)

(NTT)

(情報通信研究機構)

(関西外国語大学)
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2016年 度総会後の組織 ・人事につ いて

人事

会長

副会長

理事

監事

会長 、副会長 、委 員長 、

(敬称 略:50音 順)

退任

中岩

飯田

小谷

安達

井佐原

石崎

宇津呂

熊野

黒橋

坂本

隅田

辻井 潤一

田中 英輝

長尾 真

永田 昌明

中村 哲

星野 正広

守屋 敏道

横山 晶一

ワー キ ン ググルー プ リー ダー 、事務 局長 は 下記の 通 りとす る。

浩 巳  (名古屋大学)

仁   (東京工科大学名誉教授)

泰造 (株式会社インター グループ)

久博  (株式会社サン ・フレア)

 均  (豊橋技術科学大学)

俊   (慶磨義塾大学名誉教授)

 武仁(筑 波大学)

明  (東芝 ソリューシ ョン株式会社)

禎夫  (京都大学)

義行

英一郎(国 立研究開発法人 情報通信研究機構)

(国立研究開発法人 産業技術総合研究所)

(NHK放 送技術研究所)

(国際高等研究所)

(日本電信電話株式会社)

(奈良先端科学技術大学院大学)

(富士通株式会社)

(一般財団法人 日本特許情報機構)

(山形大学名誉教授)

Key・Sun Choi(韓 国KAIST)

Virach Sornlertlamvanich(タ イSIIT)

種子 田 暁夫(日 本電気株式会社)

古谷 祐一 (一般社 団法人 日本翻訳連盟 ・GMOス ピー ド翻訳株式会社)

川村 み どり(一 般社団法人 日本翻訳連盟 ・

            株式会社川村インターナシ ョナル)

機械翻訳課題調査委員長

AAMT!Japio特 許翻訳研究会委員長

編集委員長

インターネ ッ トワーキンググループ リーダー

事務局長

長瀬 友樹  (株式会社富士通研究所)

辻井 潤一  (産業技術総合研究所)

宇津呂 武仁(筑 波大学)

富士 秀   (情報通信研究機構)

神崎 享子  (豊橋技術科学大学)
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組織

 AAMT機 械翻訳課題調査委員会

    退任: 森 岳至 (日本電信電話株式会社)

        島村 修司(イ ンター グループ)

        平田 周(ユ ニバーサル コンテ ン ト)

    新任: 秋葉 泰弘(日 本電信電話株式会社)

        高橋 博之(株 式会社クロスランゲー ジ)

 編 集 委 員会:

    新任: 目次 由美子(LOGOStar)

    新任:河 野 弘毅(ポ ス トエディッ ト東京)

その他 委員 会 、 ワー キ ン ググルー プ とも現 状 どお りとす る。

以上
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第ll回AAMT長 尾賞 ・第3回AAMT長 尾賞学生奨励賞授与式

   及び記念講演会

第11回AAMT長 尾賞

受賞者:株 式会社 み らい翻訳

受賞理由:

 機械翻訳の基本技術 となってい るRBMTやSMTな どを統合 して、翻訳精度や速度 に見

合った 自動翻訳サー ビスを提供す る初 めての機械翻訳 プラ ッ トフォームを開発 して、B2B

ビジネスを実現 した点が長尾賞 にふ さわ しい。

 SNS向 けの 自動翻訳市場への今後の展開も大いに期待できることを補 足する。

選考委員長:飯 田 仁(東 京工科大学名誉教授)

選考委員  :Key-Sun Choi(韓 国KAIST)    宇津呂 武仁(筑 波大学)

      梶 博行(元 静岡大学)      隅田 英一郎(情 報通信研究機構)

推薦者   安達 久博(株 式会社サン ・フ レア)

同意人  :小 林 照二(株 式会社フィー ト)

               授賞記念講演
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第3回AAMT長 尾賞学生奨励賞

受賞者:奈 良先端科学技術大学院大学 ・博士後期課程

    三浦明波

受賞対象論文:

   Graham Neubig(ニ ュー ビック)の指導のものに、22016年 度奈良先端科学技術大学

  院大学の修士論文 としてま とめ られた以下の論文が受賞対象論文 である。

      「中間言語モデルを用いた多言語機械翻訳の精度向上」

受賞理 由:

     本論文は、翻訳対象 となる言語対 に十分な量の対訳データが得 られ ない

    場合に、第三の言語を中間言語 として利用するピボ ッ ト翻訳の新 しい実現

    法を提案 し、翻訳精度を大 きく改善できることを示 している。提案法は、

    今後、英語 を介 した 日本語 とアジア言語 の翻訳のよ うな語順が大きく異な

    る言語対への適用が期待 できるな ど、ピボ ッ ト翻訳に関す る新 しい研究の

    方向性 と今後の発展の可能性 を示す優れた論文であ り、AAMT長 尾学生

    奨励賞にふ さわ しい と考える。
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選考委員長:永 田昌明(日 本電信電話株式会社)

選考委員

鄭 育昌

藤田 篤

山本 和英

推薦者

(富士通研究所)

(情報通信研究機構)

(長岡技術科学大学)

:Graham Neubig(奈 良先端科学技術大学院大学)
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                協 会活動報告

              (2016年5月 ～2016年8月)

第26回 通 常 総 会

2016年6月17日

    第1号 議案 2015年 度事業報告(案)  第2号 議案 2015年 度決算報告(案)

    第3号 議案 2016年 度事業計画(案)  第4号 議案 2016年 度収支予算(案)

    第5号 議案 理事 ・役員改選(案)    その他 ・会員提案事項

報告会

2016年6月17日

    ①機械翻訳課題調査委員会    ②AAMT!Japio特 許翻訳研究会

    ③インターネ ッ トWG     ④編集委員会

講演会

創立25周 年記念講演会

・rAAMT設 立までのこと」

  長尾 真

   (IAMT、 AAMT初 代会長)

・「拡大す る翻訳 ニーズ と翻訳業界 にお ける機械翻訳への期待」

  東 郁男

   (一般社団法人 日本翻訳連盟 代表理事 ・会長)

招 待 講演 会

・「翻訳 品質 とTAUS DQF」

 西野 竜 太郎

    (合 同会社 グローバ リゼ ー シ ョンデザ イ ン研 究所 、TAUS Representative)

第11回AAMT長 尾 賞授 与 式 ・記 念 講 演 会

受賞者:

 株式会社 み らい翻訳

受賞理由:

 機械翻訳の基本技術 となっているRBMTやSMTな どを統合 して、翻訳精度や速度に見合 った 自

動翻訳サー ビスを提供する初めての機械翻訳プラッ トフォームを開発 して、B2Bビ ジネスを実現

 した点が長尾賞にふ さわ しい。

  SNS向 けの自動翻訳市場への今後の展開も大いに期待 できることを補足す る。
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第3回AAMT長 尾賞学生奨励 賞

受賞者:

 奈良先端科学技術大学院大学 ・博士後期課程

 三浦明波

受賞対象論文:

  「中間言語モデルを用いた多言語機械翻訳の精度向上」

受賞理由:

  本論文は、翻訳対象 となる言語対に十分な量の対訳データが得 られない場合に、第三の言

 語 を中間言語 として利用す るピボ ッ ト翻訳の新 しい実現法 を提案 し、翻訳精度を大 きく改善

 できることを示 している。提案法は、今後、英語を介 した 日本語 とアジア言語の翻訳の よう

 な語順が大 きく異なる言語対への適用が期待できるな ど、 ピボ ッ ト翻訳 に関す る新 しい研究

 の方向性 と今後の発展の可能性を示す優れた論文であ り、AAMT長 尾学生奨励 賞にふ さわ しい

 と考える。

懇 親 会

2016年6月17日 ホテル アジ ュール竹 芝21階 フ レンチ レス トラ ン『ベ イ サイ ド』にて行 なっ た。
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決算理事会

2016年6月17日

    第1号 議案

    第3号 議案

    第5号 議案

2015年 度事業報告(案)

2016年 度事業計画(案)

理事 ・役員改選(案)

第2号 議案 2015年 度決算報告(案)

第4号 議案 2016年 度収支予算(案)

その他 ・会員提案事項

機械翻訳課題調査委員会

  2016年5月13日(金)(2016年 度 第2回)

     ① 各WGの 活動 について(各WGに 分かれて議論)

      (WG 1,2)

       ・総会資料 の確認

       ・今年度の進め方について

       ・テス トサイ ト進捗

       ・その他

      (WG3)

       ・総会の事業報告 と事業計画の確認

      山本委員の原案を確認。多少の表現調整 を行い、最終的な確認完了。

       ・UTX1.20仕 様検討

        山本委員の最終案 に対 して他の委員が行った コメン ト(前 回の宿題)の うち、

        大きな論点に対 して議論。

       ・ISO会 議(コ ペンハーゲン)

        山本委員がUTXを 使用 してのISO用 語の各国語の訳語付与、多言語用語集作

        成を提案す るために、参加 を希望 してお り、その是非について議論。

       ・その他

       ・宿題

      全体での意思統一が必要な論点を論点シー トに追加す る。

     ② 全体会議

       ・各WGの 検討事項共有

       ・AAMT翻 訳 フェアの準備について

       ・MT Summit2017の 準備 について

       ・その他

2016年6月9日(木)(2016年 度 第3回)

  ① 各WGの 活動 につい て(各WGに 分 かれ て議 論)

  (WG 1,2)

   ・テ ス トサイ トの状 況

   ・翻訳 フ ェアにつ いて
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・総 会 資料の確 認

・今年 度 の進 め方 につ い て

・そ の他

(WG3)

・ISO会 議(コ ペ ンハ ー ゲ ン)

  山本委 員 がISO会 議 で 、 UTXを 使 用 してのISO用 語 の多言 語用 語集 作成 を提 案

  した い との件 につ いて議 論。

・UTX1 .20仕 様 検 討

  各 委員 の コメン トを反映 した最新 版 につ いて 、い くつ かの論 点 につ いて議論 。

・宿題

  山本委 員 が 「1.4Field, field value, and field item」 を書 き直 し、他 の委

  員 はそ れ を確 認 して意 見 を出す。

② 全体 会議

・各WGの 検 討 事項 共有

・AAMT翻 訳 フ ェアの準 備 につ いて

・MT Summit2017の 準備 につ いて

・WATへ の協 力 につ いて

・そ の他

2016年7月13日(水)(2016年 度 第4回)

   ① 各WGの 活動 について(各WGに 分かれて議論)

   (WG 1,2)

   ・今年度の具体的活動計画

   ・テス トセ ッ ト評価 について

   ・その他

   (WG3)

   ・UTX1.20仕 様検討

   ・宿題

     7/25ま でにUTX1.20仕 様書の全体を見直す(最 終確認)

   ② 全体会議

   ・各WGの 検討事項共有

   ・AAMT翻 訳フェアの振 り返 り

   ・MT Summit2017の 準備 について

   ・その他
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・イ ンターネ ッ トWG

     ① 総会 ・AAMT機 械翻訳 フェア前後で生 じた更新事項 に関するコンテンツ更新

     ②MT Summit XVIに 向けたホームページ立ち上げの検討および作業依頼

     ③AAMTジ ャーナル 目次情報等の通年 コンテ ンツの掲載 ・更新

     ④ 利便性 ・プ レゼ ンス向上に向けたサイ ト構成見直 しの検討

編集委員会

    0 AAMT Journal No.63の 執 筆依 頼及 び編 集 作業
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AAMT/Japio特 許 翻 訳研 究会

2016年5月13日(金)(2016年 度              第1回)

1. 日本特許情報機構 大塩様か らのご発表

2. 平成27年 度報告書の紹介(2)

3.AAMT総 会での研究会活動報告

4.平 成28年 度AAMT/Japio特 許翻訳研究会

5.議 事録の確認

6.そ の他

7.次 回の開催について

 ・開催の 日時(場 所)6月24日 予定

 ・主な議題

活動計画書依頼のお知 らせ

AAMT/Japio特 許翻訳研究会 拡大評価部会

2016年5月13日(金) (2016年 度 第1回)

1.平 成28年 度 の拡大評価部会の活動計画

2.各 グループの活動発表

 ・自動評価 グループ

  ・昨年度提案 した 「係 り受け比較法」またはその改良によるスクランブ リングへの対応の

   IMPACTな どの既存評価手法による比較実験

  ・深層学習 を用 いた翻訳 自動評価手法の試み

 ・人手評価グループ

 ・テス トセ ッ トグループ

3.そ の他

4.次 回開催 日予定 9月 予定

AAMT/Japio特 許翻訳研究会

2016年 6月24日(金)(2016年 度 第2回)

1.議 事録の確認

2.京 都大学黒橋研究室 修士2年 大谷 さんのご発表

  「機械翻訳のための人手評価の統合方法」

3.28年 度AAMT総 会 での研究会活動報告

4.28年 度AAMT/Japio特 許翻訳研究会 活動研究計画書発表
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5.第4回 特 許情 報 シ ンポ ジ ウム

 2016年11月25日 金 曜 日決 定

6.新 メ ンバ ー の推薦 につい て

7.そ の他

8.次 回 の開催 につ い て

 ・開催 の 日時(場 所)7月29日

 ・主 な議 題

日程決定のお知 らせ

(金)予 定

AAMT/Japio特 許 翻訳 研 究会

2016年 7月29日(金)(2016年 度 第3回)

1.議 事 録 の確認

2.マ イ ク ロソフ トデ ィベ ロ ップ メ ン ト株式 会社 呉先超 様 の ご講 演

   対 話 システ ムを構 成 す る諸技 術 につ いて 「女子 高生 人 工知能 りん な の対話 システ ム」

3.第4回 特 許情 報 シ ンポ ジ ウム 日程 決定 の今 後 の予 定のお 知 らせ

  シン ポジ ウム開催 場所 変 更のお 知 らせ。

  グ ランパー クプ ラザ 田町 にて 開催決 定

  (グ ラ ンパ ー クプ ラザ 田町 http://www. granpark. jp/)

4.新 メ ンバー の推薦 につ いて

5.そ の他

 6.次 回 の開催 につ い て

  ・開催 の 日時(場 所)9月9日(金)開 催 予定

  ・主 な議題
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  AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学 システム情報系 知能機能工学域

             宇津呂 武仁

AAMTジ ャー ナル63号 をお 送 り します 。

今号の巻頭言は、GMOス ピー ド翻訳株式会社 古谷祐一様 より,御 寄稿を頂 きました。

AAMTの 活動 として、今号に先立ちま して、2016年6月 に開催 されました総会におきまして、 AAMT初 代会長の

長尾真先生より、AAMT創 立25周 年基調講演を賜 りましたが、今号におきましては、機械翻訳課題調査委員会 ・

AAMTジ ャーナル編集委員会の目次由美子様より、長尾真先生の御講演内容にっいての貴重な御寄稿

を頂きました。

同総会におきま しては、日本翻訳連盟(JTF)会長の東郁男様より、AAMT創 立25周 年記念講演を賜 りま したが、

今号におきましては、御講演内容についての貴重な御寄稿を頂きま した。

加 え て 、 同総 会 に お きま して は 、 合 同 会 社 グ ロー バ リゼ ー シ ョンデ ザ イ ン研 究 所 ・TAUS Representativeの 西 野 竜

太郎 様 よ り貴 重 な 御 講 演 を 賜 りま した が 、今 号 に お きま して は 、御 講 演 内容 に つ い て の 貴 重 な 御 寄 稿 を 頂 き ま し

た。

あわせて、AAMT長 尾賞の選考結果を受けまして、受賞者である株式会社み らい翻訳 栄藤稔様より受賞内容に

っいての貴重な御寄稿 を頂きま した。

また、AAMT長 尾賞学生奨励賞の選考結果を受けまして、受賞者である奈良先端科学技術大学院大学 三浦明波

様 より、受賞理由となった 「中間言語モデルを用いた多言語機械翻訳の精度向上」についての紹介記事を御寄稿

頂きました。

さらに、総会会場におきま して、 「AAMT機 械翻訳フェア(MTフ ェア)2016」 と題 しまして、昨年に続き、機

械翻訳技術提供各社、ならびに、機械翻訳課題調査委員会からの展示の試みを実施 したのを受けまして、展示コ

ーナーへの参加団体より、情報通信研究機構 内山将夫様、NHK放 送技術研究所 田中英輝様、株式会社富士通研

究所 片江伸之様から、それぞれ、展示参加報告を御寄稿いただきました。

また、理事の坂本義行先生からは、機械翻訳の歴史に関する貴重な御寄稿の第八弾を頂きました。

今 号 が会 員 の 皆様 の お 手 元 に 届 くそ の 少 し後 、 来 る11月29日(火)に 、AAMTが 後 援 を しま す 第26回JTF翻 訳 祭

が 開 催 され ま す。 日本 翻 訳 連 盟(JTF)理 事 ・第26回 翻 訳 祭 企 画 実行 委 員 長 古 谷 祐 一 様 か らは 、 このJTF翻 訳 祭 の

お 知 らせ を御 寄 稿 い た だ き ま した。

その他、2016年3月 に開催 されました、言語処理学会第22回 年次大会テーマセッション 「文理 ・産学を越えた翻

訳関連研究」の報告を、関西大学 山田優先生、情報通信研究機構 藤田篤様、東京大学 影浦峡先生より御寄稿頂
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き ま した 。 秋 桜 舎 山本 ゆ う じ様 か らは 、2016年8月 に 開 催 され ま したTCシ ンポ ジ ウ ム2016の 参 加 報 告 を御 寄

稿 頂 き ま した 。

さらに、豊橋技術科学大学 井佐原均先生か ら、プロジェク ト報告 「多言語情報発信支援の社会実装に関する研究」

を御寄稿頂きました。

株 式 会社 ヒュ ー マ ン サ イ エ ンス 徳 田愛様 か ら は、 「産 業翻 訳 分 野 に お け る 日英 機 械 翻 訳 の 実 用 化 に 向 け て 」 を、

富 士 通株 式 会社 上 柿 稔 様 か らは 、 「FUJITSU Business Application Operational Data Management&Analytics自 動 翻

訳 」 を 、 それ ぞれ 御 寄稿 頂 き ま した。

AAMT内 の活 動 報 告 と して 、機 械 翻 訳 課 題 調 査 委 員 会 か ら、「AAMTフ ォー ラ ム メー ル マ ガ ジ ンバ ック ナ ンバ ー 」

を掲 載 い た しま した。
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AAMT
Asia-Pacific Association for Machine Translation

.. 入 会 の ご案 内

 AAMTは 、機械翻訳の発展を目的 として、機械翻訳の研究者、開発者、製造者、利用者が集まった

任意の組織です。委員会による定期的な調査研究をはじめ、機関誌の発行、シンポジウム、セ ミナー

等各イベン トの開催など幅広 く活動を行っています。

機械翻訳にご関心のあるすべての方にご入会をお勧め します。

                **AAMT会 員 の 特 典**

1.AAMT Journalの 購読が できます。

会員 には、機 関誌 であるAAMT Journal(年2～3回 発刊予定)が 送付 され ます。購読料は年会費に

含 まれ ています。

2.機 械翻訳関連の最新情報 をメールで お届 け

会員 専用 メー リング リス トで、最新 の機会翻 訳関連 の情報 をお届 け します。

MT新 製品 、新 サー ビスの紹介、国際会議 、シンポ ジウムのお知 らせ、 WEBで のMT関 連 記事 の紹介

な ど盛 りだ くさんです。

3.AAMTが 組織す る委 員会 や調査活動 に参加 し、機械翻訳 や翻訳 に関心の ある方 との交流 を深 め、

知見 を広 める ことができます。

機械 翻訳 に関する言語資料 の調査 、広報 、標 準化活 動に参加 した り、AAMT Journalや 会員専用 メー

リング リス トで、 自社製 品、サー ビスの紹介 を行 うことができます。

4.関連機 関の主催す る国際会議 に参加 できます。

IAMTの 主催 で隔年 開催 され るMT Summitを は じめ、 AAMT、 AMTA*、 EAMT**の 主催 す る会議や

ワー クシ ョップに参加 できます。

AMTA* :Association fbr Machine Translation in the Americas

EAMT** :European Association fbr Machine Translation

年会 費は以下の通 りです。

法人会員:入 会金 1口 10,000円

個人会員:入 会金    1,000円

年会費1口50,000円

年会費  5,000円(学 生は学 生会費1,000円)

ご関心のあ る方は、事務局までお問 い合わせ くだ さい。

アジア太平洋機械 翻訳協会(AAMT)

ホームペ ー ジ:http:〃www.aamt.info

電子メール:aamt・infb@aamt.info



            AAMT
    Asia・PactEc Association for Machine Translation

          入 会 申込 書

以下の通り、アジア太平洋機械翻訳協会の会員申し込みを致 します。

                   申込日 20  年 月 日

氏名(ロ ー マ字)

氏名(漢 字)

電話番号

メール ア ドレス

所属先

所属先住所

種別

機械翻訳に関す るお知らせメールの配信

〒

ユーザ 研究開発者 その他

希望する 希望 しない

コ メ ン ト
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